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第1章緒言

第 1節研究の背景

2016年夏、リオデジャネイロで行われたオリンピックにおいて白本は史上最多の 41

個となるメダルを獲得した。そうした中で、メダル獲得こそならなかったものの大躍進

を遂げた種目が、女子バスケットボールである。アジア王者として 3大会振りにオリン

ピックの舞台に立った女子日本代表は、予選リーグで格上の相手に奮闘し 20年ぶりの

決勝トーナメント進出を果たした。結果は、大会6連覇を狙うアメリカに敗れベスト 8

に終わったものの、体格の小さい日本にとっては、豊富な運動量と速いパス回しで強豪

に勝てるスタイルを、世界に印象付ける大会となった 38)118) 119)。

日本において、バスケットボール競技者は2015年度で約 64万人に上り 72)、義務教

育でもカリキュラムに取り入れられるなど 64)65)、馴染みのあるスポーツであるが、本

年に誕生した国内の新たな男子リーグによって、今後は観戦型スポーツとして更なる発

展が期待されている。一方、今回のオリンピックで目覚ましい活躍を見せた日本女子代

表選手たちを抱える圏内トップリーグのバスケットボール女子日本リーグ(以下:

WJBL)はこれまで通り企業クラブをリーグの中心に置いている。企業の大きな経済力

に支えられてきたこのリーグの果たす役割は大きい。

企業スポーツは、企業の福利厚生・労務管理施策であると同時にわが国のトップスポ

ーツを支えてきた特徴的な制度であるが、 1990年代以降、経済の低成長化や日本的雇

用慣行の後退などにより多くの企業が企業スポーツから撤退し衰退期に入った 96)。し

かし、三崎 60)によると、 2010年代に入り企業は企業スポーツを「経営資源Jとして捉

え極力自社の事業戦略・経営戦略に活用したり、 CSRや社会貢献活動としての役割を

担う存在として捉えたりするなど、最近はその位置づけに変化が見られるようになった。

企業により CSRが注目される中、 Porteret al. 51)は社会のニーズや問題に取り組むこ

とで社会的価値を創造し、その結果、経済的価値が創造されるという CSV(Creating 

Shared Value :共通価値の創造)を提唱した。また、 CSRが慈善活動として捉えられ

ていることを指摘するなど、 CSRの意味が見直されている。こうした動きは、企業が

スポーツを CSRとして捉え始めた日本にとって、スポーツが単なる慈善活動としてだ

けではなく、戦略的で価値のあるものとして見直されるきっかけとなり得る可能性があ

ると考えられる。

第 2節研究の必要性

WJBLは世界に通ずる競技力を有するリーグであるにも関わらず、国内での注目度

は決して高いとは言えない状況である。日本代表の活躍や国内男子プロリーグの誕生に

よってバスケットボール界に注目が集まる中、その価値を改めて見直す必要があると考

えられる。女子バスケットボールに関する研究は、観戦者調査があるが 102)103) 104)、組

織におけるマネジメントに着目した研究は見当たらない。

1 



海外においてはそのような分野は多く研究されており、例として Walkeret al.によ

る研究 111)が挙げられる。

図 1はWalkeret a1.111)がWNBA(Women's National Basketball Association)の

構造と活動が NBAと戦略的な CSRに対し、どのように関与するかを「経済的JI文化

的JI社会的j指標から言及する際に用いたものである。

具体的には、 WNBAが利益を生み出せず破綻しないように NBAから補てんされて

いるため財政的には自立していないものの、経済的資本を越えた文化的・社会的資本が

あり、 NBAが、 WNBAとWNBAが生み出す資本を支え続けることは、最終的に NBA

の本質のためになると言及している。ここで言う文化的資本とは、女性の文化的な価値

の探求やファンの多様性のことである。また、社会的資本とは、羽TNBAの環境がファ

ンの共同体意識を促進させることや生活苦の人も低コストで試合を観ることができる

ということである。こうした考え方は、その存在価値を問われてきた日本の企業スポー

ツにおいても重要な論点であると考えられる。我が国特有の文化として発展してきた

「福利・厚生Jの企業スポーツから、企業にとってスポーツがさらに価値のあるものと

認識されるためには、そのスポーツ組織自身が自組織にとっての社会的責任を認識する

ことが必要であると考えられる。

cuおuraJCapital 
Ourun ExcluJngllS 
'Shar!td Stgnザ'icallc"" 
Culnm:tl1'ahi" 

民五捌
FVtatlC'tal R釘cu吋.u
. S41lf-SlIJJict.鳴り
Rcv制 146Gonorar!()>> 

図1.Sustainability: Economic， Cultural and Social Capital. 

出所)Walker et al. (2012). p.5より引用
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CSRに関してはこれまで多くの議論がなされてきており 67)、理論的にも実証的にも

多くの問題があるが 59)、CSRのコンセプトが持続可能な経営コンセプトそのものにな

るためには、経営陣にとってその価値を実証する必要がある 11)。消費者が組織と最も

身近に繋がることのできるツールとして、本研究ではウェブサイトを用いた内容分析を

試みた。

ウェブサイトは、これまでのCSR研究で明らかになっているように 55)87)、多様な観

客と利害関係者グループ。に明確なアイデンティティを提示するよう意図されている。チ

ームはファンをチームというブランドに近づけ関係を強化することができるインタラ

クティブなウェブサイトの体験を提供する必要があり、ファンに対する認識を強化する

ことでチームのブランドイメージを消費者に増加させることができ、結果として好まし

いマーケットプレイス(意識、商品販売、参加、ウェブサイト再訪)がもたらされるこ

とや、他メディア媒体と異なり、即時に自ら情報を開示でき、自己の特徴を明確に自身

が提示できるとしづ特徴を持っている 21)。

また、質的な内容分析は、既存の理論または現象についての研究文献が限られている

場合に適切な研究デザインの一つである 33)ことから、ウェブサイトを用いた内容分析

を行うことは有用であると考えられる。

これまで、国内では、チームや競技団体などのマネジメントは個々の組織による把握

に留まり、その組織を取り巻く総体としてどのような状況であるのかを把握するための

試みはなされていない。個々の組織のみならず、 WJBLが総体としてどのような価値

があるのかを実証的に整理することは有効だと考える。チーム、リーグ、企業という三

者は自組織の事業や活動を通すことで社会における存在意義を唱えているが、それぞれ

のフィールドでできることは限られているため異なる資本活動を通して幅広い意味で

補完し合っていると考えられる。 WJBLがその価値を改めて認識・把握するためには、

所属チームとそのチームを所有する企業の活動や理念の把握が必要で、あり、 CSRの観

点からそれらを分類することは有用で、あると考えられる。

第 3節研究の目的

本研究の目的は、 WJBLの価値向上に寄与するため、先行研究および資料の整理・

検討を行うことで、 WJBL、WJBL所属チーム、 WJBL所属チームを保有する親企業

のマネジメントにおける特徴をCSRの観点から実証的に明らかにすることであった。

第4節用語の定義

第 1項 CSR

CSRの概念を説明する際に最もよく用いられる Carroll13)14)の概念に従い、「社会が

任意の時点で組織に対して持つ経済的、法的、 倫理的、そして裁量的(社会貢献的)

な期待 (Carroll13)，p.500) Jと定義した。

3 



第 2項企業スポーツ

本研究では、「企業スポーツJ(Company Sport)を高度な競技力を志向するものと

捉え、企業に支援されたその従業員(企業スポーツ選手)もしくは従業員によって構成

されたチーム(企業チーム)が、競技団体等が主催する全国的ないし地域的な対外競技

に定期的に参加しているもの 83) と定義することとした。
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第2章先行研究

第 1節 CSRとは

企業の社会的責任とは、英語の CorporateSocial Responsibility (以下:CSR) の

訳であり、平成 15年は我が国における rw企業の社会的責任』元年」と呼ばれ、この

年以降、企業のみならず、一般の人々の関心も、一挙に高まったとされている 78)。

図2は、 CSRの概念を説明する際に最も用いられている Carrollの概念モデル 13)14) 

である。この概念は、「経済的責任Jr法的責任Jr倫理的責任Jr社会貢献的責任」の 4

つのカテゴリーによって構成されている。大西82)はこの概念を以下のように説明する。

rw経済的責任』は、社会が求める製品やサービスを生産し、それを販売して利益を

獲得する責任を意味する。『法的責任』は、法令遵守のことであり、企業は法的要請の

範囲内で経済的使命を遂行することが期待される。『倫理的責任』は、法文化されてい

ないにも関わらず、社会に求められるモラルに従うこととされる。『社会貢献的責任』

は、社会が企業に対し倫理的責任ほど明確なメッセージを寄せているわけではないが、

ある種の社会的責任を担ってもらいたいとの社会的期待に応えることである。企業の任

意で自発的な役割遂行を指し、それを行わなくても非倫理的であるとみなされることは

ない行為のことを指す。J(p.2) 

法的責任

任忠良

c
s

的
問
胸
献ロ
宮

内

側

m

A

笠
間
R

4
ム
A
d
z
 

倫理的責任

経済的責任
ECONOMIC Responsibilities 

図 2.企業の社会的責任の概念モデル

出所)Carroll (1991). p.42より引用

以上のことから、 CSRは組織の包括的なマネジメント全般に関わるものであり、社

会貢献活動は CSRの中の社会貢献的責任に含まれる。しかし、我が国では「企業の社
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会的責任」を、一時盛んで、あったメセナ(文化への支援活動)や、利益の社会還元と同

義と考えられる場合も多い 78)。このことは諸外国においても同様であり、 CSRに含ま

れる経済的責任や法的責任には触れず社会貢献的責任のみに焦点を当て、それを CSR

とすることが多い 80)。学術界でも社会貢献活動のみを CSRとしている場合もある 82)。

そもそも、 CSRの明確な定義は今のところなく、 Matten.D.. & Moon. J. 58)が指摘する
ように、 CSRは国によって根本的な意味や問題、それらをどのように対処しているか

などという観点から非常に多様なものである。そのことから、 CSRに関する概念の文

献は広範囲かっ膨大にあるが 18)52)、CSRを定義することは容易で、はないと言及してい

る。その理由として、 CSRが価値を評価する(または評価されている)ものであり、

内部的に複雑で、本質的に競合する概念であることや 57)、CSRがビジネスや社会に関連

した概念と同義の包括的な用語であることなどを述べている。

表 1はCSRの理論を示したものである。 McWilliams et al. 59)は、 CSRの理論に関

して戦略的な意味を含むCSRのフレームワークを検討するため、 CSRの理論の様々な

視点を説明している。そこでは、CSRの定義、各国のCSRの制度的な違いの確認、CSR

に対する動機付けの決定、 CSR戦略の記述、企業およびステークホルダーへのCSRの

効果のモデル化、リーダーシップと企業文化のCSR活動への影響の測定、 CSRの要求

の測定、 CSRのコストの測定、現在の知識ベースの評価など、理論的および実証的に

も多くの問題があると指摘している。
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表1.Selected theoretical papers on CSR 

Author(s) Nature of theoretical perspective(s) Key argument/result 

Friedman 
(197ω 

Agency theory 
CSR is indicative of self-serving behaviour on the p町 tof 
managers， and thus， reduces shareholder wealth 

Freeman 
(1984) 

Stakeholder theory 

Managers should tailor their policies to satisfy numerous 
constituents， not just shareholders. These stakeholders 

include 

Donaldson and 
D:'ri~(199-î)- Stewardship theory 

There is a moral imperative ゐrmanagers to 'do the right 
thing'， without regard to how such decisions affect長rm
performance 

Donaldson and 
p;;;t~~(i995) Stakeholdertheory 

Stressed the moral and ethical dimensions of stakeholder 
theory， as well as the business case for engaging in CSR 

Jones(1995) Stakeholder theory 

Firms involved in repeated transactions with 
stakeholders on the basis of trust and cooperation have an 
incentive to be honest and ethical， since such behaviour is 
bene官cialto the宣rm

Hart(1995) Resource-based view ofthe firm 
For certain companies， environmental social 
responsibility can constitute a resource or capability that 
leads to a sustained competitive advantage 

B町 on(2001) Theory ofthe fir皿

Institutions play an important role in shaping the 
consensus within a firm regarding the establishment of an 
'ecologically sustainable' organization 

The use of CSR to attract socially responsible consumers 
is referred to as strategic CSR， in the sense that宣rms
provide a public good in conjunction with their 

marketinglbusiness strate貯

Activists and NGOs can play an important role in 
reducing information asymmetry with respect to CSR on 

the part of consumers 
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Feddersen and 
Giììi;~~-(2Öoï) Theory of the五rm

M{モWilliamsand 
Si~;cl(200ï)- Theory of出島皿

Presents a supply/demand perspective on CSR， which 

implies that the宣rm'sideallevel of CSR can be 
determined by cost-bene官tanalysis 

McWilliams et al 
. Resource-based view ofthe firm 

(2002) 

CSR strategies， when supported by political strategies， 
can be used to create sustainable competitive advantage 

Waldman et al. Theory of the五rm/strategic
(2004) leadership theory 

Certain aspects of CEO leadership can affect the 
propensity of五rmsto engage in CSR. Companies run by 
intellectually stimulating CEOs do more strategic CSR 
than comparable firms 

出所)McWilliams et al. (2006). p.7より引用

CSRの効果や意義としては、 CSR活動と企業業績に正の関係があることや 85)99)、

CSR消費者の企業に対するイメージや態度を向上させることなどがあり 12)53)、さらに、

CSRは企業の透明性を高め、資金調達を容易にすることや 17)、リスクに直面した際、

CSRに取り組んで、いる企業の方が株価やブランド評価への負の影響が少ない 27)ことな

どが挙げられる。

このようなことから、近年、企業の CEOや担当者が CSRや社会貢献活動を戦略的
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に実施するようになっていることが報告され 91)、学術的研究においてもマーケティン

グツールとしての CSRにも焦点が当てられ始めている 110)。多くの企業は CSR活動

を通じて社会的な便益と経済的な便益を同時に達成しようとしている 81)。このことは、

「戦略的フイランソロピーJや「戦略的CSRJとして提唱されている 88)89)。この考え

では、企業が社会貢献活動を行う際に、社会的便益とともに経済的便益を求めることの

重要性が指摘されている。

Baron8)は、価値を獲得するためのCSRの活用は「個人的に責任ある行動ではなく、

社会的に行動する動機であるJと指摘している。また、 McWilliams et al. 59)は、「利益

を犠牲にして社会に貢献することが動機であるならば、その行動は社会的に責任がある

が、その動機づけが収益に貢献することになれば、その行動は個人的に責任がある。個

人的責任の活動により、その行為の費用を超えた社会的ベネフィットがある可能性があ

る。しかし、社会的ベネフィットが経営者にとって価値がない限り、これが動機づけに

影響を与えることはない。J(p.9)と述べている。戦略的フイランソロピーのポイント

として 谷本 105)は以下の 7つを挙げている。

1.企業の理念、企業が重視する価値、ミッションとリンクすること。求めに応じて

資源をばらまくのではなく、企業の姿勢を明確にすること。

2.本業においてキーとなるステークホルダーを絞りその期待に応えること。

3.事業所の位置する地域性を考慮、しそこで求められている社会的課題に応えること。

4.想、いを同じくする他企業とアライアンスを組む可能性を模索することや、 NPO

とのコラボレーションを探っていくこと。

5.本業を離れた社会貢献にとどまらず本業におけるコアのビジネス機能や技術を

生かす取り組みを試みること。

6.従業員がイニシアティブをもって参加できるシステムづくりを進めること。

7.社内での実施体制をつくること。 (p.288)

このような流れの中で、 Porteret al.51)は、これまでの慈善活動として捉えられてき

たCSRと明確に区別するため、社会問題を企業が解決すべき中心的課題として捉え、

社会のニーズや問題に取り組むことで社会的価値を創造し、その結果、経済的価値が創

造されるという CSV(Creating Shared Value :共通価値の創造)を提唱している。ま

た、企業活動を持続的発展の観点から、経済だけでなく、環境と社会の側面からも総合

的に評価するトリフ。ルボトムライン 20) といった考え方も提唱されている。 ドラッカ}

86)も指摘するように、「マネジメントには自らの組織が社会に与える影響を処理すると

ともに、社会の問題の解決に貢献する役割があるJ(p.9)ことからも、 CSRは外部か

らの圧力によって実施されるものではなく、企業の中心的な理念や哲学に関わるもので

あることを理解する必要があると考えられる。
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第 2節企業スポーツについて

日本では、高度経済成長期の真っ只中に様々なスポーツの実業団リーグが形成された。

バレーボール、ラグビー、アイスホッケーなどと同様、バスケットボールのリーグが誕

生したのもこの時期である 31)。日本におけるスポーツの発展は、企業の支援の力が大

きく 69)、日本のスポーツ振興においては、企業スポーツが学校運動部と並び日本独自

のシステムとして貢献してきた 121)。企業スポーツでは、企業による資金的な支援を含

めた全面的なサポートが保証されていることから、「金の心配をしないでスポーツがで

きるJというメリットを与え、日本のスポーツ界の「スポーツビジネス=経済活動とは

相し、れないもの」という意識を生み出し、強化することになった 54)。そもそも、企業

スポーツは、従業員の一体感や凝集性を高めるための福利厚生施策の一環として成立し、

その後メディアの発展によりプロモーションとしての有用性が明らかとなることで「広

告宣伝型jとしてあり方を変え、さらに企業のイメージ向上などその目的は多様なもの

となった 35)48) 69)。しかしながら、 1990年代の社会経済環境の悪化は、企業にスポー

ツの保有を諦めざるを得ない状況をもたらし 69)、300以上のチームが休廃部に追い込

まれた 30)。このような企業スポーツの撤退状況を背景に、 1993年のJリーグが誕生す

るなどトップスポーツのブρロ化、クラブ化が進展し、トップスポーツ(特にチームスポ

ーツ)を企業スポーツが支えてきたこれまでの仕組みは変化を遂げた 121)。

プρロスポーツの発展により、企業スポーツにおける限界を指摘される一方で、企業ス

ポーツの今後のあり方に関する研究も広く散見される。永田 69)は、企業スポーツの脆

弱性を指摘しつつも、選手のセカンドキャリアを考慮した場合に優れた側面があるとし

て、企業による今後のスポーツ支援戦略に関して「日本型のオリジナルな形態Jを創出

しなければならないとの見解を示している。

福田 25)は、プロスポーツにはない企業スポーツならではの強みを見直し，強化して

いくことが必要であると指摘し、企業スポーツがこれまで築いてきた有形・無形の資

産を地域に還元することによって、「スポーツインフラの整備」面において社会に貢献

できる可能性や、中長期的なライフプランを考えたときの選手にとってのメリットなど、

企業スポーツが社会・選手・企業にとって大いに貢献できる余地を残していると言及し

ている。

また、企業の社会的責任 (CSR)の観点から企業スポーツを捉え直し社会貢献にベク

トルを向けようとした議論や 37)90) 92) 97)、企業スポーツを「経営資源」として捉え、極

力自社の事業戦略・経営戦略に活用し、「組織の粋」として、 M&Aや分社後の役職員

の求心力にと移り変わっていることも指摘されているω。

海外でも、企業のスポーツへの支援が CSR活動になり得るとして、スポーツを通じ

たCSR活動がマスメディアによる配信や、若者へのアピール、健康への影響、社会的

な相互作用、持続的な認知、文化的な理解と統合などにより、自社の CSR活動を説明

するための主要な手段になることが明らかになっていることや 101)、業績を回復するた
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めにスポーツの力が必要であることを定量的に示して理解を求めたケースもある 84)。

しかしながら、スポーツは親会社のCSR活動ではないとの指摘や 68)、企業スポーツの

基本的な制度設計は労務管理と福利厚生であり、そのプロパティ・ライツのアサイ ンメ

ントでは、観戦型スポーツとしての様々な価値は効率的に利用されにくいため、企業ス

ポーツの基本的な制度設計による構造的な限界を踏まえた上で議論されるべきである

といった意見も散見される 95)。

以上のことから、日本のスポーツ構造の変化から企業がスポーツを持つ意味やスポー

ツとの関わり方をまだ整理しきれていない現状があることが伺える。

第3節 スポーツにおける CSR

スポーツ産業界では、 CSRに関する動きが盛んになっている 122)。プロスポーツ球団

やリーグを中心に、環境問題の啓発活動や非営利団体への寄付、子供たちの教育や健康

に関するプログラムの導入を行う動きが広がっており、この傾向に応じて、大学スポー

ツ、プロスポーツ球団、フィットネスクラブ、非営利スポーツ団体などの様々な組織に

おける CSRの研究が行われている 36)。図3は アメリカの 4大スポーツにおけるリ

ーグレベルでのCSRに関する活動を示したものである。

1973174 1984 1986 19事7 唱9&苦 情t21993 1994 1鎗S 1鈎7 199唱 2∞1 2(渇S 袈1O6 双ぬ7 2(沿皐

図3.TIMETABLE OF LEAGUE LEVEL CSRACTIVITIES 

出所)Babiak， K. (2010). p.532より引用

Breitbarth et al. 11)の研究では、プロフェ ッショナルフ ットボールにおいて CSRが

果たす役割を各団体(チームやリーグ)のウェブサイトから分析し、グローバルな視点

からの概念化を試みている。Glynnet al. 26)による研究では、 NFLによる乳がん啓発

キャンベーンが行われる 10月は、乳がんに関するインターネットでの検索活動が増加

することが明らかとなっている。

また、スポーツにおける CSRについて盛んに研究を行っている Babiakは、プロス
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ポーツ組織の CSRの決定要因は、外部の社会問題もしくは内部資源に対する組織の関

心によって決定付けられることを述べておりが その他にもスポーツと CSRの関わり

についての研究を多数行なっている。4)7) 100)。プロスポーツに限らず、 NCAA(National 

Collegiate Athletic Association :全米体育協会)のアスレチックディパートメント・デ

イビジョン Iにおける CSRの現状について調査した研究も散見される 98)。

スポーツにおける CSRの研究は海外においては盛んに行われているが、我が国では

プロスポーツ産業がそれほど成熟していない背景もあり、あまり散見されない。

図4は大西 (2013)82)によるプロスポーツチームにおける社会的責任の概念モデル

である。大西は、スポーツ組織の中でも特にプロスポーツチームに焦点を当て、 Carroll

の CSRの概念モデル 13)14)に倣い、スポーツ組織の社会的責任を理解できる概念モデ

ルを構築した。この概念では 1)パフォーマンス的責任、 2)強化的責任、 3) ファンサ

ービス的責任、 4) スポーツパーソンシップ的責任、 5)チーム統治的責任、 6)地域貢

献的責任、 7)インプレッサー的責任といった 7つの責任が挙げられている。

な金貧帯主的資桂

織理的質経

治的費穫

経済的費経 ファンサーピス約獲様

チームマネジメント クラブマネジメント

図4. プロスポーツにおける社会的責任の概念モデル

出所)大西(2013).p.19より引用
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第 4節 目本のバスケットボール界について

第 1項 目本におけるバスケットボールの存在

日本バスケットボール協会 72)によると、国内のバスケットボール競技者登録数は平

成 27年度で 63万 6，987人に上り、ミニバスケットボール、中学校、高校だけで、登

録者の約 89%を占めており、学生には欠かせない存在となっている。また、義務教育

でもカリキュラムに取り入れられていることや 64)65)、全競技者のうち約 42%が女性で

あることからt男女問わず馴染みのあるスポーツである。

このように、 iWするスポーツ』としては確固たる地位を確立J(p309) 30)してきたに
も関わらず、「みるスポーツ」としてのバスケットボールは発展途上で、あることが度々

指摘されてきており 29)34)63)、その大きな原因として国内外から問題視されてきたのが、

プロ化を巡り分裂していた男子リーグの2リーグ併存問題であった 47)。この問題は、

2016年 10月に iBリーグjという新たなプロリーグの誕生などよって解決を迎えるこ

ととなり、今後は「みるスポーツjとしてのバスケットボールの更なる発展が期待され

ている。図 5は、わが国のトップリーグの変遷を表したものである。次項では、 Bリー

グの誕生まで粁余曲折を経てきた経緯を述べる。
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第 2項 Bリーグの誕生まで

国内バスケットボールの歴史は 1967年、実業団リーグであるバスケットボール日本

リーグよりスタートする。1996年、プロ化を視野に入れた独立採算組織の「バスケッ

トボール日本リーグ機構J(JBL) と改組され 31)、2001年に、地域密着型のホームタ

ウン制を掲げた IJBLスーパーリーグJとしてスタートする。

2004年、 JBLスーパーリーグに所属していた新潟と埼玉のチームが、プロ化をめぐ

る意見の相違からリーグと対立、脱退し、全てプロチームで構成された日本フ。ロバスケ

ットボールリーグ、いわゆる bjリーグを立ち上げることとなる。bjリーグは「フ。ロフ

エツショナノレJIスポーツ・エンタテインメントJIグローカル(グローバルとローカル)

&コミュニティ」という 3つの理念を掲げ、独自のルールを採用するなどをして、 2005

年に開幕し、 2015-2016シーズンまで 11年という歴史を刻んだ 9)。

図6に示すように、設立当初6チームだ、ったチーム数は、毎年増加し続け、ラストシ

ーズンとなった 2015・2016シーズンには 24チームとなった 10)" JBLスーパーリーグ

と仲違いする形で誕生した独立リーグということもあり、 JBAはbjリーグを協会傘下

外の「非公認リーグ」とし、 JBLとの交流等を断絶していた。その後、 bjリーグがJBA

傘下の「公認リーグ」となったのは2010年のことであった 70)。

25 
9h-
9
臼

唱
E
ム
O
A
 

'
E
A
 

9臼

20 

16 

15 
12 

10 

5 
-チーム数

。
~\O φ φ ~Oj r-.."，i::::J r-.."'''' r-.."''¥; r-.."''b φ ベア ヘデ
勺勺勺らむらももも勺勺

~'"' _，q;ルルルルル~'"' _ ，'¥;'"' . ，'¥;'"' "，q; 
巧fÓへも~ 町、'V，. "'~，. "'~，. "，<O 
やや今やや今小今今今小
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ q; 

(年)

図6.bjリーグのチーム数の推移

(bjリーグ公式サイト(n.d.)より作成)
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bjリーグの開幕した 2005年、JBAは「フ。ロリーグ設立準備委員会Jを立ち上げたが、

JBLに加盟する企業チームなどの反対に遭い、 2006年に「新リーグ設立委員会j と名

称変更を余儀なくされ、リーグの完全フ。ロ化は先送りとなった 30)。

2007年からの新リーグは、「フ。ロリーグ」とは名乗らず「日本バスケットボールリー

グ (JBL)Jと称し、企業チームだけでなくプロチームの参入も歓迎し、一般公募によ

って新しいチームを公募した。その結果、これまでの企業チームに加え、 2つのプロチ

ームが参入しスタートすることとなった。

2008年、 FIBAにより日本のリーグが 2つに分かれていることを普及・強化の観点

から問題視され、 JBAは、「トップリーグあり方検討委員会Jや「新リーグ準備室」を

開設するなどして新リーグの検討を行ない、 2013年に誕生したのが、「ナショナルバス

ケットボールリーグ (NBL)Jである 70)。

表2は、 NBLの2014・2015シーズンのチーム名とそのチームの形態、保有法人を表

したものである。 NBLは13チームによって構成されており、そのうちの 5チームが企

業チーム、その他8チームは所属する選手全員がプロ契約をしている完全プロチームで

あった。構造が根本から異なる 2つのリーグを統合するのは容易なことではないため、

新リーグという「新しい箱」を用意し、その設立趣旨に賛同するチームがその箱に入る

という形を取ったものの 79)、bjリーグから参入したのは「千葉ジェッツ」の 1チーム

のみで、「統合リーグ」という呼び名は影を潜めてしまった。 トップリーグの統合が実

現せず、 JBAは運営、強化面で統治能力のなさを露呈してしまう結果となった 76)。

表 2.NBLの所属チーム一覧 (2014・2015シーズン)

チーム名 形態 保有法人

レパンガ北海道 クラブチーム 椋式会社北海道パスケットボ~)レヴラブ

っくIct'口ポッツ クラブチーム 株式会社いばらぎスポーツア力デミ}

リンク栃木プ.レックス クラブチ}ム 株式会社リンクスポーツエンタ}テインメン卜

千葉ジェッツ クラブチ」ム 株式会社ASPE

目立サンロッ力」ズ東京 企業チーム 株式会社日立製作所

トヨタ自動車アJレパルク東京 企業チ}ム トヨヲ自動車株式会社

東芝ブレイブサンヲ.ース神奈川 企業チーム 株式会社東芝

アイシンシ}ホース=河 企業チ」ム アイシン精機株式会社

=菱電機タイヤモンドドルフィンス.名古屋 企業チ」ム =菱電機株式会社

和歌山トライアンズ クラブチーム 和歌山パスサットポール株式会社

兵庫ストークス クラブチーム 株式会社アスリートクリ}ン兵庫

広島ドラゴンフライス. クラブチーム 株式会社広島ドラゴンフライズ

熊本ヴォJレヲーズ クラヲチーム 熊本パスケットポ}ル株式会社

出所)菅野(2015).p.4より引用
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そうした状況を受け、 2013年、 FIBAはJBAに対し東京五輪開催国枠での出場を検

討するとしづ警告を提示し、翌年の 2014年には、 rJBAのガバナンスの強化と事業性

の向上Jr男子代表の強化Jrトップリーグの統一」といった 3項目が回答期限内に改善

されなければ、日本代表の国際大会への試合出場資格停止処分を含めた罰則を科すとい

う考えを示した。 JBAは 2年後の統ーを目指し「新リーグ組織委員会」を立ち上げ、

NBLとbjリーグの話し合いを開始するものの両者の話し合いは平行線が続き、回答期

限を目前にした JBAの臨時理事会では、問題が合意に至らない責任を取り新リーグ組

織委員会会長が辞任するなどをして迷走が続いた 76)。

最終的には、回答期限内に問題の解決には至らず、 2014年 11月、 FIBAは勧告通り

JBAに対し、各種国際大会への出場資格停止処分を下した。この問題に立ち向かうた

め、 FIBAは rJAPAN 2024 TASKFORCEJを立ち上げ、そのチェアマンに日本サッ

カー協会キャプテン(最高顧問)の川淵三郎氏を任命した 22)。その後、さまざまな問

題を解決するため6回に及ぶ会議が行われ、2015年8月に制裁の解除に結び付けた 71)o

JBAのガバナンスの強化なども行われ、長年抱えてきた 2リーグ問題も、完全なプロ

リーグである rBリーグ」のにより終わりを迎えた。 Bリーグの開幕に当たってはマス

メディアからも注目され、開幕戦はテレビで地上波生中継がゴールデンタイムに大々的

に放映されるなど、バスケットボール界は新たな光に照らされることとなった。

一方で、、とのバスケットボールのリーグ統一問題は、スポーツの産業化が認識され始

めた日本においての、これまでトップスポーツを支えてきた企業スポーツの在り方を再

確認しなければならない問題でもあると考えられる。

第 3項 目本の女子バスケットボール (WJBL)

日本オリンピック委員会によると 74)、女子バスケットボールがオリンピック種目に

なったのは、 1976年第21回モントリオール大会からのことであり、日本の女子代表は

その年に出場している。しかし、その後 1996年のアトランタ大会まで遠ざかり、その

後 2004年のアテネ大会で3度目の出場を果たした。目覚ましい活躍を見せた 2016年

のリオデ、ジャネイロ大会は、 3大会ぶり 4度目の出場で、あった。この大会では、 6連覇

を達成することとなるアメリカに敗れベスト 8となったが、その戦いぶりは対戦したア

メリカからも大きく称えられるもので、あった 118)119)。

リオ五輪で活躍した女子代表の全選手は、一般社団法人バスケットボール女子日本リ

ーグ(以下:WJBL)の運営する国内女子のトップリーグである rwリーグJに参戦

している。

表 3は、 WJBLの2016・2017シーズンに所属するチームの名称と形態、保有法人の

一覧である。現在、 WJBLには企業クラブ9チーム、プロクラブ3チームの合計 12チ

ームが所属している。
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表3.WJBLの所属チーム一覧 (2016・2017シーズン)

チーム名 形態 保有法人

JX-ENEOSサンフラワーズ 企業チーム JXホールデインダス株式会社

富士通レッドウェーブ 企業チーム 富士通株式会社

デンソーアイリス 企業チーム 株式会社デンソー

トヨタ自動車アンテロープス 企業チーム トヨタ自動車株式会社

シャンソン化粧品シャンソンvマジック 企業チーム 株式会社シャンソン化粧品

三菱電機コアラーズ 企業チーム 三菱電機株式会社名古屋製作所

トヨタ紡織サンシャインラピッツ 企業チーム トヨタ紡織株式会社

アイシン・エイ・ダブリュウインダス 企業チーム アイシン・エィ・ダブリュ株式会社

新渇アルピレックスBBラピッツ クラブチーム 一般社団法人新潟アルピレツクス女子バスケットボールクラブ

羽田ヴィッキーズ クラブチーム 一般社団法人羽田ヴィッキーズ女子バスケットボールクラブ

目立ハイテククーガーズ 企業チーム 株式会社目立ハイテクノロジーズ

山梨クイーンピーズ クラブチーム 一般社団法人山梨クイーンビーズバスケットボールクラブ

出所)WJBL公式サイト(n.dふより作成

また、表4はWJBL所属チ)ムを保有する親企業の概要を示したものである。

WJBLが誕生したのは1998年のことであるが、前身を含めればその歴史は長く 1967

年から男子リーグと共にバスケットボール日本リーグとして長い歴史を刻んできた。

WJBL114)は、日本リーグの存在を次のように述べている。

1967年、バスケットボール界の活性化を狙いとして「第 1回バスケットボール日

本リーグjが開催された。これは、サッカー、バレーボールに続く日本リーグであ

り、「普及」と「強化」を目的とし、日本協会と日本実業団連盟の主催によって、

当時実業団連盟に加盟していた日本のトップチーム(男女各8チーム)が参加する

ことになった。現在と比べゲーム数は少なかったが、当時は交通機関が発達してい

なかったため全国各地への転戦は大変な苦労で、あった。しかしながら、過去数々の

名勝負、名選手を生み出し、国際大会での日本のレベルアップにも貢献し、各地で

ちび、っこファン、バスケットボールファンの目をくぎ付けにしてきたことは大きな

財産となっている。 (p.4)

1993年、華々しく Jリーグが誕生し、サッカーがプロ化に成功したことを背景に 31)、

日本リーグの主催はプロ化を視野に入れた「バスケットボール日本リーグ機構J(JBL) 

へ移管されることとなった。 JBLが設立され3年が経過した 1998年、女子リーグは男

子リーグとの目指す方向性や運営面で差異が生じてきているとし、男子リーグからの分

離独立のため、バスケットボール女子日本リーグ機構 (WJBL)の設立を提案した。
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WJBLは趣意書 113)の中で、次のように述べている。

女子リーグの主たる目的は「強化と普及」であり、各チームの母体企業が運営を支

持していくこととしている。従って、リーグ戦の開催については、各地方協会との

連携を密にし、共存共栄をもって、全国各地で開催していく必要がある。一方、男

子リーグは、主たる目的を強化・普及に加え「事業化」をリーグ運営の柱とする構

想、である。……以上のことから、事業自体が基本的に異なり、リーグ戦を同じ組織

の中で進めていくには、財政面、運営面での差異が大きすぎるため、効果、効率面

から問題が生じると思われる。

以上の提案が受理され、 1998年より新たにWJBLとして女子リーグを独自に運営し

ていくこととなった。 1999年に行われた第 1回大会では、 W リーグ(旧 1部)8チー

ム、 W 1 (旧 2部)リーグ 8チームで構成される 2部リーグ制でスタートした。

一方、その聞に、日本で、はバブル経済が崩壊し社会経済環境には大きな変化が起きて

いた。スポーツ界にもその影響が及ぶ中、 W リーグはそれに耐えうる盛り上がりを見

せたいところではあったが、 2003年の第5回大会頃までは休廃部するチームが相次ぐ

など 115)、企業スポーツ撤退の波を免れることはできなかった。どんなに愛された名門

チームで、あっても、経済環境や親会社の経営状況によってチームが消失してしまうとい

うことは企業スポーツの問題点であり 30)、WJBLでは、 2010年を最後に JALラピツ

ツが廃部となったことも記憶に新しい出来事である 46)。図 7は、日本リーグの形態お

よび所属チームの変遷、図 8はW リーグの形態および所属チームの変遷を表したもの

である。
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図 9は2016-2017シーズンに参戦している各チームの拠点、図 10は 2016・2017シ

ーズンの試合開催地の分布である。WJBLでは、設立当初よりその理念の一つに「普

及Jを挙げており、所属チームの本拠地以外で多くの公式戦を行ってきた。チームの拠

点が同じ県に集中していることから、一部プロチーム等を除き地域密着を掲げるホーム

タウン制とは相反する形が取られている。 リーグ戦の開催については、 WBL設立時の

趣意書 113)にもあるように、男子が「事業化」を運営の柱とする一方、「各地方協会と

連携を密にし、共存共栄をもって、全国各地で開催していく必要がある」とし、現在に

至るまで多くの試合を開催地の地方協会が運営を担ってきた (一部の試合はチームや

WJBLが主管している)。

図9.WJBL所属チーム拠点 図 10. 2016-2017シーズン試合開催地

(第 18回W リーグ公式プログラムより作成)

2016年、 W リーグは、リオ五輪での女子代表の活躍を機に新たなファン層を取り込

めるといった追い風を受けていたが、 W リーグからの宣伝や発信力が乏 しく 50)、そ

の存在は B リーグの開幕に影を潜めてしまっている。このことは内外からも指摘され

ており、 2016・2017シーズンの W リーグ開幕会見では選手からも改善を求める声が上

がった 50)77) 117)。

また、海外のスポーツリーグで行われている「レベニューシェアリングJや「サラリ

ーキャップ」などの戦力均衡を図る取り組みの導入は、企業クラブを抱えるリーグにと

っては親企業との制度的な問題により困難であり 94)、事実 W リーグ、で、はバスケット

ボールとしづ競技にとっては大差の 30点、 40点以上という点差の試合が相次ぎ、時に
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は 70点差の試合になるなど 116)戦力の不均衡が目立ち、企業スポーツリーグにおける

マネジメントの難しい現実に直面している。

Bリーグの誕生による世間の盛り上がり、世界で競争力を発揮する女子代表の活躍な

どパスケ界に新たな風が吹き始める一方で、 WJBLはその存在価値を見直さなければ

ならない時に来ていると言えよう。

第5節 リサーチクェスチョン

本研究の目的は、 WJBLの価値向上に寄与するため、 WJBLを構成する組織のマネ

ジメントにおける特徴を CSRの観点から実証的に明らかにすることであった。そのた

め、以下2つのリサーチクェスチョンを設定した。

第一のリサーチクェスチョンは、 1)WJBL、2)WJBL所属チーム、 3)WJBL所属

チームを保有する親企業のそれぞれのCSRの特徴はどのようなものか、である。

第二のリサーチクェスチョンは、 1)WJBL、2)WJBL所属チーム、 3)WJBL所属

チームを保有する企業という 3者の関係性はどのようなものか、である。
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第3章研究方法

第 1節調査方法

第 1項調査対象

本研究の調査対象は、バスケットボール女子日本リーグ (WJBL)" W JBL所属の 12

チーム、 WJBL所属チームの親企業9社であった。

表 5は、調査対象とするチームと企業の具体的な名称の一覧である。

表 5.調査対象とする WJBL所属の 12チームと WJBL所属チームの親企業9社

WJBL所属 12チーム

ぷーENEOSサンフラワーズ

富士通レッドウェーブ、

デンソーアイリス

トヨタ自動車アンテロープス

シャンソン化粧品シャンソンVマジック

三菱電機コアラーズ

トヨタ紡織サンシャインラピッツ

アイシン・エイ・ダブリュウイングス

新潟アルピレックス BBラビッツ

羽田ヴ、イツキーズ

目立ハイテククーガーズ

山梨クイーンビーズ

WJBL所属チームの親企業9社

ぷホールデイングス株式会社

富士通株式会社

株式会社デンソー

トヨタ自動車株式会社

株式会社 シャンソン化粧品

三菱電機株式会社名古屋製作所

トヨタ紡織株式会社

アイシン・エィ・ダブリュ株式会社

(なし)

(なし)

株式会社 日立ハイテクノロジーズ

(なし)

(WJBL公式サイト(n.d.)より作成)

第2項調査期間

本研究の調査期間は2016年 10月 1日"'-'11月20日であった。

第 3項データの収集方法

本研究においては、調査対象となる組織があらかじめ定められていることから、それ

らすべての情報を確保できる可能性が高い媒体であるウェブサイトを採択し、各組織の

管理する公式ウェブサイトから検索エンジンを用いてデータの抽出を行った。

WJBLとWJBL所属チームの調査内容に関しては、公表されているそれぞれの活動

内容を基に収集した。

WJBL所属チームを保有する親企業の調査内容に関しては、 CSRに関する活動内容

の記述や CSR活動報告書、理念を実践するための重点課題(主な取り組み)を基に情

報を収集した。
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第 4項分析方法

収集したデータは、以下の理論に項目を付置させ内容分析を行った。

1. WJBLとWJBL所属チーム

WJBLとWJBL所属チームに関しては、大西のフoロスポーツチームにおける社会的

責任の概念モデル 82)に項目を付置させ内容分析を行った。

具体的には、プロスポーツチームが提供するプロダクトのより中核的な要素に関連し

経済的責任に該当する 1)パフォーマンス的責任、パフォーマンス的責任を支えるもの

であり同じく経済的責任に該当する 2)強化的責任、スポーツフ。ロダクトの拡大要素に

当たりファンづくりという観点で基礎的な営業活動として経済的責任に該当する 3)フ

ァンサービス的責任、競技規則を遵守することやスポーツパーソンとして求められる姿

勢や行動であり法的責任と倫理的責任に該当する 4) スポーツパーソンシップ的責任、

プレー以外でチームが起こす可能性がある不祥事には法律に違反することによるもの

と倫理に背くことがあることから法的責任と倫理的責任に該当する 5)チーム統治的責

任、スポーツフ。ロダクトの中核要素にも拡大要素にも含まれない地域の活性化という裁

量的な責任に該当する 6)地域貢献的責任、夢を与えるとしづ裁量的な責任に該当する

7)インプレッサー的責任の 7つで、ある。

表 6は、 WJBL所属チームのデータを理論に付置させる際の項目とその詳細を示し

たものである。理論に付置させる際、 WJBLとWJBL所属チームに関しては、ウェブ

サイトに記載されている内容から抽出される項目と、ウェブサイト上でコンテンツを提

供すること自体が項目として抽出できるものがあった。さらに、各チームで取り組む活

動の内容に大きな違いは確認できなかったため、比較しやすいよう全チームに対しては

付置させる理論に関する項目を指定した。

また、ミッションやビジョンに関する表記があれば内容をその組織にのみ追加するこ

ととした。添付資料 1'"'-'6は、それぞれの項目におけるデータの抽出内容に関して記載

したものである。

2. WJBL所属チームの親企業

WJBL所属チームの親企業に関しては、 CarrollのCSRの概念モデル 13)14)に項目を

付置させ内容分析を行った。具体的には、 1)経済的責任、 2)法的責任、 3)倫理的責

任、 4)社会貢献的責任の 4つである。

WJBL所属チームの親企業に関しては、企業によって CSRに対する認識や業種、会

社規模の違いがあり、ウェブサイトでの情報の開示の方法には大きな差があることが確

認された。しかし、今回の目的は厳密な企業評価ではなく、あくまで保有するチームや

WJBLとの関係性が確認出来ればよいため、全企業に対しての付置させる理論に関す

る項目の指定は行わずに調査を進めることとした。
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表 6.WJBL所属チームのデータを大西 82)の理論に付置させる際の項目とその

詳細

スポーツlこお11る社会的責任 項目 判断基準

イジプレッサー的責任
(組織の理念、/(スケットボールタリムツク、バスケットボールタリーック以外の慈善活動に関する概要などの内容から
適室追加)

慈善活動 バスケットボールクリニック以外の議善活動を実施しているか
地域貢献的責任

バスケットクリニック バスケットボールクリニック活動を実施しているか

代表挨拶 チームの代表挨拶などのコメントの記載があるか
チーム統治的責任

活動理念・目的 組織に関する理念、方針、目的などの記載があるか

スポーツパーソンシップ的責任
(組織の理念、 Itスケットポールクリニッ夕、パスケットポールクリニック以外の慈善活動lこ関する概要などの内容から
適宜追加)

ファンクラブ ファンクラブ、後援会などが存症していgか

フアジサービス活動
ファンサービス活動(ハーフタイムイベント、プレゼント企画、ウ工ブサイトにおけるファン専用ページ、ブログ配信、フォト
ギャラリーの公開、Q&Aコーナー、動画配信など)を実施しているか

チケット(会場産席図) 会場座席図の記載があるか

チケット{購入方法) チケット販売底や購入方法、それに関するサイトのリンクの記載があるか

チケット{料金) チケットの料金、それに関するサイトのリンクの記載があるか

チケット(試合日時) 試合日時の記載があるか

ニュース/トピックス
ニュース/トピックス関連の記載があるか。試合情報、イベント情報などのカテゴリー分11や、年度ごとに分11るなど過去
の情報の記載があるか

スケジュール{試合以外) 試合以外{練習日やイベント等)のチームのスケジュール公闘をしているか

過去の結果 過去の試合結果を記載しているか
ファンサービス的責任

試合{順位表なめ 試合情報の詳細 (WJBL公式サイトのリンクを含め、競技方法の記載や独自の順位表など)が記載されているか

試合{チームの結果) チームの試合結果の記載や独自の試合レポートなどを記載しているか

試合{日時・会場) 試合の日時、会場情報の記載があるか

チーム(歴史・戦績) チームの歴史や戦績年表を記載しているか

チーム(活動拠点) 活動拠点に関する情報(ホームタウン、住所、アクセスなど)の記載があるか

チーム(チーム名・チームカ7-) チーム名や、チームカラーに関する説明の記載があるか

チーム{チ刊幽ダー) チアリーダーや応援団の紹介の記載があるか

チーム(マi\J，トキャラ~'J.・) マスコットキャラクターの紹介の記載があるか

トム(選手・i¥'J.77) 選手・スタッフの紹介の記載があるか

最優秀新人選手 昨シーズン(2015-2016)に最優秀新人賞を受賞した選手がいるか

最優秀コーチ 昨シーズン(2015・2016)1.こ最優秀コーチ賞を受賞したコーチがいるか

ペスト5選手 昨シーズン(2015・2016)にペスト5賞を受賞した選手がいるか
強化的責任

MVP選手 昨シーズン(2015・2016)にレギュラーシーズンMVP賞、プレーオフMVP貨を受賞した選手がいるか

リーダーズ受賞選手 昨シーズン(2015-2016シーズン)1こリーダーズ(個人賞)を受賞した選手がいるか

日本代表選手 2015アジア選手権{リオ五輪予選}、 2016リオ五輪!こ出場した日本代表選手、または日本代表候補選手がいるか

タイトル獲得 過去のタイトル (Wリーグ、全日本総合選手権)獲得経験があgか
パフォーマンス的責任

上位リーグ進出 昨シーズン(2015・2016シーズン)の2次ラウンドで上位リーグに進出したか
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第4章結果

第 1節 WJBLにおけるスポーツの社会的責任

図11は、 WJBLの基本理念、事業内容、ウェブサイトから得られた情報を大西のプ

ロスポーツチームの社会的責任の概念モデル 82)に付置させたものである。

7つの責任すべてに該当する内容、もしくはコンテンツの提供が行われていた。強化

的責任に該当するとした「サマーキャンプJは、競技力向上事業助成金を受け実施され

たものであり、試合を通して選手強化を図るとともに、審判の育成に努めることを目的

としていた。試合後には、全選手を対象とした研修会を実施し、外傷に関する知識とリ

スクマネジメントの講義を行っていた。また、それの他に、毎年新人選手に向けて、「ト

ップリーグの選手としてあるべき姿Jについて認識してもらうため研修会を実施してお

り、 WJBL規約・競技者規定などの基本的なルールの説明、歴史や理念、プレー面で

も生活面でもファンや子供達の模範となる取り組みについての講義や OGを講師に招

いて新人時代や国際大会(オリンピックや世界選手権)の際に感じていたこと、ファン

やメディアに対する接し方などの講義、日本アンチ・ドーピング機構による指導や「日

本トップリーグ連携機構 (JTL)Jの若手研修で他競技の選手と一緒に研修を受講させ

るなどしていた。

また、チケット情報の提供は行われているものの、そのページでの料金表記のある試

合が 42試合、表記のない試合が 90試合と、試合ごとに提供する情報に相違が見られ

た。それに加えて、現地に出向かないとチケットを購入できない(ネット販売や電話、

コンビニ各庖舗での前売り販売のなし、)試合が 48試合(84試合は購入可能)であった。

経済的資筏

チ-Aマネジメ〉ト クラブマネジメント

図11.WJBLにおけるスポーツの社会的責任
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第5章考察

第 1節 WJBL、WJBL所属チーム、 WJBL所属チームを保有する親企業のCSRの特

徴はどのようなものか

本研究の最初のリサーチクェスチョンである rWJBL、WJBL所属チーム、 WJBL

所属チームを保有する親企業の CSRの特徴はどのようなものかJについて考察する。

第1項 WJBLのCSRの特徴

まず初めに、 WJBLのCSRの特徴について述べる。 WJBLにおいては、 7つの責任

すべてに該当する内容、もしくはコンテンツの提供が行われており、とりわけスポーツ

ノくーソンシップ的責任、チーム統治的責任を十分に満たすもので、あった。選手を管理す

る立場として、バスケットボールの技術面だ、けで、なくさまざまな視点から選手をサポー

トするという体制は重要であり、今後も求められると考えられる。また、 W リーグの

OGやかつての日本代表選手を講師にした総合的なクリニックを全国で行うなど、精力

的に社会貢献活動を行っている。しかしながら、リーグとしてそのような取り組みをし

ているにも関わらず、ウェブサイト上で、はニュースの一覧でリリースされているのみで

あり、ニュース一覧を受け手側が自力で辿らなければ伺い知ることはできない状況であ

った。このことは、自らの果たす社会的責任を外部へアピールする機会を逃していると

考えられる。

また、 W リーグの試合は地方協会に運営を担っている場合が多いことから、開催地

によってチケットの情報開示に差があり、チケットを購入するためのサービスは充実し

ているとは言えない現状が明らかとなった。このことは皮肉にも、 WJBL設立時に掲

げた「各地方協会と連携を密にし、共存共栄をもって、全国各地で開催していく j とし

たWJBLの理念を体現することによる代償となっていると考えられる。

第2項 WJBL所属チームの CSRの特徴

次に、 WJBL所属チームの CSRの特徴について述べる。 WJBL所属チームでは、昨

シーズンの下位5チームは本研究で設定したパフォーマンス的責任、強化的責任の項目

にほぼ該当がなく、チームマネジメントにおける経済的責任という部分で戦力に苦しむ

厳しい状況であることが伺えた。

また、全 12チーム中 6チームにチケット情報の提供が一切なく、その全てが企業チ

ームであった。このことは、チケットを買ってもらわなければビジネスとして成り立た

ないプロスポ}ツとは違い、 W リーグがこれまでチケットを買ってもらう必要のない

層(親企業の関係社員や、学校の先生からチケットを譲渡された子どもたち)によって

いかに支えられてきたかということを顕著に示すもので、あったと考えられ、企業スポー

ツクラブが「経営的には私的なクラブの域を出ていない。J(p.135) 93)とされる指摘を

裏付けるものであると考えられる。
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また、 JX-ENEOSサンフラワーズを除いた 9社中8つの企業チームはファンクラブ

を運営していないことや、リーグ戦の開幕前に実施している壮行会などは親企業の社内

にて社員を対象としたもので、あった。顕著な例としては、社員の子供をファンサービス

イベントであるエスコートキッズにするなど「内向きjと捉えられる運営が目立ってい

た。バスケットボールクリニックに関しては、その活動をまとめているページがあるチ

ームとないチームがあり、情報の見つけやすさに差があることが分かつた。活動報告の

内容は、写真付きで練習メニューを記載し参加した選手のコメントを載せるなど丁寧に

行っているケースが多いものの、「ニュース/トピックスjの一覧に全ての情報が混在し

ており、過去の情報も探しにくいためウェブサイト上での情報開示の仕方には大いに改

善の余地があると考えられる。

第3項 WJBL所属チ}ムを保有する親企業の CSRの特徴

最後に、 WJBL所属チームを保有する親企業の CSRの特徴について述べる。 WJBL

所属チームを保有する親企業の CSRの特徴は、自社の理念を実践するために、「製品の

提供JrガバナンスJr従業員Jr環境Jr社会貢献j といったことを大まかな取り組みと

しており、すべての社会的責任に該当する項目が多く見られた。

また、 CSRの一つで、ある「社会との共生Jのために、保有チームの行うバスケット

ボールクリニック活動を CSRのーっと位置付けている会社が 9社中 6社あり、近年の

企業スポ}ツを CSRとして捉え始めた傾向が明らかとなった。

第 2節 WJBL、WJBL所属チーム、 WJBL所属チームを保有する企業という 3者の

関係性はどのようなものか

本研究の第二のリサーチクェスチョンである rWJBL、WJBL所属チーム、 WJBL

所属チームを保有する企業という 3者の関係性はどのようなものか」について考察する。

第 1項 WJBLとWJBL所属チームとの関係性

はじめに、 WJBLとWJBL所属チームとの関係性について述べる。

WJBLはスポーツパーソンシップ的責任、チーム統治的責任の範囲でチームが果た

し切れていない分を補う形となっていることは、選手やチームを管理するリーグにとっ

て社会的に大きな責任を担っていることとなる。

また、実際のリーグがフ。ロダクトとするのは選手やチームそのものであり、リーグに

とってはチームの強化や選手の技術向上に努めることを責任としている。しかし、前述

したように、リーグとして戦力均衡を図る取り組みの導入は、企業クラブを抱えるリー

グにとっては親企業との制度的な問題により困難 94)である。以上のことから、この社

会的責任をどのような形で果たすかというところは大いに検討すべきであると考えら

れる。
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社会貢献的責任についてはWJBLもチームも近い理念を掲げて取り組んで、いるが、

その活動はそれぞれで独立しているものが多く、 WJBLに所属しているチームとして

共通の理念を持って実行されているもので、はなかった。各々の組織が、なぜその活動を

行っているか、なぜ行うべきかを共通した理念を通して大きく社会にアピールすること

によって、 WJBLとチームの価値を社会に示すことが出来ると考えられる。

リーグ戦の開催については、前述した通り、多くの試合の運営を開催地の地方協会が

担ってきた。このことはWJBLとチームのウェブサイトのチケット情報の不足という

お互いにとってファンサービス的責任を果たせない要因となっていると考えられる。

iWリーグ」の試合の質を高めるプランディングに結び、つけるために、 WJBLの公式

サイトのチケット情報を充実させ、各チームのウェブサイトはるなど、より一層の工夫

を凝らす必要がある。

第2項 WJBLとWJBL所属チームの親企業との関係性

続いて、 WJBLとWJBL所属チームの親企業との関係性について述べる。

WJBLとWJBL所属チームの親企業との関係性については、企業が所有するチーム

をリーグに預けているという点で、 WJBLは企業からの大きな責任を担っているが、

企業がなぜ WJBLを通して社会的責任を果たすべきなのかというところまでは踏み込

んでおらず、チームの行う地域貢献活動(バスケットボールクリニック)にその責任を

頼っている。しかし、それはあくまで記載がないだけであり、暗黙的に認められている

可能性を否定できない。

第3項 WJBL所属チームとそのチームを保有する親企業との関係性

最後に、チームと企業の関係性について述べる。

上述したように、企業は社会的責任のーっとして「社会との共生Jを掲げており、企

業は自身の保有するチームを社会貢献的責任のひとつとして位置づけていることが明

らかとなったが、そのことをチームからも明確に示しているのはJX-ENEOSサンフラ

ワーズのみであった。しかし、その他のチームも地元の学校を訪問し、バスケットボー

ル経験者だ、けで、なく体育の授業の時間に指導を実施するといった事実があった。近年、

学校の顧問の教員の状況や生徒のニーズ等によっては、当該スポーツ種目の技術的な指

導は、地域などでの優れた指導力を有する外部指導者が中心となって行うことも求めら

れているため 3)66)、こうした社会問題にチームを通して向き合うことで、結果的に(も

しくは意図的に)社会貢献的責任を果たしていると考えられる。その一方で、、チームに

よっては社内関係者のみで壮行会を行うなど社員向けの活動がたびたび見受けられ、企

業のためのチームという色を拭えていない現状もあった。このことは、支援してくれて

いる企業への恩返しゃ、従業員の一体感の醸成としづ企業スポーツ本来の姿であるが、

チームが企業の社員向けにばかり熱心に活動することや、 WJBL全体の発展を考えず
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ファンのためのサービスに力を入れないことは、長期的に見れば企業のためにはならな

いとも考えられる。 WJBL所属チームを保有する親企業の中には、「ステークホルダー

との関わり」といったキーワードを理念に掲げる企業が多く見られる。こうしたことか

ら、企業は自身が保有するチームにおいても、企業のためだけではなく多様なステーク

ホルダーの期待に応えることで、チームが会社の理念を実現する手段の一つになり得る

と考えられる。

第6章結論

第 1節研究の概要

本研究の目的は、 WJBLの価値向上に寄与するため、先行研究および資料の整理・

検討を行うことで、 WJBL所属チーム、 WJBL所属チームの親企業のマネジメントに

おける特徴を CSRの観点から実証的に明らかにすることで、あった。そのため、WJBL、

WJBL所属チーム、 WJBL所属チームの親企業の各ウェブサイトから、組織の活動内

容や理念などを抽出し、大西のプロスポーツチームにおける社会的責任の概念モデル82)、

Carrollの社会的責任の概念モデル 13)14)にデータを付置させ内容分析を行った。

本研究での内容分析の結果、 WJBLは 7つの社会的責任すべてに該当する内容、も

しくはコンテンツの提供が行われており、 WJBL所属チームで明記の少なかった社会

的責任を補う形となっていることが明らかとなった。 WJBL所属チームを保有する親

企業9社の中には、保有チームの行うバスケットボールクリニック活動を CSRの一環

として位置付けている企業が 6社あったことから、近年の企業スポーツを CSRとして

捉え始めた傾向が明らかとなった。しかしながら、親企業と WJBLとの間に具体的な

関係性は確認できないことから、親企業は保有チームの活動にその社会的責任を一任し

ているのみであり、親企業が WJBLを通して社会的責任を果たそうとするところまで

は踏み込んでいないことが明らかとなった。

本研究では、ウェブサイトとしづ消費者視点からの、 WJBLとそれを取り巻く組織

のマネジメントの現状が明らかになった。 WJBLは、自組織やWJBLに所属するチー

ム、企業の取り組みの実態を把握し WJBLが設立時に掲げた理念を実行することの代

償となっている部分を理解し改善することが必要であり、それと同時に「良い行しリを、

社会に発信することで組織の強みにし、さらに、ウェブサイトでの情報発信を社会に認

知されやすいよう工夫することで更なる価値向上に繋げられる可能性が示唆された。

WJBL所属チームを保有する親企業は、 WJBLとそれが生み出す価値を認識し積極的

に支持することで、企業にとって社会的に有益なものとなり得る可能性が示唆された。

第 2節研究の限界

第 1項 データの抽出と理論付置の方法

本調査で最も留意しなければならなかった点は、データの抽出やそのデータを理論へ
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付置させるにあたって、先行する事例が存在しないことから、怒意的な判断に頼らざる

を得なかったということである。各組織にとっては、本研究でのデータの抽出や理論へ

の付置の方法が自身の思惑とは異なっている可能性があると考えられる。また、その組

織の理念や活動を実行しているかどうかは、日平価」されて明らかになるものであり、

本研究のように組織からの発信のみを頼った場合、実行していないに等しい場合でもそ

れを疑いなくくみ取ってしまった可能性があると考えられる。一方、それぞれの責任の

項目に該当する情報を抽出することが出来なかったとしても それは「ウェブサイトに

は載っていなかったjという事実であり、各組織がその社会的責任を必ずしも果たして

いない(考えを持っていなしサと言いきることは出来ない。

第2項データの抽出範囲

WJBL所属チームには、公式SNSでも情報を配信しているチームがあった。しかし、

本研究では直接SNSへのリンクが貼られてアクセスされる場合を除き、 SNSで公開さ

れている内容までは調査に踏み込まなかった。そのため、チームの取り組む活動の全て

を網羅することは出来なかったと言える。それに関連して、トヨタ自動車アンテロープ

スの実施していたピンクリボン運動は、 Facebookでもその様子を公開しており、募金

活動の結果報告や親会社の社長室による活動の意義の説明や感謝のメッセージが寄せ

られていることが見受けられた。このことは、親会社が社会問題に対してチームのカを

通じて向き合い 社会に対する大きなアピールに繋がっている一例とも考えられる。

第 3節今後の課題

第 1項 ウェブサイトの評価

本研究では、ウェブサイトの評価が目的ではなかったため、「ウェブサイトを充実さ

せること」自体を包括的なファンサービスとして社会的責任の一環と捉えることはしな

かった。しかし、今後ウェブサイトを充実させることで更なる価値向上につなげられる

可能性が示唆されたことを踏まえると、消費者とコミュニケーションを図るなどをして

ウェブサイト内の情報の充実度や探しやすさなどを様々な形で評価・検討する必要があ

ると考えられる。

第 2項図としての結果表示

本研究では、得られたデータを理論へ付置させる際に、単語の多さがその責任を大い

に果たしているように見えてしまうといったことが考えられる。そのため、得られたデ

ータをどのように解釈し、図として表すかということは、今後検討する必要があると考

えられる。
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第 3項 概念モデ、ノレの妥当性の検討

本研究で使用した「フ。ロスポーツチームにおける社会的責任jの概念モデ、ルは、大西

82)も指摘したように、プロスポーツチームに対して期待や失望する行動や結果をファ

ンに尋ねて構築した概念モデ、ルで、あり、スポンサー企業などファン以外のステークホル

ダーからの社会的責任については言及することができなかった。そして、この概念モデ

ルは「他のスポーツ組織にも適用可能なものJ(p.19) 82) とされているが、本研究では

企業スポーツにおいて考慮しなければならない点を差し置いて理論付置を行った可能

性がある。そうしたことを踏まえ、今後はさらにこの概念モデ、ノレへの応用の妥当性の検

証が必要となると考えられる。

第4項質的研究の必要性

本研究では、 CSRの決定要因にまでは踏み込むことが出来なかった。今回の結果を

基に、それぞれの社会的責任の内容については、各組織の意思決定者にインタビュー調

査をするなどの質的研究によって、 CSRに対する具体的な認識や関係性を調査すると

ともに他のスポーツ組織との比較・検証が必要である。
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Case Study ofValue Improvement forWomen's Japan Basketball League: 

Background 

Focusing on CSR in Sport 

Haruna Kanno 

Juntendo University 

Abstract 

Japan's Women's basketball finishing 8th at the 2016 Rio de Janeiro Olympics was 

praised around the world. Japan's national Women's basketball team， and "ぽBL(Women's 

Japan Basketball League) is highly competitive when compared to other leagues around the 

world. However， the popularity of the sport in Japan is still low. WJBL has evolved as a 

company sport， and in recent years it has become part of a company's CSR project. By 

clarifシingthe WJBL's organization， and the surrounding environment， this should increase the 

value of the WJBL. 

Purpose 

The purpose ofthis study was to increase the value ofthe WJBL by， 1) Reviewing and 

examining previous research， 2) Clarifシingthe characteristics of the VtJヲBL，WJBL team， and 

companies that own the WJBL team， 3) Determining the importance of the existence of the 

WJBL team from a CSR standpoint. 

R恒ethod

Data was collected from the search engine of the websites of the， 1) WJBL， 2) 12 

WJBL teams， 3) 9 WJBL owning companies. The WJBL and WJBL team data was analyzed 

using Onishi's (2013) Corporate Social Responsibility model for professional sports teams. The 

data for the companies that own the WJBL team was analyzed using Carroll's (1979， 1991) The 

Pyramid of Corporate Social Responsibility. 

Results and discussion 

Based on the results， the WJBL league accounts for the players' social responsibility 

that the team does not account for. There was no solid relationship between the WJBL league 

and the companies that owned the team. The owner companies used the team as their CSR， but 

since they do not monitor the activities of the team they were not actively involved in fulfilling 

their Corporate Social Responsibility. 

Conclusion 

This study viewed the websites of the WJBL team， league， and owner companies from 

a consumer viewpoint， to better understand the current situation. The WJBL league and team 

needs to promote their own 'good-doing' in order to raise the value of the "なBL.The owner 
companies also need to acknowledge the value of the WJBL in order to better utilize the league 

to fulfill their Corporate Social Responsibility. 
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1. パフォーマンス的責任

パフォーマンス的責任を構成する項目である「上位リーグ進出」に関する各チームのデ

ータの詳細を以下に示す。

『上位リーグ進出」
昨シーズン(2015-2016シーズン)の2次ラウンドで
上位リーグに進出したか

チーム名
2次ラウンド 1次ラウンド 1次ラウンド
上位リーグ進出 順位 勝敗

JX-ENEOSサンフラワーズ 。 1位 18勝2敗

富士通レッドウェーブ、 。 3位 15勝5敗

シャンソン化粧品シャンソンVマジック 。 2位 16勝4敗

デンソーアイリス 。 4位 15勝5敗

トヨタ自動車アンテロープス 。 5位 13勝7敗

トヨタ紡織サンシャインラビッツ 。 6位 10勝10敗

三菱電機コアラーズ × 8イ立 8勝12敗

アイシン・エィーダブ、リュウイングス × 7位 9勝11敗

羽田ヴ、イツキーズ × 10{立 3勝17敗

日立ハイテククーガーズ × 9位 3勝17敗

新潟アルビレックスBBラビッツ × 11位 0勝20敗

山梨クイーンビーズ、 × 

出所)

'WJBL公式サイト トピックス 2次ラウンド対戦力一ド決定! h抗p://www.wjbl.org/topics/detail.html?id=1 034 
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パフォーマンス的責任を構成する項目である「タイトル獲得」に関する各チームのデー

タの詳細を以下に示す。

『タイトル獲得」 過去のタイトル(Wリーグ、全日本総合選手権)獲得経験があるか

チーム名 有無 タイトル獲得経験

JX-ENEOSサンフラワーズ 0 全日本総合選手権優勝 20回、Wリーグ(旧日本リーグ含む)優勝 19回

富士通レッドウェーブ、 0 全日本総合選手権優勝 4回、Wリーグ優勝 1回

シャンソン化粧品シャンソンVマジック O 全日本総合選手権優勝 10回、Wリーグ(旧日本リーグ含む)優勝 16回

デンソーアイリス × 

トヨタ自動車アンテロープス 0 全日本総合選手権優勝 1回

トヨタ紡織サンシャインラビッツ × 

三菱電機コアラーズ × 

アイシン・工イ・ダフリュウインク、ス × 

羽田ヴ、イツキーズ、 × 

目立ハイテククーガーズ、 × 

新潟アルビレックスBBラピ:'Yツ × 

山梨クイーンビーズ × 

出所)

'WJBL公式サイト チーム紹介 h抗:p://www刈bl.org/team/Iist_h加|
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3. ファンサービス的責任

ファンサービス的責任を構成する項目である「チーム(選手・スタッフ)Jに関する各

チームのデータの詳細を以下に示す。

『チーム{選手・ス拘7)J 選手・スタッフの紹介の記載があるか

チーム名

JX-ENEOSサンフラワーズ

富士通レッドウェーブ

シャンソン化粧品シャンソンVマジック

デンソーアイリス

トヨタ自動車アンテロープス

トヨタ紡織サンシャインラビッツ

三菱電機コアラーズ

アイシン・ヱィ・ダブリュウインダス

羽田ヴィッキーズ

目立ハイテククーガーズ

新潟アルビレツクスBBラピッツ

山梨クイーンビーズ

出所)

記載の有無

。
A 

。
1::， 

。
。
。
。
ム

。
。
。

備考

通常の紹介に加え、トップに集合写真があり顔をクリックするとその選手の紹介ページにアクセスできる。サイン、 Q&A、ファンへのメッ

セージ、動画あり。2007-2008シーズン以降の年度別選手ガイド(PDF)あり。応援メッセージを送れる。

Q&Aあり。

ファンへのメッセージあり。

ファンへのメッセージあり。

ポジションの紹介あり。ポジション別プレイヤーリストがあり、そこからも選手の紹介ページにアクセスできる。

Q&A、ファンへのメッセージあり。

サイン、 Q&A、ファンへのメッセージ、プレー写真あり。

プレースタイルの説明、ファンへのメッセージ、プレー写真あり。応援メッセージを送れる。

サイン、 Q&A、ファンへのメッセージ、プレー写真あり(フォトギャラリーのページにアクセスできる。

詳細なし。

サイン、 Q&A、ファンへのメッセージ、動画あり。応援メッセージを送れる。

サイン。シーズンごとのスタッツやアウオードなどの詳細あり。初年度からの歴代ロスター(集合写真付き)あり。

Q&A、ファンへのメッセージ、動函あり。役員の一覧あり。

'JX-ENEOSサンフラワーズ公式サイト 選手・スタッフ紹介 http://wwwjx-groupjp/sun刊owers/player/2016/

'JX-ENEOSサンフラワーズ公式サイト サンフラワーズについて 足跡 年度別選手ガイド http://wwwjx-groupjp/sun刊owers/about.php

-富士通レッドウェーブ公式サイト 選手・スタッフ紹介 http://spo巾 JP判itsu.com/cs/redwave-profile/player/1.html

.シヤニンノソン化粧品シヤニンノソニンノVマジツク公式サイト 選手情報 選手一覧 htt怜p惇p:/ゾ//んvm問a偲gic

.シヤニンノソニンノ化粧品シヤ:ンノ:ソノニンノVマジツク公式サイト チ一ム スタツフ htt句p://vmπma旧a昭gic

.デンソ一アイリス公式サイト 選手.スタツフ紹介 h悦tt句p:〆//www.denso-iri吋is吋jp/百E印9唱拙81自由時E6目89%8B一見回目82%B9百E3%82百B円E3目83百83明日目83%95百E7目B4拓国%E4百BB叩 B/

・トヨタ自動車アンテロープス公式サイト メンバー http://sports.gazoo.com/ antelopes/player/ 

・トヨタ紡織サンシャインラビッツ公式サイト メンバー紹介 http://tb-athletejp/basket/ membersinfo/ 

・三菱電機コアラーズ公式サイト 選手 http://www.mitsubishielectric.cojp/basket/koalas/contents/player/index.html 

・三菱電機コアラーズ公式サイト チーム スタッフ http://www.mitsubishielectric.cojp/basket/koalas/contents/stuff/index.html#sta仔

・アイシン・エイ・ダフリュウインダス公式サイト 選手・スタッフ 選手紹介 http://www.aisin-aw.cojp/sports/wings/players/index.html 

-アイシン・エィ・ダブリュウインダス公式サイト 選手・スタッフ スタッフ紹介 http://www.aisin-aw.cojp/sports/wings/players/staff.html 

-羽田ヴィッキーズ公式サイト チーム紹介 2016-2017選手・スタッフ紹介 http://vickiesjp/member/ 

・目立ハイテククーガーズ公式サイト 選手紹介 http・//www.hitachi-hightech.com/jp/about/ad/sponsor/cougars/member/index.html 

・目立ハイテククーガーズ公式サイト スタッフ紹介 http://www.hitachi-hightech.com/jp/ about/ ad/ sponsor/ cougars/ sta別、tml

-新潟アルビレックスBBラビッツ公式サイト チーム ロスター h抗p:l/www.albirexbb-rabbits.com/?page_id=53 

・新潟アルピレツクスBBラビッツ公式サイト チーム ス少yフ紹介 http://www.albirexbb-rabbits.com/?page_id=9 

・新潟アルビレツクスBBラピッツ公式サイト チーム スタッツ http://www.albirexbb-rabbits.com/?page_id=54 

・新潟アルビレツクスBBラビッツ公式サイト チーム 歴代ロスター http://www.albirexbb-rabbits.com/?page_id=715 6 

・山梨クイーンビーズ公式サイト チーム紹介 選手紹介-2016 http://www.yamanashi-Queenbees.com/team-2016/ 

・山梨クイーンビーズ公式サイト チーム紹介 スタッフ紹介 http://www.yamanashi-Queenbees.com/team/info-staff/ 

-山梨クイーンビーズ公式サイト チーム紹介 役員一覧 http://www.yamanashi-Queenbees.com/team/ officer/ 
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フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
的
責
任
を
構
成
す
る
項
目
で
あ
る
「
チ
ー
ム
(
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
)
J
に
関
す
る
各
チ
ー
ム
の
デ
ー
タ
の
詳
細
を
以
下
に
示
す
。

『
チ
ー
ム
(
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
9ー
)J
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
紹
介
の
記
載
が
あ
る
か

チ
ー
ム
名

記
載
の
有
無

備
考

J
X
-
E
N
E
O
S
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ

×
 
会
場
に
は
J
Xグ
ル
ー
プ
の
エ
ネ
ゴ
リ
く
ん
が
登
場
す
る
が
、
こ
こ
で
は
記
載
な
し
。

富
士
通
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ
。

名
前
、
モ
チ
ー
フ
、
名
前
の
由
来
、
性
格
、
趣
味
、
好
き
な
物
、
嫌
い
な
物
、
特
技
、
将
来
の
夢
、
フ
ァ
ン
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
あ
り
。

シ
ャ
ン
ソ
ン
化
粧
品
シ
ャ
ン
ソ
ン
V
マ
ジ
ッ
ク

×
 

デ
ン
ソ
ー
ア
イ
リ
ス

A
 
名
前
と
簡
単
な
説
明
の
み
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
ス
。

名
前
、
名
前
の
由
来
、
性
別
、
誕
生
日
、
好
き
な
言
葉
、
趣
味
、
写
真
あ
り
。

ト
ヨ
タ
紡
織
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ラ
ビ
ッ
ツ

×
 

三
菱
電
機
コ
ア
ラ
ー
ズ

ム
簡
単
な
説
明
の
み
。

ア
イ
シ
ン
・
エ
ィ
・
ダ
ブ
、
リ
ュ
ウ
ィ
ン
グ
Pス

ム
名
前
、
名
前
の
由
来
あ
り
。

羽
田
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ

ム
名
前
、
チ
ー
ム
に
お
け
る
役
割
の
紹
介
あ
り
。

目
立
ハ
イ
テ
ク
ク
ー
ガ
ー
ズ

×
 

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
B
B
ラ
ビ
ッ
ツ

×
 

山
梨
ク
イ
ー
ン
ビ
ー
ズ

×
 
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
存
在
し
て
い
る
が
紹
介
な
し
。

出
所
)
・
富
士
通
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ
、
公
式
サ
イ
ト
レ
ツ
デ
ィ
紹
介
ht
tp
:/
/s
po
rt
sj
p
.f
uj
it
su
.c
om
/r
ed
wa
ve
/m
as
co
t/
 

-
デ
ン
ソ
ー
ア
イ
リ
ス
公
式
サ
イ
ト
チ
ー
ム
紹
介
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
h枕
p:
/
/
w
w
w
.
d
e
n
s
o
-
i
r
i
s
j
p
/
%
E
3
%
8
3
%
8
1
%
E
3
弘
8
3
%
B
C
%
E
3
%
8
3
%
A
O
%
E
7
%
B
4
%
B
9
%
E
4弘
B
B
%
8
B
/

・
ト
ヨ
タ
自
動
車
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
ス
公
式
サ
イ
ト
チ
ー
ム
マ
ス
コ
ッ
ト
h坑
p:
//
s
p
o
巾
g
a
z
o
o
.
c
o
m
/a
n
t
e
l
o
p
e
s
/
t
e
a
m
/
 

・
三
菱
電
機
コ
ア
ラ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
チ
ー
ム
チ
ー
ム
の
由
来
h枕
p:
/
/
 ww
w.
mi
ts
ub
is
hi
el
ec
tr
ic
.c
oj
p/
ba
sk
et
/k
oa
la
s/
co
nt
en
ts
/t
ea
m/
in
de
x.
ht
ml
 

・
ア
イ
シ
ン
・
エ
ィ
・
ダ
ブ
リ
ュ
ウ
イ
ン
ダ
ス
公
式
サ
イ
ト
チ
ー
ム
紹
介
チ
ー
ム
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ht
tp
:/
/w
ww
.a
is
in
-a
w.
co
jp
/s
po
rt
s/
wi
ng
s/
te
am
/i
nd
ex
.h
tm
l 

-
羽
田
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
ク
ラ
ブ
概
要
ht
tp
:/
/v
ic
ki
es
jp
/a
bo
ut
/o
ut
li
ne
/ 
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1
 

ーー

フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
的
責
任
を
構
成
す
る
項
目
で
あ
る
「
チ
ー
ム
(
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
)
J
に
関
す
る
各
チ
ー
ム
の
デ
ー
タ
の
詳
細
を
以
下
に
示
す
。

「
チ
ー
ム
(
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
)J
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
や
応
援
団
の
紹
介
の
記
載
が
あ
る
か

チ
ー
ム
名

J
X
-
E
N
E
O
S
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ

富
士
通
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ
、

シ
ャ
ン
ソ
ン
化
粧
品
シ
ャ
ン
ソ
ン
V
マ
ジ
ッ
ク

デ
ン
ソ
ー
ア
イ
リ
ス

ト
ヨ
タ
自
動
車
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
ス

ト
ヨ
タ
紡
織
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ラ
ビ
ッ
ツ

三
菱
電
機
コ
ア
ラ
ー
ズ

ア
イ
シ
ン
・
エ
ィ
・
ダ
ブ
、
リ
ュ
ウ
イ
ン
ダ
ス

羽
田
ヴ
、
イ
ツ
キ
ー
ズ

目
立
ハ
イ
テ
ク
ク
ー
ガ
ー
ズ

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
B
Bラ
ビ
ッ
ツ

山
梨
ク
イ
ー
ン
ビ
ー
ズ

出
所
)

記
載
の
有
無

×
 

×
 

×
 

×
 。 × 。 ム ×
 

×
 

×
 

×
 

備
考

選
手
紹
介
さ
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
の
写
真
付
き
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
。
所
属
部
署
、
好
き
な
も
の
、
コ
メ
ン
ト
あ
り
。

選
手
紹
介
さ
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
の
写
真
付
き
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
。
誕
生
日
、
出
身
地
、
好
き
な
も
の
、
フ
ァ
ン
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
あ
り
。

愛
知
・
岐
阜
・
三
重
・
静
岡
各
地
か
ら
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
結
成
。

社
員
と
思
わ
れ
る
応
援
団
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
あ
り
。

・
ト
ヨ
タ
自
動
車
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
ス
公
式
サ
イ
ト
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
ht
tp
:/
/s
po
rt
s.
ga
zo
o.
co
m/
 a
nt
el
op
es
/ 
ch
ee
r/
 

・
三
菱
電
機
コ
ア
ラ
ー
ズ
、
公
式
サ
イ
ト
チ
ー
ム
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
ht
tp
:/
/m
it
su
bi
sh
ie
le
ct
ri
c.
co
jp
/b
as
ke
t/
ko
al
as
/c
on
te
nt
s/
ch
ee
r/
in
de
x.
ht
ml
 

-
ア
イ
シ
ン
・
エ
ィ
・
ダ
フ
リ
ュ
ウ
イ
ン
ダ
ス
公
式
サ
イ
ト
チ
ー
ム
紹
介
応
援
団
ht
tp
:/
/w
ww
.a
is
in
-a
w.
co
jp
/s
po
rt
s/
wi
ng
s/
te
am
/s
up
po
rt
er
s.
ht
ml
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フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
的
責
任
を
構
成
す
る
項
目
で
あ
る
「
チ
ー
ム
(
チ
ー
ム
名
・
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
)
J
に
関
す
る
各
チ
ー
ム
の
デ
ー
タ
の
詳
細
を
以
下
に
示
す
。

「
チ
ー
ム
(
チ
ー
ム
名
・
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
)J
チ
ー
ム
名
や
、
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
に
関
す
る
説
明
の
記
載
が
あ
る
か

チ
ー
ム
名

J
X
-
E
N
E
O
Sサ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ

富
士
通
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ
、

シ
ャ
ン
ソ
ン
化
粧
品
シ
ャ
ン
ソ
ン
V
マ
ジ
ッ
ク

デ
ン
ソ
ー
ア
イ
リ
ス

ト
ヨ
タ
自
動
車
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
ス

ト
ヨ
タ
紡
織
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ラ
ビ
ッ
ツ

三
菱
電
機
コ
ア
ラ
ー
ズ

ア
イ
シ
ン
・
エ
ィ
・
ダ
フ
、
リ
ュ
ウ
イ
ン
ダ
ス

羽
田
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ

目
立
ハ
イ
テ
ク
ク
ー
ガ
ー
ズ

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
8
8
ラ
ピ
、
ツ
ツ

山
梨
ク
イ
ー
ン
ビ
ー
ズ

出
所
)

記
載
の
有
無

×
 。 × 。 。 。 。 × 。 。 。 × 

備
考

チ
ー
ム
名
:
“
赤
い
波
が
強
豪
チ
ー
ム
を
脅
か
す
存
在
と
な
る
よ
う
に
"
と
の
思
い
か
ら
「
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ
、
J
と
命
名

チ
ー
ム
名
:
か
き
っ
ぱ
た
(
ア
イ
リ
ス
)
は
、
菖
蒲
な
ど
ア
ヤ
メ
植
物
の
総
称
で
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
刈
谷
市
の
花
。
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
虹
の
女
神
の
意
味
を
持
つ
。
勝
負
(
菖

蒲
)
で
幸
運
を
も
た
ら
す
虹
の
女
神
が
い
つ
も
チ
ー
ム
を
見
守
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
。

偶
蹄
(
ぐ
う
て
い
)
目
※
ウ
シ
科
の
晴
乳
(
ほ
に
ゅ
う
)
類
の
う
ち
、
イ
ラ
ン
ド
・
イ
ン
パ
ラ
・
ト
ム
ソ
ン
ガ
ゼ
ル
な
ど
、
シ
カ
に
似
た
優
美
な
形
態
を
も
つ
も
の
の
総
称
で
あ
る
「
ア

ン
テ
ロ
ー
プ
」
に
由
来
。
走
る
の
が
速
い
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
は
、
美
し
さ
、
俊
敏
さ
、
し
な
や
か
さ
を
象
徴
。

創
部
当
時
の
監
督
・
小
野
利
充
の
干
支
に
ち
な
み
“
ラ
ビ
ッ
ツ
"
と
し
た
。

チ
ー
ム
名
:
三
菱
電
機
名
古
屋
製
作
所
内
で
募
集
に
よ
る
も
の
で
、
親
し
み
や
す
さ
と
募
集
当
時
名
古
震
の
東
山
動
植
物
園
に
は
じ
め
て
コ
ア
ラ
が
や
っ
て
き
て
話
題

に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
決
定
。

Vi
ct
or
io
us
 (
勝
利
)
、
In
te
ns
it
y(
激
し
さ
)
、
C
o
u
r
a
g
e
(
勇
気
)
、
K
n
o
w
l
e
d
g
e
(
知
恵
)
、
In
te
gr
it
y(
誠
実
さ
)
、
E
n
e
r
g
y
(
活
動
力
)
、
S
t
r
e
n
g
t
h
(
力
強
さ
)
。
大
田
区
の
シ

ン
ボ
ル
で
も
あ
り
、
今
後
東
京
の
玄
関
口
と
な
る
「
羽
田
」
は
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
ー
ジ
と
チ
ー
ム
の
今
後
の
活
躍
が
リ
ン
ク
す
る
よ
う
に
。

華
麗
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
見
る
人
を
魅
了
し
て
ほ
し
い
と
の
思
い
を
込
め
て
。
縦
横
無
尽
に
走
り
闘
志
あ
る
プ
レ
イ
で
周
囲
を
元
気
付
け
た
い
。

新
潟
に
お

IT
{>
総
省
λ
ホ
ー
ツ
ク
フ
フ
へ
の
挑
戦
、
で
ω
l
i
:
i
.
I
じ
精
神
の
冗
で
冠
し
た
宍
坦
不
ミ
ン
ク
で
あ
令
ア
ル
ヒ
レ
ツ
ク
λ
に
加
え
京

r
~
U
)
持
つ
ロ

j
瞬
さ
、
ロ

j
愛
さ
、

力
強
さ
を
兼
ね
備
え
た
チ
ー
ム
で
あ
る
こ
と
を
目
指
し
、
ラ
ピ
ッ
ツ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
継
承
。
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
:
(
オ
レ
ン
ジ
〕
日
本
海
に
映
る
夕
日
を
イ
メ
ー
ジ
、
〔
ブ
ル
ー
〕

ロ
「
伝
活
苦
n
、:

.I
ñ
n
、
品
定
~
-
t
.
J
_
~
'
"

-
富
士
通
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ
公
式
サ
イ
ト
チ
ー
ム
概
要
ht
tp
:/
/s
po
rt
s.
jp
.f
uj
it
su
.c
om
/r
ed
wa
ve
/p
ro
fi
le
/ 

-
デ
ン
ソ
ー
ア
イ
リ
ス
公
式
サ
イ
ト
チ
ー
ム
紹
介
ht
tp
:/
/w
ww
.d
en
so
-i
ri
s.
jp
/出
E
3
%
8
3槌
1弘
日
目
8
3
%
B
C目
日
目
83
弘
A
日目
E
7
%
B
4目
B
9目
E
4
%
B
B
%
8
B
/

・ト
ヨ
9
自
動
車
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
ス
公
式
サ
イ
ト
チ
ー
ム
チ
ー
ム
ロ
ゴ
・
チ
ー
ム
名
の
由
来
ht
tp
:/
/s
po
同
s.
ga
zo
o.
co
m/
an
te
l
叩
e
s
/
t
e
a
m
/

・ト
ヨ
9
紡
織
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ラ
ビ
ッ
ツ
公
式
サ
イ
ト
チ
ー
ム
紹
介
チ
ー
ム
の
足
跡
ht
tp
:/
/t
b-
at
hl
et
e.
jp
/b
as
ke
t/
te
am
in
fo
/ 

・
三
菱
電
機
コ
ア
ラ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
チ
ー
ム
チ
ー
ム
の
由
来
ht
tp
:/
/w
ww
.m
it
su
bi
sh
ie
le
ct
ri
c.
co
.j
p/
ba
sk
et
/k
oa
la
s/
co
nt
en
ts
/t
ea
m/
in
de
x.
ht
ml
 

・
羽
田
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ
公
式
サ
イ
卜
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ
に
つ
い
て
歴
史
ht
tp
:/
/v
ic
ki
es
.j
p/
ab
ou
t/
 

・
目
立
ハ
イ
テ
ク
ク
ー
ガ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
チ
ー
ム
の
歩
み
ht
tp
:/
/w
ww
.h
it
ac
hi
-h
ig
ht
ec
h.
co
m/
jp
/a
bo
ut
/a
d/
sp
on
so
r/
co
ug
ar
s/
hi
st
or
y.
ht
ml
 

-
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
B
Bラ
ビ
ッ
ツ
公
式
サ
イ
ト
チ
ー
ム
チ
ー
ム
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
ht
tp
:/
/w
ww
.a
lb
ir
ex
bb
-r
ab
bi
ts
.c
om
/?
pa
ge
_i
d=
2 
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。コ

フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
的
責
任
を
構
成
す
る
項
目
で
あ
る
「
チ
ー
ム
(
活
動
拠
点
)
J
に
関
す
る
各
チ
ー
ム
の
デ
ー
タ
の
詳
細
を
以
下
に
示
す
。

「
チ
ー
ム
(
活
動
拠
点
)
J
 
活
動
拠
点
に
関
す
る
情
報
(
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
、
住
所
、
ア
ク
セ
ス
な
ど
)
の
記
載
が
あ
る
か

チ
ー
ム
名

J
X
-
E
N
E
O
S
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ

富
士
通
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ

シ
ャ
ン
ソ
ン
化
粧
品
シ
ャ
ン
ソ
ン
V
マ
ジ
ッ
ク

デ
ン
ソ
ー
ア
イ
リ
ス

ト
ヨ
タ
自
動
車
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
ス

ト
ヨ
タ
紡
織
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ラ
ピ
、
ッ
ツ

三
菱
電
機
コ
ア
ラ
ー
ズ

ア
イ
シ
ン
・
エ
ィ
・
ダ
ブ
リ
ュ
ウ
イ
ン
グ
ス

羽
田
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ

目
立
ハ
イ
テ
ク
ク
ー
ガ
ー
ズ

新
潟
ア
ル
ピ
レ
ッ
ク
ス
B
B
ラ
ビ
ッ
ツ

山
梨
ク
イ
ー
ン
ビ
ー
ズ

出
所
)

記
載
の
有
無

×
 

A
 

A
 

A
 。 。 。 。 A 。 ム ム

備
考

活
動
拠
点
:
富
士
通
川
崎
工
場
体
育
館
(
住
所
の
記
載
)

所
在
地
(
住
所
の
記
載
)

所
在
地
:
株
式
会
社
デ
ン
ソ
一
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
事
務
局
(
住
所
、
電
話
・
F
A
X
番
号
の
記
載
)

練
習
場
所
.
株
式
会
社
デ
ン
ソ
一
本
社
体
育
館
(
住
所
の
記
載
)
、
フ
ァ
ン
レ
タ
ー
の
宛
先
あ
り
。

練
習
場
所
・
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
葵
体
育
館
(
住
所
、
ア
ク
セ
ス
方
法
、
地
図
、
練
習
見
学
に
つ
い
て
の
記
載
)

練
習
見
学
は
要
連
絡
(
電
話
番
号
の
記
載
)
。
シ
ー
ズ
ン
中
の
社
員
以
外
の
練
習
見
学
は
不
可
。

練
習
場
所
:
ト
ヨ
タ
紡
織
株
式
会
社
(
住
所
、
ア
ク
セ
ス
方
法
、
地
図
、
練
習
時
間
、
練
習
見
学
に
つ
い
て
、
フ
ァ
ン
レ
タ
ー
に
つ
い
て
の
記
載
)

練
習
見
学
は
要
連
絡
(
電
話
番
号
の
記
載
)
。

所
在
地
.
三
菱
電
機
株
式
会
社
名
古
屋
製
作
所
内
(
住
所
の
記
載
)

練
習
場
・
三
菱
電
機
株
式
会
社
名
古
屋
製
作
所
内
名
古
屋
体
育
館
(
住
所
、
ア
ク
セ
ス
方
法
、
地
図
の
記
載
)

練
習
場
所
・
ア
イ
シ
ン
・
エ
ィ
・
ダ
フ
リ
ュ
体
育
館
(
住
所
、
ア
ク
セ
ス
方
法
、
地
図
、
練
習
見
学
に
つ
い
て
)

練
習
見
学
は
要
連
絡
(
電
話
番
号
の
記
載
)
。

本
拠
地
.
東
京
都
大
田
区
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
あ
り
。

事
務
所
:
(
一
社
)
羽
田
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
(
住
所
、
電
話
・
F
A
X
番
号
の
記
載
)

練
習
場
所
の
住
所
、
ア
ク
セ
ス
方
法
、
地
図
、
練
習
時
聞
を
記
載
。
練
習
見
学
は
要
連
絡
(
電
話
番
号
の
記
載
)
。

「
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
ま
す
。
J
の
コ
メ
ン
ト
あ
り
。

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
・
新
潟
県
内

事
務
所
:
新
潟
ア
ル
ピ
レ
ッ
ク
ス
B
Bラ
ピ
、
ツ
ツ
オ
フ
ィ
ス
(
電
話
:
F
A
X
番
号
)

現
在
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
(9
市
町
)
:
甲
斐
市
、
甲
府
市
、
北
杜
市
、
昭
和
町
、
南
ア
ル
プ
ス
市
、
山
梨
市
、
富
士
吉
田
市
、
韮
崎
市
、
甲
州
市

活
動
拠
点
(
事
務
所
)
:
(
一
社
)
山
梨
ク
イ
ー
ン
ビ
ー
ズ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
(
E
メ
ー
ル
、
所
在
地
(
フ
ァ
ン
レ
タ
ー
宛
先
)
、
練
習
場
所
)

，
富
±
通
レ
ツ
ド
ウ
エ
一
フ
、
公
式
サ
イ
ト
チ
一
ム
概
要
ht坑
tp杭p
:/〆/υ
/s叩
p仰
0町or
t代巾t匂
s丸吋畠J品
i

.
デ
ン
ソ
一
ア
イ
リ
ス
公
式
サ
イ
卜
チ
一
ム
紹
介
ht坑
tp
:ゾ/
/
w州
ww
.d
en
s
口一
→
i片iri吋
is
jp
/%
E3
拍叩
8
3
%問
8別
1出
旺E臼
3%
83
目
8
C
%
E臼
3
%
8
3
%
A
O
%
E日
7
%
8
4首
8
9
%
E日
4唱
8
8
%
8
8
/

"
"
卜
ヨ
タ
自
動
車
ア
ン
テ
ロ
一
プ
ス
公
式
サ
イ
ト
チ
一
ム
練
習
場
所
h坑
p:〆
//
九
sp
o
比
s.
ga
zo
o.
co
m/
an
te
lo
pe
s/
te
am
/

・
ト
ヨ
タ
紡
織
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ラ
ピ
ッ
ツ
公
式
サ
イ
ト
チ
ー
ム
紹
介
練
習
場
・
見
学
方
法
ht
tp
・/
/t
b-
at
hl
et
ej
p/
ba
sk
et
lt
ea
mi
nf
o/
 

・
三
菱
電
機
コ
ア
ラ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
チ
ー
ム
拠
点
h社
p:
/
/
w
w
w
.m
it
su
bi
sh
ie
le
ct
ri
c.
co
jp
/b
as
ke
tl
ko
al
as
/c
on
te
nt
s/
ba
se
/i
nd
ex
.h
tm
l 

・
ア
イ
シ
ン
・
エ
イ

R
ダ
ブ
リ
ュ
ウ
イ
ン
ダ
ス
公
式
サ
イ
ト
チ
ー
ム
紹
介
応
援
団
練
習
場
所
・
見
学
方
法
ht
tp
:/
/w
ww
.a
is
in
-a
w.
co
jp
/s
po
rt
s/
wi
ng
s/
te
am
/s
up
po
rt
er
s
比
ml

・
羽
田
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ
に
つ
い
て
ご
挨
拶
(
代
表
理
事
コ
メ
ン
ト
)
ht
tp
:/
/v
ic
ki
es
Jp
/a
bo
ut
l 

・
羽
田
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
ク
ラ
ブ
概
要
ht
tp
:/
/v
ic
ki
es
jp
/a
bo
ut
lo
ut
li
ne
/ 

・
目
立
ハ
イ
テ
ク
ク
ー
ガ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
ア
ク
セ
ス
ht
tp
・/
/w
ww
.h
it
ac
hi
-h
ig
ht
ec
h.
co
m/
jp
/a
bo
ut
/a
d/
sp
on
so
r/
co
ug
ar
s/
ac
ce
ss
.h
tm
l 

圃
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ツ
ク
ス
8
8
ラ
ビ
ッ
ツ
公
式
サ
イ
ト
チ
ー
ム
チ
ー
ム
プ
ロ
フ
ィ
ー
Jレ
ht
tp
:/
/w
ww
.a
lb
ir
ex
bb
-r
ab
bi
ts
.c
om
/?
pa
ge
_i
d=
2 

-
山
梨
ク
イ
ー
ン
ビ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
チ
ー
ム
紹
介
代
表
挨
拶
ht
tp
:/
/w
ww
.y
am
an
as
hi
-q
ue
en
be
es
.c
om
/t
ea
m/
gr
ee
ti
ng
/ 

省
山
梨
ク
イ
ー
ン
ビ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
チ
ー
ム
紹
介
拠
点
情
報
ht
tp
:/
/w
ww
.y
am
an
as
hi
-q
ue
en
be
es
.c
om
/t
ea
m/
ba
se
/ 



h恥
司

フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
的
責
任
を
構
成
す
る
項
目
で
あ
る
「
チ
ー
ム
の
歴
史
・
戦
績
」
に
関
す
る
各
チ
ー
ム
の
デ
ー
タ
の
詳
細
を
以
下
に
示
す
。

「
チ
ー
ム
の
歴
史
・
戦
績
』
チ
ー
ム
の
歴
史
や
戦
績
年
表
を
記
載
し
て
い
る
か

チ
ー
ム
名

記
載
の
有
無

備
考

J
X
-
E
N
E
O
S
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
。

B
本
リ
ー
グ
(
現
:
W
リ
ー
グ
)
加
入
ま
で
の
足
跡
、
2
0
1
5
年
度
ま
で
の
主
な
成
績
、
年
度
別
成
績
表
(
チ
ー
ム
創
立
以
降
)

富
士
通
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ
、
。

大
ま
か
な
こ
れ
ま
で
の
足
跡
や
、
成
績
年
表
あ
り
。

シ
ャ
ン
ソ
ン
化
粧
品
シ
ャ
ン
ソ
ン
V
マ
ジ
ッ
ク
。

創
部
か
ら
の
成
績
年
表
あ
り
。
数
枚
の
写
真
付
き
。

デ
ン
ソ
ー
ア
イ
リ
ス

。
創
部
か
ら
の
成
績
・
出
来
事
の
年
表
あ
り
。
1
9
9
6
.
年
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
か
ら
の
国
際
大
会
派
遣
歴
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
ス
。

創
部
の
年
の
成
績
、
日
本
リ
ー
グ
参
入
以
降
の
成
績
年
表
あ
り
。

ト
ヨ
タ
紡
織
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ラ
ピ
ッ
ツ
。

2
0
0
3
年
か
ら
毎
年
の
戦
績
を
記
載
。
そ
れ
以
前
は
主
な
成
績
。

三
菱
電
機
コ
ア
ラ
ー
ズ

。
W
リ
ー
グ
に
移
行
し
て
か
ら
は
毎
年
の
戦
績
を
記
載
。
創
部
か
ら
は
主
な
主
な
出
来
事
の
み
。

ア
イ
シ
ン
・
エ
ィ
・
ダ
ブ
リ
ュ
ウ
ィ
ン
グ
お
ス
。

1
9
9
8
年
か
ら
毎
年
の
戦
績
を
記
載
。
創
立
か
ら
は
主
な
出
来
事
の
み
。

羽
田
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ

。
2
0
0
0
年
以
降
は
毎
年
の
戦
績
を
記
載
。

目
立
ハ
イ
テ
ク
ク
ー
ガ
ー
ズ
。

2
0
0
0
年
以
降
は
毎
年
の
戦
績
を
記
載
。
そ
れ
以
前
は
主
な
出
来
事
の
み
記
載
。

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
B
B
ラ
ピ
ッ
ツ

×
 

山
梨
ク
イ
ー
ン
ビ
ー
ズ

。
創
部
か
ら
の
成
績
年
表
あ
り
。

出
所
)

・J
X
-
E
N
E
O
S
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
に
つ
い
て
足
跡
ht
tp
:/
/w
ww
jx
-g
ro
up
jp
/s
un
司
ow
er
s/
ab
ou
t.
ph
p

-
富
士
通
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ
公
式
サ
イ
ト
チ
ー
ム
概
要
ht
tp
:/
/s
po
rt
sj
p.
fu
ji
ts
u.
co
m/
 r
ed
wa
ve
/p
ro
官
le
/

-
シ
ャ
ン
ソ
ン
化
粧
品
シ
ャ
ン
ソ
ン
V
マ
ジ
ッ
ク
公
式
サ
イ
ト
チ
ー
ム
戦
歴
ht
tp
:/
/v
ma
gi
c.
ch
an
so
n.
co
jp
/t
ea
m/
hi
st
or
y.
ht
ml
 

-
デ
ン
ソ
ー
ア
イ
リ
ス
公
式
サ
イ
ト
チ
ー
ム
紹
介
チ
ー
ム
の
歴
史
ht
tp
:/
/w
ww
.d
en
so
-i
ri
sj
p/
%
回
目
8
3
叩
1旺
3
%
8
3
%
8
C出
回
閥
抗
A
O
目
E
7
問
4
%
回
目
E
4
目
8
8問
8
/出
回
目
8
3
叩
1羽
田
%
8
3
%
8
C
%
回
目
8
3
%
A
O
%
回
目
81
目
A
E話
回
目
A
D
%
8
4百
E
5
%
8
円
8
2
/

.
ト
ヨ
タ
自
動
車
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
ス
公
式
サ
イ
ト
チ
ー
ム
チ
ー
ム
の
戦
歴
ht
tp
:/
/s
po
rt
s.
ga
zo
o.
co
m/
 a
nt
el
op
es
/t
ea
m/
 

E
ト
ヨ
タ
紡
織
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ラ
ビ
ッ
ツ
公
式
サ
イ
ト
チ
ー
ム
紹
介
チ
ー
ム
の
足
跡
ht
tp
:/
/
t
b
-
at
hl
et
ej
p/
ba
sk
et
/t
ea
mi
nf
o/
 

・
三
菱
電
機
コ
ア
ラ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
チ
ー
ム
チ
ー
ム
の
由
来
ht
tp
:/
/w
ww
.m
it
su
bi
sh
ie
le
ct
ri
c.
co
jp
/b
as
ke
t/
ko
al
as
/c
on
te
nt
s/
te
am
/i
nd
ex
.h
tm
l 

-
ア
イ
シ
ン
・
エ
イ
"
ダ
ブ
リ
ュ
ウ
イ
ン
グ
ス
公
式
サ
イ
ト
チ
ー
ム
紹
介
沿
革
ht
tp
:/
/w
ww
.a
is
in
-a
w.
co
jp
/s
po
rt
s/
wi
ng
s/
te
am
/h
is
to
ry
.h
tm
l 

・
羽
田
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
ク
ラ
ブ
概
要
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ
の
歴
史
ht
tp
:/
/ 
vi
c 
ki
e 
sj
p/
 a
bo
 u
t/
 0
 utl
i 
n
 e
/
 

・
目
立
ハ
イ
テ
ク
ク
ー
ガ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
チ
ー
ム
の
歩
み
ht
tp
:/
/w
ww
.h
it
ac
hi
-h
ig
ht
ec
h.
co
m/
jp
/a
bo
ut
/a
dl
sp
on
so
r/
co
ug
ar
s/
hi
st
or
y.
ht
ml

・
山
梨
ク
イ
ー
ン
ビ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
チ
ー
ム
紹
介
チ
ー
ム
の
足
跡
ht
tp
:/
/w
ww
.y
am
an
as
hi
-q
ue
en
be
es
.c
om
/t
ea
m/
hi
st
or
y/
 



-
l
 
0
司

フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
的
責
任
を
構
成
す
る
項
目
で
あ
る
「
試
合
(
日
時
・
会
場
)
J
に
関
す
る
各
チ
ー
ム
の
デ
ー
タ
の
詳
細
を
以
下
に
示
す
。

『
試
合
(
日
時
圃
会
場
)
J
 
試
合
の
日
時
、
会
場
情
報
の
記
載
が
あ
る
か

チ
ー
ム
名

記
載
の
有
無

備
考

J
X
-
E
N
E
O
S
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ

0
 
会
場
の
電
話
番
号
、
住
所
、
ア
ク
セ
ス
方
法
、
土
足
不
可

富
士
通
レ
ッ
ド
ウ
エ
ー
ブ

O
 
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
ゲ
ー
ム
を
行
う
ア
リ
ー
ナ
の
住
所
、
ア
ク
セ
ス
方
法
、
電
話
番
号
、
G
o
o
g
l
e
地
図
、
開
催
日
程
)
、
そ
の
他
の
会
場
情
報
も
あ
り
。

シ
ャ
ン
ソ
ン
化
粧
品
シ
ャ
ン
ソ
ン
V
マ
ジ
ッ
ク

A
 
会
場
情
報
は
、
体
育
館
名
と
県
市
の
み
。

デ
ン
ソ
ー
ア
イ
リ
ス

A
 
会
場
情
報
は
、
体
育
館
名
の
み
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
ス

ム
会
場
情
報
は
、
体
育
館
名
と
市
の
み
。
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
場
合
そ
の
旨
の
記
載
あ
り
。

ト
ヨ
タ
紡
織
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ラ
ピ
ッ
ツ

O
 
全
て
の
会
場
の
、
県
市
、
住
所
、
連
絡
先
、
ア
ク
セ
ス
方
法
、
詳
細
情
報
(
体
育
館
の
リ
ン
ク
ペ
ー
ジ
、
G
o
o
g
l
e
マ
ッ
プ
)
を
記
載
。

三
菱
電
機
コ
ア
ラ
ー
ズ

b.
 
体
育
館
所
在
地
の
r
M
A
P
J
の
リ
ン
ク
が
あ
る
が
聞
け
な
い
。

ア
イ
シ
ン
・
エ
ィ
・
ダ
ブ
リ
ュ
ウ
イ
ン
ダ
ス

羽
田
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ

目
立
ハ
イ
テ
ク
ク
ー
ガ
ー
ズ

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
B
Bラ
ピ:
-;
;ツ

山
梨
ク
イ
ー
ン
ビ
ー
ズ

出
所
)

ム
会
場
情
報
は
、
体
育
館
名
と
県
市
の
み
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 c
ou
ga
rs
/ g
a
m
e
/
 

・
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
B
B
ラ
ピ
‘
ッ
ツ
公
式
サ
イ
ト
ト
ッ
プ
ht
tp
:/
/w
ww
.a
lb
ir
ex
bb
-r
ab
bi
ts
.c
om
/ 

-
山
梨
ク
イ
ー
ン
ビ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
試
合
日
程
・
結
果
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
y
a
m
a
n
a
s
h
i
-
q
u
e
e
n
b
e
e
s
.
c
o
m
/
g
a
m
e
/
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3コ

フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
的
責
任
を
構
成
す
る
項
目
で
あ
る
「
過
去
の
結
果
J
に
関
す
る
各
チ
ー
ム
の
デ
ー
タ
の
詳
細
を
以
下
に
示
す
。

『
過
去
の
結
果
J
過
去
の
試
合
結
果
を
記
載
し
て
い
る
か

チ
ー
ム
名

記
載
の
有
無

備
考

J
X
-
E
N
E
O
S
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
。

2
0
0
6
-
2
0
0
7
シ
ー
ズ
ン
以
降
の
r
w
リ
ー
グ
試
合
結
果
」
、
r
A
L
L
J
A
P
A
N
試
合
結
果
j
、
r
p
h
o
t
o
中
継
(
写
真
付
き
の
戦
評
や
勝
利
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
)J
。

富
士
通
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ
‘
。

2
0
1
1
-
2
0
1
2
シ
ー
ズ
ン
以
降
の
W
リ
ー
グ
と
A
L
L
J
A
P
A
N
の
結
果
、
全
て
に
写
真
付
き
の
戦
評
あ
り
。

シ
ャ
ン
ソ
ン
化
車
産
品
シ
ャ
ン
ソ
ン
V
マ
ジ
ッ
ク

×
 

デ
ン
ソ
ー
ア
イ
リ
ス

。
2
0
1
0
-
2
0
1
1
シ
ー
ズ
ン
以
降
の
W
リ
ー
グ
と
A
L
L
J
A
P
A
N
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
結
果
。
選
手
コ
メ
ン
ト
あ
り
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
ス

ム
2
0
1
3
-
2
0
1
4
シ
ー
ズ
ン
以
降
の
結
果
。
詳
細
は
W
J
B
Lサ
イ
ト
へ
ア
ク
セ
ス
さ
れ
る
。

ト
ヨ
タ
紡
織
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ラ
ビ
ッ
ツ

ム
2
0
0
6
-
2
0
0
7
シ
ー
ズ
ン
以
降
の
結
果
。
一
覧
表
で
記
載
。
自
チ
ー
ム
の
得
点
ベ
ス
ト
3
を
記
載
。

三
菱
電
機
コ
ア
ラ
ー
ズ

×
 

ア
イ
シ
ン
・
エ
ィ
・
ダ
ブ
リ
ュ
ウ
イ
ン
ク
、
ス
。

2
0
1
2
-
2
0
1
3
シ
ー
ズ
ン
以
降
の
結
果
。
写
真
付
き
の
戦
評
あ
り
。
2
0
1
0
-
2
0
1
1
シ
ー
ズ
ン
か
ら
タ
ブ
は
あ
る
が
表
示
さ
れ
な
い
。

羽
田
ヴ
、
イ
ツ
キ
ー
ズ

×
 

目
立
ハ
イ
テ
ク
ク
ー
ガ
ー
ズ

ム
2
0
1
0
-
2
0
1
1
シ
ー
ズ
ン
以
降
の
結
果
を
記
載
。
試
合
写
真
を
載
せ
て
い
る
が
ペ
ー
ジ
が
重
い
。

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
B
Bラ
ビ
ッ
ツ
。

2
0
1
2
-
2
0
1
3
シ
ー
ズ
ン
以
降
の
結
果
を
記
載
。
詳
細
は
W
J
B
Lサ
イ
ト
へ
ア
ク
セ
ス
さ
れ
る
。

山
梨
ク
イ
ー
ン
ビ
ー
ズ

×
 

出
所
)
・J
X
-
E
N
E
O
Sサ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
試
合
情
報
過
去
の
試
合
結
果
ht
tp
:/
/w
ww
j 
x-
gr
ou
pj
p/
 su
nf
lo
we
rs
/ 
g
a
m
e
/
 ar
ch
iv
es
.p
hp
 

-
富
士
通
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ
公
式
サ
イ
ト
試
合
日
程
・
結
果
h枕
p:
/
/
s
p
o
巾
jp
.f
uj
it
su
.c
om
/
cs
/r
陀
e
d
w附u陥
a
v
e
-
g伊
a
m
e
-目
.
叩
a出
st匂
er.川
/I
is
tν
/2却
01
叩
6
/ハ1.
h枕t
m州
l
 

-
デ
ン
ソ
ー
ア
イ
リ
ス
公
式
サ
イ
ト
試
合
日
程
・
結
果
h抗
p:
//
w
w
w
.
d
e
n
s
o
-
i
r
i
s
j
p
/
%
E
8
%
A
9
%
A
6
%
E
5
%
9
0
%
8
8
%
E
6
%
9
7
%
A
5
%
E
7
%
A
8
%
8
B
一
%
E
7
%
B
5
%
9
0
%
E
6
%
9
E
%
9
C
/

・
ト
ヨ
タ
自
動
車
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
ス
公
式
サ
イ
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
結
果
h
抗
p:
//
sp
or
ts
.g
az
oo
.c
om
/a
nt
el
op
es
/s
ch
ed
ul
e/
20
16
/i
nd
ex
.h
tm
l?
m=
12
 

・
ト
ヨ
タ
紡
織
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ラ
ピ
ッ
ツ
公
式
サ
イ
ト
試
合
日
程
/
結
果
ht
tp
:/
/t
b-
at
hl
 e
te
jp
/b
as
ke
t!
 g
am
ei
nf
o/
 

-
ア
イ
シ
ン
A
W
公
式
サ
イ
ト
試
合
日
程
・
結
果
ht
tp
:/
/w
ww
.a
is
in
-a
w.
co
jp
/ s
po
rt
s/
wi
ng
s/
 g
a
m
e
s
/
i
n
d
e
x
比
ml

・
目
立
ハ
イ
テ
ク
ク
ー
ガ
ー
ズ
試
合
情
報
ht
tp
j 
/w
ww
.h
it
ac
hi
-h
ig
ht
ec
h.
co
m/
jp
/a
bo
ut
!a
d/
sp
on
so
r/
co
ug
ar
s/
ga
me
/i
nd
ex
.h
tm
l 

s
新
潟
ア
ル
ピ
レ
ッ
ク
ス
8
8
ラ
ピ
ッ
ツ
公
式
サ
イ
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
試
合
日
程
・
結
果
ht
旬
:
//
ww
w.
al
bi
re
xb
b-
ra
bb
it
s.
co
m/
?p
ag
e_
id
=6
2 
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l
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フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
的
責
任
を
構
成
す
る
項
目
で
あ
る
「
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
(
試
合
以
外
)J
に
関
す
る
各
チ
ー
ム
の
デ
ー
タ
の
詳
細
を
以
下
に
示
す
。

「
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
(
試
合
以
外
)
J
 
試
合
以
外
(
練
習
日
や
イ
ベ
ン
ト
等
)
の
チ
ー
ム
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
公
開
を
し
て
い
る
か

チ
ー
ム
名

記
載
の
有
無

JX
-E
NE
OS
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ

×
 

富
士
通
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ
、

×
 

シ
ャ
ン
ソ
ン
化
粧
品
シ
ャ
ン
ソ
ン
V
マ
ジ
ッ
ク

×
 

デ
ン
ソ
ー
ア
イ
リ
ス

。
ト
ヨ
タ
自
動
車
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
ス

×
 

ト
ヨ
タ
紡
織
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ラ
ビ
ッ
ツ

ム

三
菱
電
機
コ
ア
ラ
ー
ズ

×
 

ア
イ
シ
ン
・
エ
ィ
・
ダ
フ
リ
ュ
ウ
イ
ン
ダ
ス

×
 

羽
田
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ

×
 

目
立
ハ
イ
テ
ク
ク
ー
ガ
ー
ズ

×
 

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
B
Bラ
ビ
ッ
ツ
。

山
梨
ク
イ
ー
ン
ビ
ー
ズ

。
出
所
)

備
考

練
習
の
有
無
、
大
ま
か
な
時
間
、
場
所
を
記
載
。
練
習
見
学
は
、
要
事
前
連
絡
。
練
習
試
合
は
、
見
学
不
可
。

rw
リ
ー
グ
公
式
戦
」
、
『
ク
リ
ニ
ッ
ク
』
、
『
チ
ー
ム
行
事
」
、
『
合
宿
・
遠
征
j
で
色
分
け
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
な
し
。

選
手
や
ス
タ
ッ
フ
の
誕
生
日
の
お
知
ら
せ
あ
り
。

G
o
o
g
l
e
カ
レ
ン
ダ
ー
で
管
理
(
練
習
会
場
は
練
習
可
能
日
の
み
)
。
練
習
見
学
に
つ
い
て
の
細
か
な
注
意
事
項
あ
り
。

イ
ベ
ン
ト
情
報
も
記
載
。

練
習
及
び
練
習
試
合
も
す
べ
て
見
学
可
能
。
見
学
す
る
際
の
注
意
事
項
あ
り
。

『
練
習
Jr
練
習
試
合
Jr
遠
征
(
出
発
時
間
の
記
載
あ
り
)
J
 
rイ
ベ
ン
ト
』
を
記
載
。

・
デ
ン
ソ
ー
ア
イ
リ
ス
公
式
H
P
ス
ケ
ジ
ュ
ー
j
レ
h坑
p:
//
ww
w.
de
ns
o-
ir
is
jp
/
弘
E3
九
8
2
%
B
9
%
E
3
%
8
2
%
B
1
%
E
3
九
8
2
%
B
8
%
E
3
%
8
3
%
A
5
%
E
3
%
8
3
%
B
C
%
E
3
%
8
3
%
A
B
/

=
ト
ヨ
タ
紡
織
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ラ
ビ
ッ
ツ
公
式
H
P
H
O
M
E
 
チ
ー
ム
カ
レ
ン
ダ
ー
20
16
ht
tp
:/
/w
ww
油
-a
th
le
te
jp
/b
as
ke
tl

-
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
B
B
ラ
ピ
ッ
ツ
公
式
H
P
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
月
間
カ
レ
ン
ダ
ー
ht
tp
:/
/w
ww
.a
lb
ir
ex
bb
-r
ab
bi
ts
.c
om
/?
pa
ge
_i
d=
58

-
山
梨
ク
イ
ー
ン
ビ
ー
ズ
公
式
H
P
月
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
lレ
ht
tp
:/
/w
ww
.y
am
an
as
hi
-q
ue
en
be
es
.c
om
/w
or
ko
ut
-s
ch
ed
ul
e/
20
16
%E
5%
B9
%B
49
%E
6%
9C
%8
8/
 



フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
的
責
任
を
構
成
す
る
項
目
で
あ
る
「
ニ
ュ
ー
ス
/
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
に
関
す
る
各
チ
ー
ム
の
デ
ー
タ
の
詳
細
を
以
下
に
示
す
。

『
ニ
ュ
ー
ス
/
ト
ピ
ッ
ク
ス
』
ニ
ュ
ー
ス
/
ト
ピ
ッ
ク
ス
関
連
の
記
載
が
あ
る
か
。
試
合
情
報
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
け
や
、
年
度
ご
と
に
分
け
る
な
ど
過
去
の
情
報
の
記
載
が
あ
る

チ
ー
ム
名

記
載
の
有
無

備
考

J
X
-
E
N
E
O
S
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ

O
 
カ
テ
ゴ
リ
分
け
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
年
度
ご
と
に
分
け
ら
れ
て
お
り
過
去
(
2
0
0
6
年
以
降
)
の
更
新
も
記
載
。

富
士
通
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ
、

0
 
カ
テ
ゴ
リ
分
け
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
月
ご
と
に
分
け
ら
れ
て
お
り
過
去
(
2
0
1
1
年
以
降
)
の
更
新
も
記
載
。

シ
ャ
ン
ソ
ン
化
粧
品
シ
ャ
ン
ソ
ン
V
マ
ジ
ッ
ク

O
 
カ
テ
ゴ
リ
表
記
が
あ
る
。
年
度
ご
と
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
2
0
1
5
年
以
降
記
載
。

デ
ン
ソ
ー
ア
イ
リ
ス

ム
カ
テ
ゴ
リ
分
け
な
し
。
更
新
順
に
一
覧
で
記
載
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
ス

O
 
ニ
ュ
ー
ス
は
ブ
、
ロ
グ
に
頼
っ
て
い
る
。
基
本
的
に
フ
、
ロ
グ
の
更
新
状
況
を
ニ
ュ
ー
ス
に
掲
載
す
る
ス
タ
イ
ル
。
フ
、
ロ
グ
へ
の
リ
ン
ク
が
貼
ら
れ
て
い
る
。

ト
ヨ
タ
紡
織
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ラ
ピ
ッ
ツ

ム
カ
テ
ゴ
リ
分
け
な
し
。
更
新
順
に
一
覧
で
記
載
。

三
菱
電
機
コ
ア
ラ
ー
ズ

0
 
カ
テ
ゴ
リ
別
に
表
示
の
切
り
替
え
可
能
。
全
て
/
ニ
ュ
ー
ス
/
更
新
情
報
/
メ
デ
ィ
ア
/
過
去
の
更
新

∞。
ア
イ
シ
ン
・
エ
ィ
・
ダ
ブ
リ
ュ
ウ
イ
ン
ダ
ス
。

カ
テ
ゴ
リ
表
記
あ
り
。
年
度
ご
と
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
過
去
(
2
0
1
3
年
以
降
)
の
更
新
も
記
載
。

羽
田
ヴ
、
イ
ツ
キ
ー
ズ

目
立
ハ
イ
テ
ク
ク
ー
ガ
ー
ズ
。

ニ
ュ
ー
ス
と
活
動
報
告
に
分
け
て
表
示
し
て
い
る
が
、
過
去
の
更
新
は
遡
れ
な
い
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
は
、
カ
テ
ゴ
リ
表
記
(
ニ
ュ
ー
ス
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
P
R
活
動
の
3
種
類
)
あ
り
。
年
度
ご
と
に
分
け
ら
れ
て
お
り
過
去
(
2
0
1
0
年
以
降
)
の
更
新
も
記

載。 ニ
ュ
ー
ス
一
覧
で
は
年
度
、
月
ご
と
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
で
は
、
カ
テ
ゴ
リ
別
に
表
示
を
切
り
替
え
ら
れ
る
(
お
知
ら
せ
/
チ
ケ
ッ
ト
情
報
/
メ

デ
ィ
ア
情
報
/
夕
、
ッ
ズ
情
報
/
ゲ
ー
ム
情
報
)
。

ム

新
潟
ア
ル
ピ
、
レ
ッ
ク
ス
B
B
ラ
ピ
、
ツ
ツ
。

山
梨
ク
イ
ー
ン
ビ
ー
ズ

ム
最
新
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
の
み
。

出
所
)

• J
X
-
E
N
E
O
S
'
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
お
知
ら
せ
h杭
p:
/
/w
ww
jx
-g
ro
up
jp
/s
un
fl
ow
e
悶
/
w
h
a
t
s
n
e
w
/
2
0
1
6
/

・
富
士
通
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ
公
式
サ
イ
ト
ニ
ュ
ー
ス
h
抗
駅
//
sp
o巾
jp
.f
uj
it
su
.c
om
/
cs
/n
ew
s/
to
p/
re
dw
av
e/
1.
ht
ml
 

-
シ
ャ
ン
ソ
ン
化
粧
品
シ
ャ
ン
ソ
ン
V
マ
ジ
ッ
ヴ
公
式
サ
イ
ト
ト
ピ
ッ
ウ
ス
ht
tp
:/
/v
ma
国
c.
ch
an
so
n.
co
jp
/t
op
ic
s/
in
de
x.
ht
ml

・
デ
ン
ソ
ー
ア
イ
リ
ス
公
式
サ
イ
ト
ト
ピ
ッ
ウ
ス
h枕
p:
//
ww
w.
de
ns
o-
ir
is
jp
/出
回
日
8
3
%
8
8
見
回
目
8
3
問
4
弘
E3
目
8
3
%
8
3也
E
3
%
8
2
首
A
F唱
E
3
%
8
2
%
B
9
/百
E
5
%
8
5唱
A
8
百
E
3
%
8
1
首
A
6
%
E
3
%
8
1
目
A
E目
E
3
%
8
3
%
8
8
帖
E
3
%
8
3
%
9
4弘
回
目
8
3
%
8
3
也
E
3
%
8
2
日
A
F目
E
3目
8
2目
B
9
/

・
ト
ヨ
空
自
動
車
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
ス
公
式
サ
イ
ト
ニ
ュ
ー
ス
/
イ
ベ
ン
ト
一
覧
h世
p:
//
s岡
市
.
g
a
z
o
o
.
c
o
m
/
a
n
t
e
l
o
p
e
s
/
n
e
w
s
/
2
0
1
6
/
1
2
/

・ト
ヨ
51
紡
織
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ラ
ピ
ッ
ツ
公
式
サ
イ
ト
新
着
情
報
ht
tp
:/
/t
b-
at
hl
et
ej
p/
ba
sk
et
ノ
n
e
w
s
/

・
三
菱
電
機
コ
ア
ラ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
・
イ
ベ
ン
ト
ht
tp
:/
/w
ww
.m
it
su
bi
sh
ie
le
ct
ri
c.
co
jp
/b
as
ke
t
/
ko
al
as
/i
nd
ex
.h
tm
l 

・
三
菱
電
機
コ
ア
ラ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
・
イ
ベ
ン
ト
過
去
の
更
新
h枕
β
/
/w
ww
.m
it
su
bi
sh
ie
le
ct
ri
c.
co
jp
/b
as
ke
t
/
ko
al
as
/c
on
te
nt
s/
ne
ws
_e
ve
n
t
/
in
de
x.
ht
ml
 

-
ア
イ
シ
ン
・
エ
ィ
・
ダ
ブ
リ
ュ
ウ
イ
ン
ダ
ス
公
式
サ
イ
ト
ヱ
ユ
ー
ス
&
ト
ピ
ッ
ク
ス
h均
/
/
w
州
.a
is
in
-a
w.
co
jp
/s
po
巾
/w
in
gs
/n
ew
s/
in
de
x.
ht
ml

・
羽
田
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
ト
ッ
プ
ht
tp
:/
/v
ic
ki
es
jp
/ 

・
目
立
ハ
イ
テ
ウ
ク
ー
ガ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
ト
ピ
ッ
ヴ
ス
h
壮.
p:
/
/w
ww
.h
it
ac
h
ト
hi
gh
te
ch
.c
om
/j
p/
ab
ou
t/
 a
dl
 s
po
ns
or
/ 
c
o
u
g
a
悶
/t
op
ic
s/
in
de
x.
ht
ml

-
新
潟
ア
ル
ビ
レ
y
ク
ス
日
日
ラ
ピ
ッ
ツ
公
式
サ
イ
ト
ニ
ュ
ー
ス
h社
p・
/
/w

ww
.a

lb
ir

ex
bb
ー
問
bb

it
s.

co
m/
ワ
同
~e

_i
d=
60

・
新
潟
ア
ル
ピ
レ
ッ
ク
ス
B
B
ラ
ピ
ッ
ツ
公
式
サ
イ
ト
ト
ッ
プ
h仕
pゾ
/w
ww
.a
lb
ir
ex
bb
-
ra
bb
it
s.
co
m/

-
山
梨
ウ
ィ
ー
ン
ビ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
新
着
情
報
h
均
:
/
/
w
w
w
.
y
a
m
a
n
a
s
h
i
-
q
u
e
e
n
b
e
e
s
.
c
o
m
/
 



α
コ

ーー

フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
的
責
任
を
構
成
す
る
項
目
で
あ
る
「
チ
ケ
ッ
ト
(
試
合
日
時
)
J
に
関
す
る
各
チ
ー
ム
の
デ
ー
タ
の
詳
細
を
以
下
に
示
す
。

「
チ
ケ
ッ
ト
(
試
合
日
時
)J
試
合
日
時
の
記
載
が
あ
る
か

チ
ー
ム
名

記
載
の
有
無

J
X
-
E
N
E
O
S
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ

ム

富
士
通
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ
、
。

シ
ャ
ン
ソ
ン
化
粧
品
シ
ャ
ン
ソ
ン
V
マ
ジ
ッ
ク

×
 

デ
ン
ソ
ー
ア
イ
リ
ス

×
 

ト
ヨ
タ
自
動
車
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
ス

×
 

ト
ヨ
タ
紡
織
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ラ
ビ
ッ
ツ

×
 

三
菱
電
機
コ
ア
ラ
ー
ズ

ム

ア
イ
シ
ン
・
エ
ィ
・
ダ
ブ
、
リ
ュ
ウ
イ
ン
グ
ス

×
 

羽
田
ヴ
、
イ
ツ
キ
ー
ズ
、

ム

目
立
ハ
イ
テ
ク
ク
ー
ガ
ー
ズ

×
 

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
B
B
ラ
ビ
ッ
ツ

ム

山
梨
ク
イ
ー
ン
ビ
ー
ズ

A
 

出
所
)

備
考

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
ゲ
ー
ム
の
み
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
小
さ
く
、
「
各
試
合
の
チ
ケ
ッ
ト
情
報
に
つ
い
て
は
、
W
J
B
L
の
W
e
b
サ
イ
ト
「
日
程
/
結
果
J
の
「
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
詳
細
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
」
の
記
載
あ
り
。

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
ゲ
ー
ム
以
外
の
試
合
も
記
載
。

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
ゲ
ー
ム
の
み
。
「
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
以
外
の
販
売
コ
ー
ド
に
つ
き
ま
し
て
は
、
対
戦
相
手
チ
ー
ム
の
サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
」
の
記
載
あ

チ
ケ
ッ
ト
び
あ
が
運
営
す
る
「
チ
ケ
ッ
ト
バ
ス
ケ
ッ
ト
」
の
サ
イ
ト
へ
移
動
。
取
扱
い
は
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
み
。

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
ゲ
ー
ム
の
み
。

モ
ノ
ク
ロ
で
書
か
れ
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
み
。

・ J
X
-
E
N
E
O
S
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
試
合
情
報
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
ゲ
ー
ム
チ
ケ
ッ
ト
情
報
ht
tp
:/
/w
ww
jx
-g
ro
up
jp
/ 
su
nf
l 
o
w
e
r
s
/
 g
a
m
e
/
h
o
m
e
t
o
w
n
/
 

・
富
士
通
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ
、
公
式
サ
イ
ト
第
18
回
W
リ
ー
グ
会
場
開
チ
ケ
ッ
ト
ht
tp
:/
/s
po
rt
sj
p
.f
uj
it
su
.c
om
/r
ed
wa
ve
/w
-l
ea
gu
e/
18
th
/a
cc
es
s.
ht
ml
 

・
三
菱
電
機
コ
ア
ラ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
の
ご
購
入
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
会
場
の
座
席
表
圃
チ
ケ
ッ
ト
価
格
ht
tp
:/
/w
ww
.m
it
su
bi
sh
ie
le
ct
ri
c.
co
jp
/b
as
ke
t/
ko
al
as
/c
on
te
nt
s/
ti
ck
et
/
in
de
x.
ht
ml
 

・
チ
ケ
ッ
ト
パ
ス
ケ
ツ
ト
羽
田
ヴ
ィ
ツ
キ
ー
ズ
ht
tp
:/
/t
-b
as
ke
tp
ia
jp
/ 
ar
ti
st
s.
do
?a
rt
is
ts
Cd
=l
l 
0
2
6
9
0
6
 

-
新
潟
ア
ル
ピ
‘
レ
ッ
ク
ス
B
B
ラ
ビ
ッ
ツ
公
式
サ
イ
ト
チ
ケ
ッ
ト
チ
ケ
ッ
ト
概
要
(
販
売
ス
ケ
ジ
ュ
ー
Jレ
)
ht
tp
:/
/w
ww
.a
lb
ir
ex
bb
-r
ab
bi
ts
.c
om
/?
pa
ge
_i
d=
66
 

・
山
梨
ク
イ
ー
ン
ビ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
チ
ケ
ッ
ト
販
売
の
お
知
ら
せ
ht
tp
:/
/w
ww
.y
am
an
as
hi
-q
ue
en
be
es
.c
om
/h
om
et
ic
ke
t2
01
6/
 



α
コ
t-.:
l 

フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
的
責
任
を
構
成
す
る
項
目
で
あ
る
「
チ
ケ
ッ
ト
(
料
金
)J
に
関
す
る
各
チ
ー
ム
の
デ
ー
タ
の
詳
細
を
以
下
に
示
す
。

「
チ
ケ
ッ
ト
(
料
金
)J
チ
ケ
ッ
ト
の
料
金
、
そ
れ
に
関
す
る
サ
イ
ト
の
リ
ン
ク
の
記
載
が
あ
る
か

チ
ー
ム
名

記
載
の
有
無

備
考

J
X
-
E
N
E
O
S
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ

O
 
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
ゲ
ー
ム
の
み
。

富
士
通
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ

0
 
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
ゲ
ー
ム
の
み
。

シ
ャ
ン
ソ
ン
化
粧
品
シ
ャ
ン
ソ
ン
V
マ
ジ
ッ
ク

×
 

デ
ン
ソ
ー
ア
イ
リ
ス

×
 

ト
ヨ
タ
自
動
車
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
ス

×
 

ト
ヨ
タ
紡
織
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ラ
ピ
ッ
ツ

×
 

三
菱
電
機
コ
ア
ラ
ー
ズ
。

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
ゲ
ー
ム
の
み
。
f
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
以
外
の
販
売
コ
ー
ド
に
つ
き
ま
し
て
は
、
対
戦
相
手
チ
ー
ム
の
サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
」
の
記
載
あ

ア
イ
シ
ン
・
工
イ
・
ダ
ブ
、
リ
ュ
ウ
イ
ン
ク
、
ス

×
 

羽
田
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ

。
チ
ケ
ッ
ト
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
ペ
ー
ジ
。

目
立
ハ
イ
テ
ク
ク
ー
ガ
ー
ズ

×
 

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
B
Bラ
ピ
ッ
ツ
。

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
ゲ
ー
ム
の
み
。
B
リ
ー
グ
同
時
開
催
時
に
お
け
る
チ
ケ
ッ
ト
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
記
載
あ
り
。

山
梨
ク
イ
ー
ン
ビ
ー
ズ

。
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
す
る
約
4
試
合
分
の
入
場
料
で
観
戦
で
き
る
割
引
あ
り
。

出
所
)

"
 
J
X
-
E
N
E
O
S
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
試
合
情
報
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
ゲ
ー
ム
チ
ケ
ッ
ト
情
報
ht
tp
:/
/w
ww
jx
-g
ro
up
jp
/ 
su
n
骨
o
w
e
r
s
/
g
a
m
e
/
h
o
m
e
t
o
w
n
/
 

・
富
士
通
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ
公
式
サ
イ
ト
第
18
回
W
リ
ー
グ
会
場
・
チ
ケ
ッ
ト
ht
tp
:/
/ 
sp
or
ts
jp
.仇
Jj
it
su
.c
om
/r
ed
wa
ve
/w
-l
ea
gu
e/
18
th
/a
cc
es
s.
ht
ml

・
三
菱
電
機
コ
ア
ラ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
の
ご
購
入
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
会
場
の
座
席
表
・
チ
ケ
ッ
ト
価
格
ht
tp
:/
/w
ww
.m
it
su
bi
sh
ie
le
ct
ri
c.
co
jp
/b
as
ke
t/
ko
al
as
/c
on
te
nt
s/
ti
ck
et
/i
nd
ex
.h
tm
l 

-
新
潟
ア
ル
ピ
レ
ツ
ク
ス
B
B
ラ
ビ
ッ
ツ
公
式
サ
イ
ト
チ
ケ
ッ
ト
チ
ケ
ッ
ト
概
要
(
販
売
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
)
ht
tp
:/
/w
ww
.a
lb
ir
ex
bb
-r
ab
bi
ts
.c
om
/?
pa
ge
_i
d=
6
6
 

-
山
梨
ク
イ
ー
ン
ビ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
チ
ケ
ッ
ト
販
売
の
お
知
ら
せ
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
y
a
m
a
n
a
s
h
i
-
q
u
e
e
n
b
e
e
s
.
c
o
m
/
h
o
m
e
t
i
c
k
e
t
2
0
1
6
/
 

・
山
梨
ク
イ
ー
ン
ビ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
ホ
ー
ム
6
試
合
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
発
売
中
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
y
a
m
a
n
a
s
h
i
-
q
u
e
e
n
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e
e
s
.
c
o
m
/
2
0
1
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 0
/
2
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/
1
 0
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0
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α
コ
。コ

フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
的
責
任
を
構
成
す
る
項
目
で
あ
る
「
チ
ケ
ッ
ト
(
購
入
方
法
)
J
に
関
す
る
各
チ
ー
ム
の
デ
ー
タ
の
詳
細
を
以
下
に
示
す
。

『
チ
ケ
ッ
ト
(
購
入
方
法
)J
チ
ケ
ッ
ト
販
売
庖
や
購
入
方
法
、
そ
れ
に
関
す
る
サ
イ
ト
の
リ
ン
ク
の
記
載
が
あ
る
か

チ
ー
ム
名

記
載
の
有
無

備
考

J
X
-
E
N
E
O
S
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ

A
 
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
ゲ
ー
ム
の
み
。

富
士
通
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ
、

0
 
全
て
の
試
合
の
チ
ケ
ッ
ト
問
い
合
わ
せ
先
や
販
売
先
の
記
載
あ
り
。

シ
ャ
ン
ソ
ン
化
粧
品
シ
ャ
ン
ソ
ン
V
マ
ジ
ッ
ク

×
 

デ
ン
ソ
ー
ア
イ
リ
ス

×
 

ト
ヨ
タ
自
動
車
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
ス

×
 

ト
ヨ
タ
紡
織
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ラ
ピ
ッ
ツ

×
 

三
菱
電
機
コ
ア
ラ
ー
ズ
。

ア
イ
シ
ン
・
エ
ィ
・
ダ
ブ
リ
ュ
ウ
イ
ン
グ
ス

×
 

羽
田
ヴ
、
イ
ツ
キ
ー
ズ

ム

目
立
ハ
イ
テ
ク
ク
ー
ガ
ー
ズ

×
 

新
潟
ア
ル
ピ
レ
ッ
ク
ス
B
B
ラ
ビ
ッ
ツ
。

山
梨
ク
イ
ー
ン
ビ
ー
ズ

。
出
所
)

高
舗
購
入
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
購
入
、
電
話
購
入
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
扱
い
先
や
時
間
を
説
明
。
チ
ケ
ッ
ト
lこ
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
あ
り
。
「
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

以
外
の
販
売
コ
ー
ド
に
つ
き
ま
し
て
は
、
対
戦
相
手
チ
ー
ム
の
サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
j
の
記
載
あ
り
。

チ
ケ
ッ
ト
1¥
ス
ケ
ッ
ト
の
ペ
ー
ジ
。

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
ゲ
ー
ム
の
み
。
チ
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
あ
り
。

各
種
取
扱
先
の
リ
ン
ク
あ
り
。

.叶
J
X
-
E副
N
E印
o
sサ
ン
フ
ラ
ワ
一
ズ
ズ
、
公
式
サ
イ
ト
試
合
情
報
ホ
一
ム
タ
ウ
ン
ゲ
一
ム
チ
ケ
ツ
ト
情
報
ht
t旬p広
p:
/〆/μ
/v州
W附
V
V
州
帆
川w眠叫M仇V
J
X
-

.
富
土
通
レ
ツ
ド
ウ
工
一
ブ
公
式
サ
イ
ト
第
1叩8
回
W
リ
一
グ
会
場
.
チ
ケ
ツ
ト
ht
t旬
p:
/υ
/s叩
po
r吋t
s，
吋jp
.f
t仇
Jj
it
su
.c∞
o
m
/
r問
e
d伽w
a
v
e
/
w
-斗
le
ag
ue
/ハ1
8t
h/
ac∞
ce
ss
.h
tm
l

・
三
菱
電
機
コ
ア
ラ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
の
ご
購
入
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
会
場
の
座
席
表
・
チ
ケ
ッ
ト
価
格
ht
tp
:/
/w
ww
.m
it
su
bi
sh
ie
le
ct
ri
c.
co
jp
/b
as
ke
t/
ko
al
as
/c
on
te
nt
s/
ti
ck
et
/i
nd
ex
.h
tm
l 

・
三
菱
電
機
コ
ア
ラ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
の
ご
購
入
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
の
ご
購
入
か
ら
お
受
け
取
り
ま
で
ht
tp
:/
/w
ww
.m
it
su
bi
sh
ie
le
ct
ri
c.
co
jp
/b
as
ke
t/
ko
al
as
/c
on
te
nt
s/
ti
ck
et
/h
om
eg
am
e.
ht
ml
 

-
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
B
B
ラ
ピ
ッ
ツ
公
式
サ
イ
ト
チ
ケ
ッ
ト
チ
ケ
ッ
ト
概
要
(
販
売
ス
ケ
ジ
ュ
ー
Jレ
)
ht
tp
:/
/w
ww
.a
lb
ir
ex
bb
-r
ab
bi
ts
.c
om
/?
pa
ge
_i
d
=
6
6
 

-
山
梨
ク
イ
ー
ン
ビ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
チ
ケ
ッ
ト
販
売
の
お
知
ら
せ
ht
tp
:/
/w
ww
.y
am
an
as
hi
-q
ue
en
be
es
.c
om
/h
om
et
ic
ke
t2
01
6/
 



フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
的
責
任
を
構
成
す
る
項
目
で
あ
る
「
チ
ケ
ッ
ト
(
会
場
座
席
図
)J
に
関
す
る
各
チ
ー
ム
の
デ
ー
タ
の
詳
細
を
以
下
に
示
す
。

「
チ
ケ
ッ
ト
(
会
場
座
席
図
)J
会
場
座
席
図
の
記
載
が
あ
る
か

チ
ー
ム
名

記
載
の
有
無

備
考

J
X
-
E
N
E
O
S
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ

×
 

富
士
通
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ
、

×
 

シ
ャ
ン
ソ
ン
化
粧
品
シ
ャ
ン
ソ
ン
V
マ
ジ
ッ
ク

×
 

デ
ン
ソ
ー
ア
イ
リ
ス

×
 

ト
ヨ
タ
自
動
車
ア
ン
子
ロ
ー
プ
ス

×
 

ト
ヨ
タ
紡
織
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ラ
ビ
ッ
ツ

×
 

αト与
コ

三
菱
電
機
コ
ア
ラ
ー
ズ

×
 

ア
イ
シ
ン
・
工
イ
・
ダ
ブ
リ
ュ
ウ
イ
ン
グ
ス

×
 

羽
田
ヴ
、
イ
ツ
キ
ー
ズ

×
 

目
立
ハ
イ
テ
ク
ク
ー
ガ
ー
ズ

×
 

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
B
B
ラ
ビ
ッ
ツ
。

ホ
ー
ム
会
場
の
座
席
図
あ
り
。

山
梨
ク
イ
ー
ン
ビ
ー
ズ

×
 

出
所
)
-
新
潟
ア
ル
ピ
、
レ
ッ
ク
ス
B
B
ラ
ビ
ッ
ツ
公
式
サ
イ
ト
チ
ケ
ッ
ト
チ
ケ
ッ
ト
概
要
(
販
売
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
)
ht
tp
:/
/w
ww
.a
lb
ir
ex
bb
-r
ab
bi
ts
.c
om
/?
pa
ge
_i
d=
66
 



α
コ
U
司

フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
的
責
任
を
構
成
す
る
項
目
で
あ
る
「
フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
活
動
」
に
関
す
る
各
チ
ー
ム
の
デ
ー
タ
の
詳
細
を
以
下
に
示
す
。

『
フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
活
動
J

フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
活
動
(
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
イ
ベ
ン
卜
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
け
る
フ
ァ
ン
専
用
ペ
ー
ジ
、
ブ
ロ
グ
配
信
、
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

公
開
、
Q
&
Aコ
ー
ナ
ー
、
動
画
配
信
な
と
7
を
実
施
し
て
い
る
か

チ
ー
ム
名

活
動
の
有
無

主
な
実
施
内
容

J
X
-
E
N
E
O
Sサ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ

O
 
試
合
前
の
ホ
ー
ム
告
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
。
試
合
速
報
メ
ル
マ
ガ
配
信
0
・E
N
E
O
S
T
V
の
開
設
(
J
Xエ
ネ
ル
ギ
ー
の
公
式
Y
o
u
T
u
b
eチ
ャ
ン
ネ
ル
。
テ
レ
ビ
C
M
や
ス

ポ
ー
ッ
の
イ
ン
告
ビ
ュ
ー
動
画
、
野
球
部
・
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
の
試
合
中
継
な
ど
を
配
信
。
)
ロ
フ
ァ
ン
専
用
ペ
ー
フ
の
開
設
(
サ
イ
ト
上
で
無
料
で
遊
ベ
る
ゲ
ー
ム
で
サ
イ

ン
色
紙
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
/
過
去
の
特
集
(
選
手
イ
ン
告
ビ
ュ
ー
や
ボ
ス
空
ー
撮
影
の
密
着
な
ど
)
/
毎
月
変
わ
る
グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
/
毎
月
変
わ
る
壁
紙
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

/
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ロ
グ
パ
ー
ツ
/
リ
ン
ク
集
(
パ
ス
ケ
関
係
団
体
や
O
G
の
ブ
ロ
グ
の
リ
ン
ウ
を
記
載
)
/
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
れ
る
/
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
公
開
)
。

富
士
通
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ

O
 
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
公
開
。
チ
ー
ム
フ
ブ
ロ
グ
の
開
設
。
公
式
グ
ッ
ズ
販
売
。
チ
ー
ム
公
式
T
w
i
t
t
e
rあ
り
。

シ
ャ
ン
ソ
ン
化
粧
品
シ
ャ
ン
ソ
ン
V
マ
ジ
ッ
ク

ム
選
手
、
監
督
の
イ
ン
聖
ビ
ュ
ー
の
掲
載
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
。
チ
ー
ム
公
式
T
w
i
t
l
e
rと
I
n
s
t
a
g
r
a
m
あ
り
。

デ
ン
ソ
ー
ア
イ
リ
ス

O
 
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
公
開
。
合
宿
の
レ
ポ
ー
ト
を
写
真
付
き
で
掲
載
。
お
年
玉
プ
レ
ゼ
ン
ト
(
サ
イ
ン
色
紙
)
企
画
(
一
部
選
手
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
)
、
デ
ン
ソ
ー
オ
リ
ジ
ナ

ル
グ
ッ
ズ
会
場
販
売
、
「
来
場
者
特
典
リ
ボ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
プ
レ
ゼ
ン
旬
、
ホ
ー
ム
イ
ベ
ン
ト
(
試
合
30
分
前
に
選
手
か
ら
サ
イ
ン
ボ
ー
ル
と
T
シ
ャ
ツ
の
投
げ
入
み
、
試

合
終
了
後
の
『
サ
イ
ン
会
」
実
施
(
選
手
全
員
約
2
0分
間
)
、
リ
オ
五
輪
候
補
選
手
の
イ
ン
告
ビ
ュ
ー

ト
ヨ
タ
自
動
車
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
ス

O
 
選
手
に
よ
る
ブ
ロ
グ
、
試
合
の
写
真
、
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
試
合
告
知
、
新
人
・
退
部
者
(
選
手
・
ス
少
y
フ
)
の
コ
メ
ン
ト
(
イ
ン
告
ビ
ュ
ー
形
式
)
、
F
a
c
e
b
o
o
k
い
い
ね

2
0
0
0件
超
え
企
画
(
非
売
品
グ
ッ
ズ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
)
、
F
a
c
e
b
o
o
k連
動
の
自
主
ト
レ
紹
介
企
画
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
画
像
の
u
p
，
プ
ロ
グ
ラ
ム
撮
影
の
様
子
、
ト
ヨ
告
社
内
で

の
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
、
社
内
で
行
わ
れ
た
納
会
の
様
子

トヨ
11
紡
織
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ラ
ビ
ッ
ツ

O
 
フ
ァ
ン
専
用
ペ
ー
ジ
の
開
設
(
ゲ
ー
ム
編
(
一
部
試
合
の
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
フ
ォ
ト
レ
ポ
ー
ト
)
の
公
開
(
無
料
)
/
オ
フ
空
イ
ム
編
(
選
手
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
(
月
ご
と
)

/
ワ
ー
ク
編
(
選
手
が
所
属
す
る
部
暑
の
人
と
一
緒
に
映
っ
た
写
真
。
)
。

三
菱
電
機
コ
ア
ラ
ー
ズ

A
 
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
公
開
。
選
手
に
よ
る
日
記
。

ア
イ
シ
ン
・
ヱ
ィ
・
ダ
ブ
リ
ュ
ウ
イ
ン
ダ
ス

ム
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
公
開
。
フ
ァ
ン
の
声
、
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
試
合
の
楽
し
み
方
説
明
(
ハ
ー
フ
ヲ
イ
ム
の
振
り
付
け
を
、
チ
ー
ム
マ
ス
コ
ッ
ト
と
選
手
の
写
真
付
き
で

羽
田
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ

目
立
ハ
イ
テ
ク
ク
ー
ガ
ー
ズ

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ツ
ク
ス
BB
ラ
ピ
、
ツ
ツ

山
梨
ク
イ
ー
ン
ビ
ー
ズ

出
所
)

紹
介
)
。
応
援
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
の
記
載
。

ム
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
公
開
。
テ
ィ
ッ
プ
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
(
前
半
は
公
開
練
習
。
後
半
は
フ
ァ
ン
を
交
え
た
交
流
イ
ベ
ン
ト
。
チ
ー
ム
対
抗
戦
や
、
O
x
ク
イ
ズ
大
会
、
写
真

録
影
会
・
サ
イ
ン
会
な
ど
)
の
開
催
。

A
 
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
れ
る
。

0
 
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
公
開
。
ア
リ
ー
ナ
内
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
。
ブ
ー
ス
告
ー
感
謝
祭
の
開
催
。
公
式
ス
ー
ツ
の
特
別
販
売
(
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
ス
ポ
ン
サ
ー
提
供
)
ロ

A
 
チ
ー
ム
ユ
ニ
ホ
ー
ム
/
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
シ
ャ
ツ
の
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
モ
デ
ル
の
販
売
o
Y
o
u
t
u
b
e
で
の
動
画
投
稿
。
テ
ィ
ッ
プ
オ
フ
パ
ー
テ
ィ
の
開
催
(
ス
ポ
ン
サ
ー
・
後

援
会
・
選
手
雇
用
先
企
業
・
ホ
ー
ム
告
ウ
ン
関
係
者
な
ど
)
o
Wリ
ー
グ
開
幕
戦
応
援
ツ
ア
ー
。
激
励
会
で
の
後
援
会
員
と
交
流
。
(
全
選
手
)

'J
X'
ー
E
N
E
O
Sサ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
J
X
-
E
N
E
O
Sバ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
タ
ク
リ
ニ
ソ
ク
に
つ
い
て
イ
ベ
ン
ト
ht
t
p:
//
ww
wj
x-
gr
ou
pj
p/
cl
in
ic
/e
ve
nt
l

J
X
-
E
N
E
O
S サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
民
合
情
報
誌
音
速
報
メ
ル
マ
ガ
畳
録
h抗
院
I
l
w
w
w
j
x
-
g
r
O
U
山
p/
su
nf
lo
we
rs
/g
am
e/
ma
i
l/

J
X
-
E
N
E
Q
Sサ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
S
U
N
F
L
O
W
E
R
S
 F
A
N
 
ht
t
p:
/
/
w
w
w
j
x
-
g
r
o
u
山
p/
su
nf
Jo
we
rs
/s
問
。
凶
/

J
昨
E
N
E
O
Sサ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
開
訟
ht
相
I
l
w
w
w
j
x
-
g
r
o
u
p
j
p/
su
nf
lo
we
rs
/

・J
決
E
N
E
O
Sサ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
応
揖
メ
ッ
セ
ー
コ
h
匂
ノ
/
w
w
w
j
x
-
g
r
o
u
pJ
p/
su
n
千l
ow
er
s/
me
ss
ag
es
l

富
士
通
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ
公
式
サ
イ
ト
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
→
枇
医
/1
，
岡
市
jp
.
fu
ji
ts
u.
co
m/
cs
/r
e
cf.
Na
ve
-回
le
ry
/a
ll
/l
.h
tm
l

富
士
通
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ヲ
公
式
サ
イ
ト
チ
ー
ム
ブ
ロ
ゲ
h悦
p:
//
←陪
dw
av
e.
co
co
[o
g-
n出
y.
co
m/

富
士
通
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ
公
式
サ
イ
ト
公
式
ヴ
ッ
ズ
陵
高
ht
tp
:/
/s
po
rt
sj
p.f
1叫
it
su
.c
om
/r
e
耐
av
e/
go
o
由
/

・
シ
ャ
ン
ソ
ン
化
桓
品
シ
ャ
ン
ソ
ン
V
マ
ジ
ッ
ク
公
式
サ
イ
ト
トピ
ック
ス
ht
t
院
I
l
v
m
暗
ic
.c
ha
ns
on
.c
oj
p/
to
pi
cs
/i
nd
eλ
ht
ml

-
シ
ャ
ン
ソ
ン
化
粧
品
シ
ャ
ン
ソ
ン
V
マ
ジ
ッ
ク
公
式
サ
イ
ト
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
ht
t
p:
//
vm
ag
ic
.c
ha
ns
on
 回
jp
/i
nd
ex
.h
tm
l

-
ヂ
ン
ソ
ー
ア
イ
リ
ス
公
式
サ
イ
ト
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
h悦
p:
//
ww
w.
de
ns
o-
ir
i
町
p
I
"
E
3
"
8
3
%
9
5
%
目
見
8
2
弘
A
9
%
E
3
%
8
3
%
目
見
日
間
四
A
E施
日
%
8
3
%
A
3花
田
岡
3
思
A
9
弘
日
間
3
弛
M
日
3
%
8
3
%
8
0
/

デ
ン
ソ
ア
イ
リ
ス
公
式
サ
イ
ト
トピ
ック
ス
す
べ
て
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
一
覧
ht
tp:
/
/
w
w
胤
de
ns
o-
ir
is
jp
/%
目
指
8
3
%
8
8
%
E
3
%
8
3
%
9
4
%
回
開
3
略
8
3
%
白
馬
8
2
%
A
円
E
3
%
8
2
%
回
I
%
E
5
%
8
5
%
A出
回
覧
8
t
%
A
間
四
%
8
1
%
A
E旺
3
%
8
3
問
8
拓
国
間
3
弘
9
4
%
回
覧
8
3
%
8
3
略
E
3
%
8
2
%
A
F
%
臼
%
8
2
%
8
9
/

ト
ヨ
タ
自
動
車
ア
ン
テ
ロ
ー
ブ
ス
公
式
サ
イ
ト
ブ
ロ
ゲ
ht
t院
I/
ga
zo
o.
co
m/
my
l
劉
te
s/
00
01
45
24
40
/a
nt
el
o
間
宮
/
由
fa
ul
ta
sp
x

ト
ヨ
タ
紡
織
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ラ
ピ
ッ
ツ
公
式
サ
イ
ト
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
h社
広
/
/
w
w
w
.
tb
-説
hl
et
ej
p/
加
味
e
ν
l
o
c
k
e
r
r
o
o
m
/

三
葺
電
機
コ
ア
ラ
ズ
公
式
サ
イ
ト
ト
ッ
プ
ペ
ー
引
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
h憎
ゾ
/w
ww
.m
it
su
凶
sh
ie
le
ct
l向
。
oj
p/
ba
sk
et
lk
oa
la
s/
co
nt
en
ts
/
岡
le
ly
/i
nd
e
山
tm
l#
ga
ll
ar
y

ア
イ
シ
ン
・
エ
ィ
.
~
ブ
リ
ュ
ウ
イ
ン
ゲ
ス
公
式
サ
イ
ト
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
h悦
♂
/
九
w
w
創
si
n-
aw
.c
oj
p/
s
同
rt
s/
wi
ng
s/
酔l
I
er
y/
in
由
た
ht
耐

ア
イ
シ
ン
ヱ
ィ
F
ブ
リ
ュ
ウ
イ
ン
ゲ
ス
公
式
サ
イ
ト

フ
ァ
ン
の
声
・
応
援
メ
ッ
セ
，
~
h枇
院
/
/
w
w
胤
ai
si
n-
aw
.c
oj
p/
s凹
rt
s/
wi
ng
s/
fa
n/
in
血
λh
tm
l

ア
イ
シ
ン
・
エ
ィ
.
~
ブ
リ
ュ
ウ
ィ
ン
ゲ
ス
公
式
サ
イ
ト
試
合
田
車
し
み
方
応
援
苦
ン
ス
ht
t
p:
//
ww
w.
ai
si
n-
aw
.c
oj
p/
s凹
rt
s/
wi
ng
s/
凶
'0
1
由
nc
e.
ht
ml

ア
イ
シ
ン
・
エ
ィ
ず
ブ
リ
ュ
ウ
イ
ン
ゲ
ス
公
式
サ
イ
ト
試
合
田
楽
し
み
方
観
戦
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い
h
悦
広
//
ww
w.
ai
si
n-
酬
co
jp
/s
岡
市
/w
in
酔
/i
nf
o/
in
st
ru
ct
io
n
s.
ht
ml

-
羽
田
ヴ
ィ
ツ
キ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
h
抗
広
11
νc
ki
e
町
p/
ca
te
go
ry
/p
ho
to
ga
Ue
ry
/

目
立
ハ
イ
テ
ク
ク
ー
ガ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
応
撞
メ
ッ
セ
-
;
;
ht
t
p:
//
ww
w.
hi
ta
ch
i-
hi
酔
t
e
c
h
.
c
o
m
/
j
p
/
a
b
o
u
ν
ad
/，
凹
ns
or
/c
ou
ga
rs
/m
es
s唱
:e
/i
nd
e
丸
h同
l

新
潟
ア
ル
ピ
レ
ッ
ク
ス
B
B
ラ
ピ
ッ
ツ
公
式
サ
イ
ト
ブ
ー
ス
タ
ー
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
-
ht
t
p:
//
ww
w.
al
bi
re
xb
b
-
ra
出
ts
.c
om
/?
ph
ot
o=
91
34

新
渇
ア
ル
ピ
レ
ッ
ク
ス
B
Bラ
ピ
ッ
ツ
公
式
サ
イ
ト
ラピ
ッツ
C
h
剖
ne
l
h坑
田グ
/w
ww
.s
ho
wr
oo
m-
li
ve
.c
om
/a
lb
ir
ex
bb
ー
日
bb
it
s

新
潟
ア
ル
ピ
レ
ツ
ク
ス
B
Bラ
ピ
ッ
ツ
公
式
サ
イ
ト
ニュ
ース
ht
t
p:
//
ww
w.
al
bi
re
x
出
ー
ra
bb
it
s.
co
m/
?p
司
e_
i
d=
6
0



ασ
ココ

フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
的
責
任
を
構
成
す
る
項
目
で
あ
る
「
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
j
に
関
す
る
各
チ
ー
ム
の
デ
ー
タ
の
詳
細
を
以
下
に
示
す
。

『
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
』
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
、
後
援
会
な
ど
が
存
在
し
て
い
る
か

チ
ー
ム
名

記
載
の
有
無

内
容

会
員
特
典

J
X
-
E
N
E
O
S
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
。

J
Xエ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
が
運
営
す
る
オ
フ
ィ
ー
ン
ャ
ル
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
。
「
フ
ァ
ン
と
チ
ー
ム
と
を
つ
な
ぐ
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
ス
テ
ー
ジ
」
。
活
動
の
柱
は
、

会
員
証
の
進
呈
/
イ
ヤ
ー
フ
ッ
ク
の
進
呈
/
応
援
タ
オ
ル
マ
フ
ラ
ー
の
進
呈
/
ク
リ
ア

「
新
鮮
で
厚
み
の
あ
る
チ
ー
ム
情
報
の
提
供
J
r選
手
・
ス
タ
ッ
フ
・
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
様
の
交
流
促
進
」
。
試
合
の
案
内
や
、
チ
ー
ム
の
活
動
を
伝
え
、
チ
ー
フ
ァ
イ
ル
の
進
呈
/
卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー
の
進
呈
/
ポ
ス
タ
ー
引
換
券
進
呈
/
メ
ー
ル
マ
ガ

ム
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
会
員
制
の
「
広
場
」
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。
年
会
費
(
一
人
あ
た
り
・
一
年
間
)
2
0
0
0
向
。
そ
の
他
人
会
に
あ
た
っ
て
の
注
ジ
ン
配
信
サ
ー
ビ
ス
/
会
員
限
定
の
グ
ッ
ズ
通
信
販
売
/
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
会
員
特
典

意
事
項
詳
細
あ
り
。
/
フ
ァ
ン
感
謝
デ
ー
へ
の
参
加
案
内

富
士
通
レ
ッ
ド
ウ
エ
ー
ブ

x
 

シ
ャ
ン
ソ
ン
化
粧
品
シ
ャ
ン
ソ
ン
V
マ
ジ
ッ
ク

×
 

デ
ン
ソ
ー
ア
イ
リ
ス

×
 

ト
ヨ
タ
自
動
車
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
ス

×
 

ト
ヨ
タ
紡
織
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ラ
ビ
ッ
ツ

×
 

三
菱
電
機
コ
ア
ラ
ー
ズ

×
 

ア
イ
シ
ン
・
工
イ
E
ダ
ブ
リ
ュ
ウ
イ
ン
ク
、
ス

×
 

羽
田
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ

。
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ
を
よ
り
応
援
し
た
い
、
ヴ
ィ
ツ
キ
ー
ズ
サ
ポ
ー
ト
ラ
イ
フ
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
し
た
い
方
向
け
に
設
立
し
た
羽
回
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ
公
式
フ
ァ
ン
ク
会
コ
ー
ス
共
通
:
会
員
カ
ー
ド
/
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
割
引
/
会
報
誌
/
年
賀
状
/

ラ
ブ
。
ゴ
ー
ル
ド
会
員
(
1
0
万
円
)
/
シ
ル
バ
ー
会
員
(
5
万
円
)
/
プ
レ
ミ
ア
ム
会
員
(1
万
円
)
/
レ
ギ
ュ
ラ
ー
会
員
(
3
0
0
0
円
)
/
キ
ッ
ズ
会
員
(
1
0
0
0
円
)
チ
ー
ム
主
催
イ
ベ
ン
ト
の
案
肉
。
そ
の
他
は
、
当
日
券
割
引
/
チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
卜
/
限

定
ウ
ェ
ア
/
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
/
コ
ー
ト
サ
イ
ド
席
/
ス
ペ
シ
ャ
ル
シ
ー
ト
な
ど

目
立
ハ
イ
テ
ク
ク
ー
ガ
ー
ズ

×
 

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
B
Bラ
ビ
ッ
ツ
。

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
「
ラ
ピ
、
と
も
J:
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
B
Bラ
ビ
ッ
ツ
の
ブ
ー
ス
タ
ー
を
対
象
。
入
会
金
:
1
0
0
0
円
、
年
会
費
:
1
5
0
0
円。

ラ
ビ
と
も
会
員
特
典
:
会
員
証
発
行
/
先
行
入
場
(
1
0
分
前
)
/
推
し
選
手
の
オ
リ
ジ
ナ

r
N
lI
G
A
T
A
 A
L
B
I
R
E
X
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
後
援
会
J:
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ツ
ク
ス
B
B
の
誕
生
に
合
わ
せ
2
0
0
0
年
に
発
足
。
2
0
1
1
年
に
ラ
ビ
ッ
ツ
の
支
援
も
開
ル
ス
テ
ッ
カ
ー
/
選
手
リ
レ
ー
形
式
メ
ル
マ
ガ
/
推
し
選
手
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
メ
ー
ル

始
。
会
費
は
チ
ー
ム
の
運
営
・
強
化
費
と
し
て
財
政
支
援
。
2
7
年
度
は
2
7
5
万
円
の
財
政
支
援
。
プ
ラ
チ
ナ
会
員
一
口
5
0
，0
0
0
円
/
ゴ
ー
ル
ド
会
員
一
(
シ
ー
ズ
ン
終
了
後
の
送
付
)
。
後
援
会
会
員
特
典
そ
の
他
多
数
。

ロ
3
0
，0
0
0
門
/
オ
レ
ン
ジ
会
員
一
口
1
0
，0
0
0
円

山
梨
ク
イ
ー
ン
ビ
ー
ズ

。
【
目
的
】
安
定
的
に
チ
ー
ム
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
う
基
盤
を
確
立
し
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
た
チ
ー
ム
と
し
て
の
活
動
を
支
援
す
る
。
[
活
動
肉
容
】
応
援
活
会
員
証
の
進
呈
/
リ
ー
フ
レ
ッ
卜
の
進
呈
/
無
料
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
な
ど

動
、
経
済
的
支
援
活
動
、
支
援
者
の
拡
大
活
動
、
そ
の
他
。
【
年
会
費
】
個
人
(
一
口
)
:
一
般
叩
0
0
円
/
高
校
生
2
0
0
0
円
/
中
学
生
1
0
0
0
円
。
家
族
会
員

(
一
口
)
:
大
人
3
0
0
0
円
/
高
校
生
1
0
0
0
円
/
中
学
生
5
0
0
円
/
小
学
生
無
料
。
団
体
・
法
人
(
一
口
)
:
一
般
1
万
円
/
プ
レ
ミ
ア
ム
3
万
円
。

出
所
)

• J
X
-
E
N
E
O
S
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
S
U
N
F
L
O
W
E
R
S
 F
A
N
 
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
フ
ァ
ン
ヴ
ラ
ブ
ht
tp
:/
/w
ww
jx
-g
ro
up
jp
/s
un
官
ow
er
s/
化
/#
fc
03

・
羽
田
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
2
0
1
6
-
2
0
1
7
シ
ー
ズ
ン
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
ht
tp
:/
/v
ic
ki
es
jp
/b
oo
st
er
cl
ub
/ 

・
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
B
Bラ
ピ
ッ
ツ
公
式
サ
イ
ト
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
ht
tp
:/
/w
ww
.a
lb
ir
ex
bb
戸
ra
bb
it
s.
co
m/
?問
ge
_i
d
=
8
8
1
0

・
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
B
Bラ
ビ
ッ
ツ
公
式
サ
イ
ト
後
援
会
N
Il
G
A
T
A
 A
L
B
I
R
E
X
 バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
後
援
会
ht
tp
:/
/w
ww
.a
lb
ir
ex
bb
-
ra
bb
it
s.
co
m月
間
酔
ー
id
=
13
7

・
山
梨
ク
イ
ー
ン
ビ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
後
援
会
後
援
会
組
織
概
要
ht
tp
:/
/w
ww
.y
am
an
as
hi
-q
ue
en
be
es
.c
om
/k
oe
n/
 

・
山
梨
ク
イ
ー
ン
ビ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
後
援
会
員
募
集
後
媛
会
入
会
申
し
込
み
ht
tp
:/
/
酬
w.
ya
ma
na
sh
i-
qu
ee
nb
ee
s.
co
m/
ko
ue
nk
a
i-
2
0
1
6
/



添付資料4:

WJBL所属 12チームの「スポーツパーソンシップ的責任j、

「チーム統治的責任Jに関するデータの抽出内容の詳細
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4. スポーツパーソンシップ的責任、チーム統治的責任

スポーツパーソンシップ的責任、チーム統治的責任を構成する項目である「活動理

念・目的j に関する各チームのデータの詳細を以下に示す。

『活動理念・目的』 組織に関する理念、方針、目的などの記載があるか

チーム名 記載の有無 内容

JX-ENEOSサンフラワーズ ム 目的:新鮮さと、躍動感のあるスポーツを通じて社員の連帯感を強め、あわせて企業のイメーフアップを図ることをねらいとして創部。

富士通レッドウェーブ o i楽しく明る〈元気に、そしてひたも守に。 J1985年、選手の“自主性"をモットーに創部。
今後も継続し、「楽しく・明るく・元気に、そしてひたもをに」をモットーに、高確率のシュートとスピード感あふれるアグレッシブなバスケットボールを展開し、応
媛して下さる方に勇気と感動を与えられるよう、チーム/;1:一丸となって“頂点"を目指す。
また、活動拠点である川崎市の「かわさきスポーッパートナー」として川崎市と連携し、バスケットボール教室『ふれあい教室」創開催するなど社会貢献活動
にも力をいれるなど、バスケットボールの普及と、スポーツ全体を盛り上げていけるよう努めてまいります。

シャンソン化粧品シャンソンVマジック A チームスローガン:i奪冠』

デンソーアイリス

トヨ空自動車アンテロープス

トヨ?t紡織サンシャインラビッツ

三菱電機コアラーズ

アイシン・ヱィ・ダブリュウインダス

羽田ヴィッキーズ

日立ハイテクウーガーズ

新潟アルピレックスSSラピッツ

山梨クイーンビーズ

出所)

A 
チームスローガン:iSe Setter Togetheer! ! ! J 昨シーズンに得たプラスの内容を基に、今シーズンも更に成長していきたいと思っていますoチーム全
員が今までの経d験から学び、そして成長し、昨シーズンよりもより良いシーズンにしていきたいと思います。

三菱電機株式会社が運営する女子バスケットボールチームで、設立1;1:1956年。バスケットボール女子日本リーグ機構Wリーグに所属しています。

アイシン・エィ・ダブリュウィングスl立、WJSL(バスケットボール女子日本リーグ機構)所属の女子バスケットボールチームです。

o [理念】
『地域と共に歩み、皆さまをもっと元気にします。』私たち羽田ヴィッキーズは地域の皆様の心に夢・希望・感動を送り込む活動を展開します。そして、あな
たの夢や希望や感動がチームの原動力となり笑顔と活力のある街づくりに貢献する為に地域から日本一のヲラブを目指します。

【活動方針】
①地域で感動や夢を共有します。
ウリニック・学校授業・地域イベントに参加します。地域の一員として皆様と感動や夢を共有させてください。チームの戦い記直じて、スポーツが生み
出すエネルギーを地域の活力に還元することで、皆様を元気にしますロ
②地域の活性化を共に目指します。
Wリーグ公式戦やメディア露出を通じて地域を全国IこPRします。観光・産業・教育など地域のPR活動を行います。ホームゲームをスポーツヱン聖子インメ
ント(見るスポーツ)と位置付けスポーツ視点から地域活性化の一旦を担います。
③子供達の夢を育みます。
プロスポーツチームとして地域活動を通じて、地域社会の子供達をもっと元気にします。選手が子供達の目標となり、宣接コミュエケーションをとる事で、
子供達に夢や希望を持つ機会を生み出します。

0 茨城県ひたちなか市に那珂工場(現株式会社目立ハイテクノロジーズ)が設立された1961年に女子バスケットボール部は誕生しました。
以来50数年会社のシンボルスポーツとして従業員とともに歩んできました。 2008年に1;1:，華麗なパフォーマンスで見る人を魅了してほしいとの思いを込めて
チーム名をiCougarsJに変更。そして私たちCougarsは縦横無尽に走り闘志あるプレイで周囲を元気付けたい、そう考えています。

O 新潟アルビレッヲスBBラピッツI立、43年聞に渡り日本におけるトップレベルの女子バスケットボールチームとして活動してきたJAL'ラピッツを引き継いで誕生
じました。トップリーグ所属チームとしては日本初の地域密着型のビジネスモデルで2011年4月に発足、WJBL(バスケットボール女子日本リーグ機構)1こ
参戦します。新潟県内の体育館・アリーナをホームコートとして活動するチームは、国肉女子トップレベルの選手を擁していますo
今後も新潟県内から圏内トップリーグで活躍し、日本代表に選出されるような選手育成に努め、 I~スケットボールで圏内トップリーグ、日本代表選手を目指
す子供たちの目標となれるようなチーム作りに全カを挙げて参ります。

0 【2016スローガン】
-新たなる挑戦! ひた向きな挑戦 l
・山梨に根付いたヲラブチーム、日本一のヲラブチーム、Wリーグで超勤するクラブチーム

【活動方針】
'Wリーグへの参戦に向けて万全のチームポりを行う。
・ファンの皆様、支緩企業様、後援会の皆様など、ヲラブ・チーム運営を支えていただく多くの皆様への感謝の気持ちを忘れず、地元に密着した活動を展開
する。

【チーム方針]
①粘って粘って相手を苦しめ、常にプレッシャーを掛け続けられるディフェンスから仕掛けられるチーム。
②ブレーク、アーリ一、モーションオフェンスを中心とした攻守の切り替えの速い展開が出来るチーム。
③リバウンド、ルーズボールを負けないファンや観客に感動を与えられるファイトあふれるプレーが出来るチーム。
一つでも多く勝てるチームを目指しますので、皆様の温かい、ご支援、ご声援、宜しくお願いします。
【基本理念】
・女性のパワーで山梨を元気!こ J J明るい笑顔の発信 l
・山梨の子供たちに夢を J Jミニパスから小中高、大学まで地元密着!
・トップチームの選手として相応しい人間カの発探 J J 

【その他】
クラブ役員一覧、Wリーグ復帰に係るWJSL方針、再建計画(ウラブマネジメント、チームマネジメント)、財政指標の公表あり。

• JX-ENEOSサンフラワーズ公式サイト サンフラワーズについて http://wwwjx-groupjp/sunf1owers/about.php 
-富士通(...<')1ドウェーブ公式サイト チーム概要 http://spo由 jp.fujitsu.com/redwave/profile/
-シャンソン化粧品シャン、ノンVマジック チーム概要 h仕p://vmagic.chanson.cojp/tearr】lindexhtml
・トヨヲ自動車アンテロープス公式サイト チーム h坤ノ/spo巾伊zoo.com/antelopes/team/
・三菱電機コアラーズ公式サイト チーム チームの由来 httpJ /www.mitsubishielectric.cojp/basketlkoalas/contents/team/indexhtml 
-トヨヲ紡織サンシャインラピッツ公式サイト チーム紹介 h均//www.aisin-aw.cojp/sports/wings/team/indexhtml 
ズについて httpJ/vickiesjp/about/ 
・目立ハイテヲヲーガーズ公式サイト チームの歩み h坤j/www.hitachi-hightech.com/jp/about!ad/sponsor/cougars/history.html 
・初日司EJν'-1ノ・ノソJ、ロロコアL・ノソ:".エLソ勺 F
.::c. I .::c. J 寸門~，

・山梨ウィーンビーズ公式サイト チーム紹介 代表挨拶 http!!www.yamanashi-queenbees.com/team/greetingj 
-山梨ウィーンビーズ公式サイト チーム紹介 監督挨拶 http.//www.yamanashi-queenbees.com/team/general-manager/ 
・山梨ウィーンビーズ公式サイト チーム紹介 役員一覧 httpj/www.yamanashi-queenbees.com/team/officer/ 
-山梨ウィーンピーズ公式サイト チーム紹介 Wリーゲ復帰に係るWJ日じき針 http/lwww.yamanashi-queenbees.com/team/wjbl-policy-of噛 e-retum-w-Jeague/ 
・山梨ウィーンピーズ公式サイト チーム紹介 再建計画 httpj/www.yamanashi-queenbees.com/team/reconstruction/ 
・山梨ウィーンビーズ公式サイト 子ーム紹介 財政指標 httpj/www.yamanashi-queenbees.com/team/zaiseisihyou/ 
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c.o 

ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ソ
ン
シ
ッ
プ
的
責
任
、
チ
ー
ム
統
治
的
責
任
を
構
成
す
る
項
目
で
あ
る
「
代
表
挨
拶
」
に
関
す
る
各
チ
ー
ム
の
デ
ー
タ
の
詳
細
を
以
下
に
示
す
。

『
代
表
挨
拶
』
チ
ー
ム
の
代
表
挨
拶
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
の
記
載
が
あ
る
か

チ
ー
ム
名

記
載
の
有
無

J
X
-
E
N
E
O
Sサ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ

x
 

富
士
通
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ
‘

×
 

シ
ャ
ン
ソ
ン
化
粧
品
シ
ャ
ン
ソ
ン
V
マ
ジ
ッ
ク

x
 

デ
ン
ソ
ー
ア
イ
リ
ス

x
 

ト
ヨ
タ
自
動
車
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
ス

x
 

ト
ヨ
タ
紡
織
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ラ
ビ
ッ
ツ
。

三
菱
電
機
コ
ア
ラ
ー
ズ

x
 

ア
イ
シ
ン
・
ヱ
ィ
・
ダ
ブ
リ
ュ
ウ
イ
ン
ダ
ス

×
 

内
容

【
ご
あ
い
さ
つ
】
(
監
督
佐
藤
満
明
)

平
素
は
格
別
の
ご
寓
配
を
賜
り
、
厚
〈
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
17
回
W
リ
ー
グ
は
、
会
社
関
係
者
並
び
に
フ
ァ
ン
の
皆
様
方
の
ご
声
援
の
お
穫
で
、
チ
ー
ム
最
高
成
績
の
6
位
で
シ
ー
ズ
ン
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
試
合
内
容
と
し
て
は
、
上
位
チ
ー
ム

に
勝
利
す
る
事
の
難
し
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
が
、
選
手
・
ス
タ
ッ
フ
の
絶
え
間
な
い
努
力
も
あ
り
、
1
つ
順
位
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。
さ
て
、
第
18
回
W
リ
ー
グ
に
向
け
、
今
年
、
新
人
2
名
と
移
籍
選
手
を
加
え
、
選
手
層
の
厚
み
を
増
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昨
シ
ー
ズ
ン
の
成
し
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
『
ベ
ス
ト
4J
達
成
の
為
、

チ
ー
ム
が
一
致
団
結
し
高
さ
を
平
面
で
カ
バ
ー
し
な
が
ら
、
ハ
ー
ド
な
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
で
粘
り
強
く
守
り
抜
き
、
ブ
レ
イ
ク
を
狙
い
、
流
れ
る
よ
う
な
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
追
及
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
の
為
、
日
頃
の
練
習
は
も
ち
ろ
ん
チ
ー
ム
肉
の
競
争
も
蛾
烈
に
な
り
ま
す
が
、
他
チ
ー
ム
と
の
練
習
時
間
の
差
を
埋
め
る
べ
き
、
偲
々
の
技
術
力
向
上
と
外
角
の
シ
ュ
ー
ト
カ
ア
ッ
プ
で
上

位
チ
ー
ム
に
1
勝
で
も
多
く
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
精
進
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
下
位
チ
ー
ム
か
ら
も
追
わ
れ
る
立
場
と
な
り
ま
す
が
、
ト
ヨ
タ
紡
織
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ラ
ビ
ッ
ツ
ら
し
く
正
々
堂
々
と
戦
い
ま

す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
選
手
個
人
が
役
割
と
責
任
を
し
っ
か
り
把
握
し
て
、
コ
ー
ト
上
で
の
闘
争
心
が
み
な
ぎ
る
と
勝
利
へ
の
道
は
聞
け
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
選
手
・
ス
タ
ッ
フ
が
目
標
に

向
け
最
後
ま
で
諦
め
ず
戦
い
抜
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。
皆
様
方
の
栢
変
わ
ら
ぬ
温
か
い
ご
声
援
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

羽
田
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ

0
 
【
ご
挨
拶
】
(
代
表
理
事
高
野
稔
)

目
立
ハ
イ
テ
ク
ク
ー
ガ
ー
ズ

x
 

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ツ
ク
ス
B
Bラ
ピ
ッ
ツ

x
 

羽
岡
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ
l立
、
東
京
都
大
田
区
を
本
拠
地
と
し
て
活
動
す
る
東
京
都
で
唯
一
の
W
リ
ー
グ
(
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
日
本
リ
ー
グ
)
所
属
の
プ
ロ
ク
ラ
フ
チ
ー
ム
で
す
。

私
た
ち
は
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
(1
部
)
で
の
優
勝
と
い
う
夢
を
追
い
な
が
ら
、
厳
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
で
ラ
イ
バ
ル
チ
ー
ム
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
が
、
同
時
に
、
地
境
の
皆
様
と
の
協
働
に

よ
っ
て
明
る
く
健
や
か
な
生
活
、
多
く
の
人
々
の
交
流
が
生
ま
れ
る
活
力
の
あ
る
街
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
社
会
・
地
域
貢
献
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
青
少
年
の
心
身
両
面
の
健
全
な
育
成
と
規
範
意
識
の
向
上
指
導
の
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
機
会
の
充
実
を
目
指
し
て
学
校
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
フ
で
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
.
-
)
レ
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
催

し
、
地
域
に
密
着
し
た
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。
加
え
て
、
羽
田
ヴ
ィ
ツ
キ
ー
ズ
は
大
田
区
の
魅
力
を
区
内
外
に
積
極
的
に
発
信
す
る
た
め
「
大
田
区
観
光
P
R
特
使
j

に
も
任
命
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

羽
悶
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ
は
皆
さ
ま
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添付資料5:

山梨クイーンビーズの「スポーツパーソンシップ的責任」、

「チーム統治的責任j に関するデータの抽出内容の詳細
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WJBL所属チームである山梨クイーンビーズは、スポーツパーソンシップ的責任、

チーム統治的責任に関する記載が多かったため、以下にデータの詳細を示す。

山梨クイーンビーズく再建計画〉

「山梨クイーンビーズバスケットボールクラフ、再建計画j

一般社団法人山梨クイーンビーズバスケットボールクラフ‘は、2014年シーズンのWリーグ参戦見送りにより、今後、財務内容の悪化・チーム戦力の低下

が予想され、このままでは早期再建は極めて困難となり、クラブの存続自体も危うくなる。

この危機的状況を脱し、クイーンビーズの再生を図るためには、新たな視点から、クラブ、チームマネージメントの再構築を行う必要がある。

本再建計画は、こうした考えに立ち、真のクラブ、チーム確立を図るものであり、今後、当クラブと県・市町村・県バスケットボール協会・支援組織等が一体と

なった取り組みを進め、 2015年WJBL復帰を目指す。

【クラブマネージメント】
1.クラブ運営方針圃組織毘直しの徹底
①行政・スポンサー・ファン三者一体の地域に根差したクラブ運営を基本スタイルとする。

ア、県、ホームタウン市町等に当社団法人への入会(正会員)を要請し、クラブ運営への参加促進

イ、クラブ・チーム情報の積極的な提供、ホームページの改善など、広報活動の強化

②代表理事、 GMを常勤とし、代表理事を中心としたクラブ運営、営業活動、広報活動を強化する。

③クラブ組織の見直し(ホームタウン委員会等)及び支援組織(後援会等)との連携を見直し、各組織聞が円滑に機能することにより、目指す方向性

(ベクトル)を共有できる体制を構築する。

2.肘籍休雷の改善と規樟に買合った経営の推進

①人件費・諸経費の見直しによる徹底的なコストカットを実行する。

ア、事務経費の見直し、事務所移転検討。チーム運営経費(人件費など)の削減

②特定企業に頼らない体質への変革を図り、行政への財政的支援を要請をする。

③幅広い企業の支援を受けるため、スポンサーとしてのメリットが享受できる仕組みを構築する。

④後援会をはじめ、県バスケットボール協会(ミニパス連盟等)、協賛企業等への協力要請を行い、後援会会員の拡大を図る。

⑤ OGをはじめ、県バスケットボール協会登録者やボランティア人材の活用と仕組みづくりを推進する(インターンシップ制度導入推進、ホームタウン
ゲームの運営等)。

3.選手受入れ先の確保と補瞳推進
①行政の人的支援(選手受入れ)を要請するとともに、現受入れ先の継続と新規受入れ先の開拓を行う。

② WJBLとボランティア人材の協力による戦力(移籍・引退選手)の受入れ体制の整備、充実を図る。

【チームマネージメント】
1.監督巷中心とした日本トップリーグ'WJBLIこ値するチームづくりと強化策
①社会人クラブチームの選手として人間教育とチーム強化の徹底を図る。

ア、代表理事、GMによる受け入れ先企業等への訪問など、情報交換、協力関係の強化

イ、スポーツ指導者等による研修の実施など、トップリーグ選手としての人間教育と勝利への拘りを日々教育徹底

ウ、選手の自主性、意欲を高めるため、明るいチームづくりの推進

②選手確保と指導強化方針共有化

ア、行政、クラブ、WJBL、県バスケットボール協会等の総力を結集した人材の確保
イ、地元大学(山梨学院大など)高校(富士学苑高など)の連携強化による人材の確保

ウ、現場とフロントの意思疎通を図り、監督、 GM、理事による指導強化方針の共有化

2.2014年シーズンにおける明確な目標設定
①主目標をWJBL復帰とし、 2014年4月からの年間目標を次のとおり設定する。
ア、 5/17(土)-7/26(土)関東1部リーグ戦(10戦全勝)、 10月以降関東実業団選手権、国民体育大会、全日本実業団選手権、全日本社会人選手権、

オーJレジャパンなど

イ、 8/29(金)-9/1(月)WJBLサマーキャンプ参戦(チーム力、財務力査定)(2015年秋WJBL復帰)

3.クリニック活動推進による地域密着度アップ、ファン拡大策
① OG、ボランティアを含めクリニック開催の頻度を倍増することでファン拡大を図るとともに、次世代を担う選手育成に貢献する。

ア、ミニパス、中・高の基本、強化など、各オフェンス、ディフェンス編を準備

イ、 OG、ボランティア等を含めたクリニックチームの編成

②各種イベントや地域活動(交通安全運動、共同募金活動、体育祭り等)へ積極的参加など、地域貢献活動を拡充する。

出所)山梨クイーンビーズ公式サイト チーム紹介 再建計画 http://www.yamanashトqueenbees.com/team/reconstruction/
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添付資料6:

WJBL所属 12チームの「地域貢献的責任」に関するデータの抽出内容の詳細
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地域貢献的責任を構成する項目である「バスケットクリニックJr慈善活動Jに関す
る各チームのデータを以下に示す。

「バスケットクリニックj バスケットボールクリニック活動を実施しているか
『慈善活動』 バスケットボーjレクリニック以外の慈善活動を実施しているか

チーム名 パスケクリニック 慈善活動

JX-ENEOSサンフラワーズ 。 × 

富士通レッドウェーブ 。 。
シャンソン化粧品シャンソンVマジック 。 。
デンソーアイリス 。 。
トヨタ自動車アンテロープス × ム

トヨタ紡織サンシャインラビッツ 。 × 

三菱電機コアラーズ 。 × 

アイシン・工イ・ダブ、リュウイングス 。 。
羽田ヴ、イツキーズ、 。 。
目立ハイテククーガーズ、 。 。
新潟アルビレックス88ラビッツ 。 。
山梨クイーンビーズ 。 。
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ト
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
h社
p:
/八
NW
Wj
x-
gr
ou
pj
p!
cl
in
ic
/ 
re
po
同
/s
ch
oo
l!

J
X
-
E
N
E
O
S
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
公
式
ザ
イ
ト
J
X
-
E
N
E
O
S
バ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
ー
ル
ヲ
リ
ニ
ッ
ヲ
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
レ
ポ
ー
ト
ク
リ
ニ
ッ
ヲ
キ
ャ
ン
プ
h
甘'
p:
/!
ww
wj
x-
gr
ou
pj
p/
cl
in
ic
/r
ep
o比
I
cJ
in
ic
_c
am
p/
 

J
X
-
E
N
E
O
S
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
公
式
ザ
イ
ト
J
X
-
E
N
E
O
S
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ウ
リ
ニ
ツ
ウ
ヴ
リ
ニ
ツ
ウ
の
レ
ポ
ー
ト
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
教
室
ht
tp
:/
/w
ww
jx
-g
ro
up
jp
/ 
cl
in
ic
/r
eg
ul
at
io
n/
 s
ki
IU
p/
20
15
，p
h
p
 

J
X
-
E
N
E
O
S
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
公
式
ザ
イ
ト
J
X
-
E
N
E
O
S
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ヲ
リ
ニ
ッ
ウ
ウ
リ
ニ
ッ
タ
の
レ
ポ
ー
ト
1
Da
y
?
リ
ニ
ッ
ヴ
コ
ー
ス
h社
p:
//
附
川
jx
-g
ro
up
jp
/
cl
in
ic
/ 
re
po
同
!
o
n
e
d
a
y
/

J
X
-
E
N
E
O
S
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
公
式
『
ナ
イ
ト
J
X
-
印
E
O
S
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ヴ
W
E
Bウ
リ
ニ
ツ
ウ
コ
ー
チ
・
指
導
者
向
け
ht
tp
:/
/酬
wj
x-
gr
ou
pj
p/
cl
in
ic
/w
eb
_c
li
ni
c/
 c
o
a
c
h
/
1
4
0
 1
2
4
.p
h
p
 

J
X
-
E
N
E
O
S
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
J
X
-
E
N
E
O
S
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ヲ
リ
ニ
ッ
ヲ
W
E
Bヲ
リ
ニ
ッ
ヲ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
ht
tp
:/
/剛
wj
x-
gr
ou
pj
p/
cl
in
ic
/w
eb
_c
li
ni
c/
pl
ay
er
/1
30
30
1 
，p
hp
 

J
X
-
E
N
E
O
S
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
J
X
-
E
N
E
O
S
パ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ウ
リ
ニ
ッ
ウ
W
E
Bウ
リ
ニ
ッ
?
Q
&
A
 
ht
tp
:/
/w
ww
jx
-
gr
ou
pj
p/
cl
in
ic
/吐
an
吐
a
/

J
X
-
E
N
E
O
S
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
J
X、
印
E
O
S
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ツ
ヴ
W
E日
空
リ
ニ
ツ
ウ
用
語
集
h
性
p:
//
ww
wj
x-
gr
ou
pj
p/
cl
in
ic
/t
ec
h
_t
e
r
m
/
 

富
士
通
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ
公
式
サ
イ
ト
チ
ー
ム
概
要
ht
tp
:/
/s
po
片
sj
p，
fil
j仕
S
u
.
c
o
mノ
re
蜘
a四
/p
ro
fi
le
/

富
士
通
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ
公
式
サ
イ
ト
ニ
ュ
ー
ス

ht
tp
:/
/s
回
同

sJ
P，
制
~s

u，
c
o
m
/
cs
!n
ew
s/
to
p!
re
dw
av
e/
l 
，h
tm
l 

富
士
通
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ
公
式
ザ
イ
ト
ニ
ュ
ー
ス
【
ふ
れ
あ
い
教
室
2
0
1
6
】第
6
園
西
野
川
小
学
校
(2
01
6
年
7
月
6
日
投
稿
)
ht
tp
:/
/s
岡
市
m
刈
it
su
.c
om
/c
s/
ne
ws
/d
e
也
il
/1
60
70
60
1
0
2
0
9
/
1
 ，h
加
|

慈
善
活
動

(
2
0
1
6
年
の
主
な
活
動
)

-
か
わ
さ
き
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ト
ナ
一
合
同
イ
ベ
ン
ト
『
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム

フ
ェ
ス
タ
」
に
参
加
(
一
部
選
手
)
写
真
付
き
レ
ポ
ー
ト
、
参
加
し
た
選

手
の
コ
メ
ン
ト
あ
り
。

備
考

-
専
任
ス
タ
ッ
フ
:
J
X
-
E
N
E
O
S
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー

ズ
O
G。
写
真
付
き
の
紹
介
ペ
ー
ジ
あ
り
。
モ
ッ
ト
ー

な
ど
の
コ
メ
ン
ト
あ
り
。

・
主
催
:
J
Xホ
ー
ル
デ
イ
ン
ダ
ス
株
式
会
社
(
運

営
:
J
Xエ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
)

・
後
援
:
J
B
A
、W
J
B
L

・
開
催
日
程
・
一
覧
あ
り
。

・
費
用
:
コ
ー
チ
、
ス
タ
ッ
フ
の
派
遣
費
用
(
旅
費
・

食
事
代
を
含
む
)
は
原
則
無
料
。
会
場
費
、
ス
ポ
ー

ツ
保
険
は
受
講
者
側
の
負
担
。

・
活
動
報
告
:
コ
ー
チ
名
、
実
施
内
容
、
実
施
風
景

(
写
真
)
、
一
人
ひ
と
り
の
コ
ー
チ
の
感
想
な
ど
詳
し

く
掲
載
。
ク
リ
二
ッ
ク
の
コ
ー
ス
別
、
ま
た
小
学
生
・

中
学
生
・
一
般
と
い
っ
た
カ
テ
コ
ー
リ
別
に
分
け
で
あ

る
。
過
去
の
も
の
も
掲
載
。

活
動
報
告
は
ニ
ュ
ー
ス
一
覧
に
掲
載
。



c.o U
司

『
バ
ス
ケ
ッ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
J
、
「
慈
善
活
動
』
な
ど
の
活
動
内
容
②

チ
ー
ム
名

シ
ャ
ン
ソ
ン
化
粧
品

シ
ャ
ン
ソ
ン
V
マ
ジ
ッ
ク

デ
ン
ソ
ー
ア
イ
リ
ス

ト
ヨ
タ
自
動
車

ア
ン
テ
ロ
ー
プ
ス

出
所
)

ク
リ
ニ
ッ
ク
目
的

「
シ
ャ
ン
ソ
ン
V
マ
ジ
ッ
ク
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ア
カ
デ

ミ
ー
」
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
V
マ
ジ
ッ
ク
の
下
部
組
織
『
シ
ャ
ン
ソ

ン
V
マ
ジ
ッ
ク
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
」
を
発
足
。
静
岡
県
内
の

可
能
性
の
あ
る
子
供
た
ち
、
さ
ら
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

に
全
力
で
取
り
組
み
た
い
子
供
た
ち
に
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
に
よ
り
多
く
触
れ
る
機
会
を
創
造
し
、
少
し
で
も
良

い
プ
レ
イ
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
身
体
を
動
か
す
楽
し
さ
や
、
仲

間
と
協
力
し
一
つ
の
こ
と
を
成
し
遂
げ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
く
。

も
っ
と
パ
ス
ケ
を
し
た
い
子
ど
も
た
ち
、
も
っ
と
パ
ス
ケ
が

上
手
く
な
り
た
い
子
ど
も
た
ち
に
、
よ
り
良
い
プ
レ
一
環
境

で
パ
ス
ケ
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
し
、
も
っ
と
パ
ス
ケ
を

好
き
に
な
っ
て
も
ら
う
。

【
デ
ン
ソ
ー
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
】

全
国
の
子
供
た
ち
を
対
象
に
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
や
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
指
導
・
社
会
貢
献
の
一
環
と
し

て
活
動
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

【
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
応
媛
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

デ
ン
ソ
ー
ス
ポ
ー
ツ
強
化
部
(
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
、
女
子
謹
上
長
距
雛
部
)
の
選
手
ら
が
、
デ
ン
ソ
ー
製

作
所
の
あ
る
愛
知
県
・
三
重
県
の
小
中
学
校
を
訪
問
し

て
行
う
ス
ポ
ー
ツ
教
室
。
子
供
た
ち
が
選
手
と
の
交
流
を

通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
感
じ
、
技
術
向
上
に
つ
な

が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
!
こ
と
、
毎
年
夏
休
み
期
間
中
に
実
施
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
肉
容
や
活
動
報
告

【
，
¥
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
】

-
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ス
・
・
小
学
1
~
6
年
生
の
男
女
を
対
象
。
月
・
水
・
木
曜
に
開
催
。

・
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
・

.
1
2
~
1
5
歳
の
男
女
を
対
象
。
月
・
水
・
木
曜
に
開
催
。

指
導
肉
容
心
身
の
発
達
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
基
礎
技
術
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
実
施

【
下
部
組
織
・
シ
ャ
ン
ソ
ン
V
マ
ジ
ッ
ク
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
】

対
象
:
Uー
1
5
(
中
学

1
年
生
~
3
年
生
、
女
子
)

※
シ
ャ
ン
ソ
ン
V
マ
ジ
ッ
ク
Jr
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
の
選
手
と
し
て
の
日
本
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
、

静
岡
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
へ
の
登
録
は
不
可
。

(
2
0
1
6
年
の
活
動
報
告
)

・
愛
知
県
体
育
館
に
て
愛
知
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
主
催
の
『
愛
知
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
J
に
参
加
し
サ
イ
ン
会
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
実
施
(
一
部
選
手
)

-
側
コ
ナ
ミ
ス
ポ
ー
ツ
&
ラ
イ
フ
、
側
西
三
河
エ
リ
ア
ワ
ン
・
サ
ン
ヱ
イ
共
同
事
業
体
主
催
の
刈
谷

市
総
合
運
動
公
園
に
て
開
催
さ
れ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル
2
0
1
6
J
Iこ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

教
室
の
指
導
者
と
し
て
一
部
選
手
が
参
加
。

・
企
業
と
連
携
し
た
授
業
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
刈
谷
市
立
富
士
松
中
学
校
の
体
育
の
授
業

で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
技
術
指
導
を
実
施
(
一
部
選
手
。
授
業
の
糠
子
、
コ
メ
ン
ト
あ
り
)

・
沖
縄
県
八
重
瀬
町
主
催
の
『
夢
・
未
来
ス
ポ
ー
ツ
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
事
業
」
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
-
)
(
，

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
参
加
(
一
部
選
手
)
。
沖
縄
県
八
重
瀬
町
出
身
選
手
が
表
敬
訪
問
。
母
校
で
ク
リ

ニ
ッ
ク
開
催
。

・
『
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
実
施
。

シ
ャ
ン
ソ
ン
化
粧
品
シ
ャ
ン
ソ
ン
V
マ
ジ
ッ
ク
公
式
サ
イ
ト
ト
ピ
ッ
ク
ス
2
0
1
6
年
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
ht
tp
:/
/v
ma
gi
c
目
ch
an
so
n.
co
jp
/t
op
ic
s/
20
16
/i
nd
ex
.h
tm
l

シ
ャ
ン
ソ
ン
化
粧
品
シ
ャ
ン
ソ
ン
V
マ
ジ
ッ
ク
公
式
サ
イ
ト
ト
ピ
ッ
ク
ス
「
シ
ャ
ン
ソ
ン
V
マ
ジ
ッ
ク
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
」
開
校
!
ht
tp
:/
/v
ma
gi
c.
ch
an
so
n.
co
jp
/t
op
ic
s/
20
16
/2
01
60
43
.h
tm
l 

静
岡
エ
ス
ア
カ
デ
ミ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
公
式
サ
イ
ト
V
マ
ジ
ッ
ク
ht
tp
:/
/w
ww
.s
s-
ac
ad
em
ia
jp
/v
ma
si
c/
 

静
岡
エ
ス
ア
カ
デ
ミ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
公
式
サ
イ
ト
コ
ー
ス
案
内
h
枕
p:
ll
ww
w.
ss
-a
ca
de
mi
到
jp
/c
ou
rs
el

静
岡
エ
ス
ア
カ
デ
ミ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
公
式
サ
イ
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ht
tp
:/
/w
ww
.s
s-
ac
ad
em
ia
jp
/s
ch
ed
ul
e/
 

慈
善
活
動

(
2
0
1
6
年
の
主
な
活
動
)

-
静
岡
県
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力
し
た
功
労
者
や
指
導
者
、
優
秀

な
成
績
を
お
さ
め
た
選
手
・
チ
ー
ム
を
表
彰
す
る
、
第
6
4
回
静
岡
新

聞
社
・
静
岡
放
送
ス
ポ
ー
ツ
賞
に
本
川
紗
奈
生
選
手
が
選
出
、
表

彰
さ
れ
た
0

・
シ
ャ
ン
ソ
ン
化
粧
品
本
社
講
堂
(
静
岡
市
)
に
お
い
て
、
国
税
電
子

申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
(
e
-
T
a
x
)
に
よ
る
確
定
申
告
体
験
(
一
部
選

手
)

・
釧
路
町
主
催
の
ク
リ
ニ
ツ
ク
に
釧
路
町
出
身
選
手
が
参
加
。
劃
11
路

町
教
育
委
員
会
よ
り
、
2
0
1
5
年
度
の
釧
路
町
ス
ポ
ー
ツ
貨
の
表
彰

を
受
け
る
。

(
2
0
1
6
年
の
主
な
活
動
)

・
『
第
8
2
回
皇
后
杯
・
全
日
本
総
合
選
手
権
大
会
』
準
優
勝
の
報
告

に
刈
谷
市
役
所
を
表
敬
訪
問

・
『
第
3
回
あ
い
ち
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
~
女
子
ア
ス
リ
ー
ト
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
~
J
へ
の
参
加
(
一
部
選
手
)

・
デ
ン
ソ
一
本
社
体
育
館
に
て
、
「
第
1
8
回
デ
ン
ソ
ー
ア
イ
リ
ス
カ
ッ

プ
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
を
開
催
(
刈
谷
市
の
中
学
校
5

校
と
招
待
校
7
校
(
計
1
2
校
)
が
参
加
)
試
合
後
に
写
真
撮
影
、
サ
イ

ン
会
を
実
施
(
参
加
選
手
不
明
)

幽
デ
ン
ソ
ー
従
業
員
の
出
勤
時
間
に
合
わ
せ
て
『
交
通
安
全
立
哨
活

動
』
を
行
い
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
。
(
選
手
ス
タ
ッ
フ
全
員
)
@

デ
ン
ソ
一
本
社
正
門
・
西
門

・
『
第
2
5
回
桜
町
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル
2
0
1
6
J
愛
知
県
刈
谷
市

桜
町
通
り
商
后
街
に
て
選
手
に
よ
る
グ
ッ
ズ
販
売
を
実
施

・
名
古
屋
市
に
あ
る
熱
田
神
宮
で
必
勝
祈
願

.w
リ
ー
グ
開
幕
を
前
に
一
部
選
手
の
母
校
の
愛
知
県
の
中
学
校

を
訪
問
。

-
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
の
実
施
(
Tシ
ャ
ツ
販
売
、
募
金
活
動
)

デ
ン
ソ
ー
ア
イ
リ
ス
公
式
サ
イ
ト
ト
ピ
ッ
ク
ス
す
べ
て
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
一
覧
h坑
p:
ll
ww
w.
de
ns
o-
ir
is
jp
/百
回
目
8
3
%
8
8
百
E
3
也
8
3
百
9
4
%
E
3
目
8
3
首
8
3
%
E
3
%
8
2
%
A
F
%
E
3
%
8
2
百
B
9
1百
E
5
%
8
5
首
A
8
百
E
3
百
81
出
A
6
百
回
目
81
百
A
E百
E
3
%
8
3百
8
8
百
E
3
%
8
3
%
9
4
百
E
3百
8
3
百
8
3百
E
3
%
8
2
百
A
F
%
E
3
出
8
2
出
B
9
1

デ
ン
ソ
ー
ア
イ
リ
ス
公
式
サ
イ
ト
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
ヂ
ン
ソ
ー
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
ht
tp
:/
/w
ww
.d
en
so
-i
ri
sj
p/
也
E
3目
8
3
%
8
7目
E
3
%
8
3
百
回
目
E
3
目
8
2
%
B
D百
回
目
8
3
百
B
C
%
E
3
%
8
2
百
A
F百
E
3
百
8
3
百
A
A目
E
3
%
8
3
%
8
目白
E
3百
8
3
%
8
3目
E
3
%
8
2
目
A
F
I

ト
ヨ
空
自
動
車
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
ス
公
式
サ
イ
ト
ト
ヨ
告
自
動
車
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
ス
B
L
O
G

Wピ
ン
ク
リ
ボ
ン
DA

Y~
(
2
0
1
6
年
11
月
2
日
)
角
畑
利
子
選
手
の
ブ
ロ
グ
に
て
ht
tp
:/
/g
az
oo
.c
om
/m
y/
 s
比
e
s
/
0
0
0
1
4
5
2
4
4
0
/
a
n
t
e
l
o
p
e
s
/
Li
s
t
s
/
P
o
s
t
s
/
P
o
st
.a
s
p
x
?
I
D
=
1
9
7
5

備
考

【
ク
リ
ニ
ッ
ク
運
営
】
N
P
O
法
人
静
岡
エ
ス
ア
カ
デ
ミ

ア
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ア
カ
デ
ミ
ー
開
校
の
初
練
習
は
、
静
岡
市
の
シ
ャ
ン

ソ
ン
化
粧
品
本
社
内
に
あ
る
体
育
館
、
シ
ャ
ン
ソ
ン

美
ア
リ
ー
ナ
で
午
前
と
午
後
に
分
け
て
開
催
。
約
5
0

人
の
生
徒
。

【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】
G
o
o
g
l
e
カ
レ
ン
ダ
ー
に
て
管
理
。

【
入
会
案
肉
】
記
載
な
し
。

活
動
報
告
は
ニ
ュ
ー
ス
一
覧
に
掲
載
。

活
動
報
告
は
ニ
ュ
ー
ス
一
覧
に
掲
載
。

チ
ー
ム
の
ブ
ロ
グ
一
覧
に
掲
載
。



i;
，O
 
σ3 

『
バ
ス
ケ
ッ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
』
、
『
慈
善
活
動
j
な
ど
の
活
動
内
容
③

チ
ー
ム
名

ト
ヨ
告
紡
織

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ラ
ビ
ッ
ツ

三
菱
電
機
コ
ア
ラ
ー
ズ

ア
イ
シ
ン
・
エ
ィ
・
ダ
ブ
リ
ュ

ウ
イ
ン
ダ
ス

出
所
)

ク
リ
ニ
ッ
ク
目
的

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
肉
容
や
活
動
報
告

(
2
0
1
6
年
の
活
動
報
告
)

-
中
津
川
市
加
子
母
中
学
校
の
生
徒
を
対
象
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
(
0
5
、
6
限
の
体
育
の
授
業
を
利

用
)
を
開
催
。
給
食
も
一
緒
に
食
べ
る
。

-
中
津
川
市
加
子
母
中
学
校
に
て
中
津
川
市
内
中
学
生
を
対
象
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
催
。

.
ウ
ィ
ン
グ
ア
リ
ー
ナ
刈
谷
に
て
刈
谷
市
内
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
催
。

サ
IJ
谷
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル
の
中
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
し
た
た
め
、
同
じ
刈
谷
市
を
拠
点
と
し
て
い

る
デ
ン
ソ
ー
ア
イ
リ
ス
の
選
手
と
一
緒
に
開
催
。

・
愛
知
県
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
に
て
、
愛
知
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
Jレ
の
イ
ベ
ン

ト
で
W
J
B
L愛
知
県
内
の
5
チ
ー
ム
が
集
ま
り
、
愛
知
県
内
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
希
望
者
を
対
象
に
開

催。 ・
ト
ヨ
タ
紡
織
刈
谷
本
社
内
の
体
育
館
に
て
豊
田
ク
ラ
フ
(
豊
田
高
等
特
別
支
媛
学
校
の
O
G
)を

対
象
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
催

・
三
菱
電
機
の
体
育
館
で
愛
知
県
内
の
中
学
生
を
対
象
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
催
(
W
J
B
Lの
愛
知

県
5
チ
ー
ム
と
共
催
)
。

(
2
0
1
6
年
の
活
動
報
告
)

-
モ
リ
コ
ロ
パ
ー
ク
体
育
館
に
て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
に
参
加
(
一
部
選
手
・
三
菱
電
機
男

子
パ
ス
ケ
部
の
一
部
選
手
と
共
に
)

-
稲
永
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
て
、
『
で
ら
ス
ポ
女
ア
リ
ー
ナ
」
に
参
加
(
一
部
選
手
・
三
菱
電
機
男

子
パ
ス
ケ
部
の
一
部
選
手
と
共
に
)

-
名
古
屋
市
東
区
役
所
主
催
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
参
加
(
毎
年
恒
例
)
(
一
部
選
手
)

.
中
津
川
で
小
中
学
生
を
対
象
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
実
施
(
参
加
選
手
不
明
)

・
株
式
会
社
ド
ー
ム
主
催
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
参
加
(
一
部
選
手
)

・
愛
知
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
Jレ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
(
主
催
・
愛
知
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
)
に
参
加
→

サ
イ
ン
会
な
ど
の
フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
(
参
加
選
手
不
明
)

・
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
主
催
の
「
わ
い
わ
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
に
参
加

(
2
0
1
6
年
の
活
動
報
告
)

-
安
城
市
全
8
校
の
女
子
中
学
生
約
9
0
人
を
対
象
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
サ
イ
ン
会
を
実
施
。
安
城
市

サ
ポ
ー
ト
事
業
の
一
環
で
、
安
城
市
ス
ポ
ー
ツ
課
も
協
力
。
(
簡
単
な
メ
ニ
ュ
ー
紹
介
あ
り
。
参
加

選
手
は
不
明
)

・
高
浜
市
立
高
浜
中
学
校
の
体
育
館
に
て
、
市
内
の
女
子
中
学
生
約
3
0
名
を
対
象
に
ク
リ
ニ
ツ

ク
を
実
施
(
一
部
選
手
)
。
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
か
ら
始
ま
り
、
最
後
に
は
集
合
写
真
の
録
影
や

サ
イ
ン
会
な
ど
実
施
。

-
安
城
特
別
支
援
学
校
の
体
育
館
に
て
、
生
徒
21
名
を
対
象
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
実
施
(
一
部
選

手
)
。
集
合
写
真
の
鰻
影
や
サ
イ
ン
会
を
実
施
。

・
愛
知
県
体
育
館
で
行
わ
れ
た
、
2
0
1
6
愛
知
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
Jレ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
(
主
催
・
愛
知

県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
)
に
ウ
イ
ン
ダ
ス
・
ア
レ
イ
オ
ン
ズ
の
選
手
が
参
加
。
(
一
部
選
手
)
。

当
日
l土
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
基
礎
技
術
の
指
導
や
、
3
0
n
3
、
サ
イ
ン
会
な
ど
実
施
。

-
安
城
市
北
部
公
民
館
の
カ
キ
タ
ホ
ー
ル
に
て
、
安
城
市
内
の
小
学
生
約
3
0
名
を
対
象
に
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
実
施
。

.
W
J
B
L主
催
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
三
菱
電
機
の
体
育
館
で
実
施
。
愛
知
県
内
の
W
J
臼
L
の
チ
ー
ム

(
デ
ン
ソ
一
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
、
ト
ヨ
タ
紡
織
、
三
菱
電
機
)
が
集
ま
り
、
県
内
の
女
子
中
学
生
約

1
0
0
名
対
象
。
チ
ー
ム
か
ら
は
一
部
選
手
が
参
加
。
4
種
目
(
パ
ス
・
ド
リ
ブ
ル
・
シ
ュ
ー
ト
・
ハ
ン

ド
リ
ン
グ
)
を
各
チ
ー
ム
が
担
当
し
て
指
導
。

・
碧
南
市
内
の
女
子
中
学
生
4
5
人
を
対
象
に
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
実
施
。

・
「
男
女
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
2
0
1
6
ふ
れ
あ
い
バ
ス
ケ
wi
th
ウ
イ
ン
ダ
ス
・
ア
レ
イ
オ
ン
ズ
J

の
実
施
。
ウ
イ
ン
ダ
ス
と
ア
レ
イ
オ
ン
ズ
の
公
開
練
習
、
公
開
練
習
試
合
を
実
施
。
社
員
や
地
域

の
方
な
ど
、
の
ベ
1
9
0
名
ほ
ど
参
加
。
公
開
練
習
試
合
の
後
は
、
選
手
と
の
ふ
れ
あ
い
パ
ス
ケ
を

実
施
。
簡
単
な
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
や
サ
イ
ン
会
な
ど
を
実
施
。

ト
ヨ
タ
紡
織
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ラ
ビ
ッ
ツ
公
式
サ
イ
ト
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
ht
tp
:/
/t
b
-
at
hl
et
ej
p/
ba
sk
et
/ 
cl
in
ic
/ 

三
菱
電
機
コ
ア
ラ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
ht
tp
:/
/w
ww
.m
it
su
bi
sh
ie
le
ct
ri
c.
co
jp
/b
as
ke
t/
ko
al
as
/i
nd
ex
.h
tm
l 

ア
イ
シ
ン
ー
エ
ィ
・
ダ
ブ
リ
ュ
ウ
イ
ン
ダ
ス
公
式
サ
イ
ト
ニ
ュ
ー
ス
&
ト
ピ
ッ
ク
ス
2
0
1
6
年
ht
tp
:/
/w
ww
.a
is
in
-a
w.
co
jp
/s
po
rt
s/
wi
ng
s/
ne
ws
/i
nd
ex
.h
tm
l 

慈
善
活
動

(
2
0
1
6
年
の
活
動
報
告
)

「
中
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
W
A
Wカ
ッ
プ
2
0
1
6
]
J
の
実
施
。

男
子
9
校
・
女
子
9
校
が
出
場
。
5
周
年
記
念
大
会
と
し
て
大
会
2
日

目
に
安
城
市
の
小
学
生
を
招
待
し
て
ミ
ニ
パ
ス
の
リ
ー
グ
戦
も
同
時

に
開
催
。
(
会
社
の
工
場
所
在
地
4
市
な
ら
び
に
本
社
近
隣
5
市
計
9

市
に
あ
る
中
学
校
の
中
か
ら
選
抜
さ
れ
た
各
市
の
代
表
絞
(
男
女

各
9
校
)
と
、
5
周
年
記
念
大
会
と
し
て
招
待
し
た
安
城
市
内
の
小
学

生
3
チ
ー
ム
。
ア
イ
シ
ン
・
エ
ィ
・
ダ
ブ
リ
ユ
本
社
体
育
館
に
て
。
ウ
ィ
ン

グ
ス
・
ア
レ
イ
オ
ン
ズ
の
選
手
も
参
加
。
選
手
と
の
交
流
会
実
施
。

安
城
市
神
谷
長
を
は
じ
め
、
保
護
者
も
多
数
来
場
。
来
賓
で
安
城
市

長
、
安
城
市
教
育
委
員
会
杉
山
教
育
長
。

『
今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の
青
少
年
育
成
と
ス

ポ
ー
ツ
振
興
へ
貢
献
で
き
る
企
業
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
」
と
し
て

い
る
。

備
考

『
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
-
)
レ
ク
リ
ニ
ッ
ク
』
の
メ
ニ
ュ
-
$
1
ブ

あ
り
。

活
動
報
告
は
ニ
ュ
ー
ス
一
覧
に
掲
載
。

活
動
報
告
は
全
て
写
真
付
き
で
掲
載
。



『
バ
ス
ケ
ッ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
』
、
「
慈
善
活
動
』
な
ど
の
活
動
肉
容
④

チ
ー
ム
名

'J
リ
ニ
ッ
ヴ
目
的

備
考

'J
リ
ニ
ッ
ク
の
内
容
や
活
動
報
告

慈
善
活
動

羽
田
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ

チ
ー
ム
の
活
動
方
針
に
て
、
ヴ
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
に
参
加
す

る
こ
と
で
「
地
域
の
一
員
と
し
て
感
動
や
夢
を
共
有
』
、

『
ス
ポ
ー
ツ
が
生
み
出
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
の
活
力

に
還
元
』
、
『
地
敏
活
動
を
通
じ
て
子
供
た
ち
を
も
っ
と
元

気
に
Jr
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
で
子
ど
も

た
ち
に
夢
や
希
望
を
持
つ
機
会
を
生
み
出
す
」
と
表
記
。

【
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク
】

学
校
授
業
支
援
の
た
め
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ヴ
リ
ニ
ッ
ク
と
部
活
、
'J
ラ
ブ
支
援
の
バ
ス
ケ
ッ
ト

ポ
ー
ル
ヴ
リ
ヱ
ッ
ヲ
を
行
っ
て
い
る
。

対
象
ミ
ニ
パ
ス
、
中
学
生
・
高
校
生

内
容
・
1
日
2
時
間
程
度

費
用
.
チ
ー
ム
規
定
講
師
料
×
派
遣
講
師
人
数
+
実
費
(
交
通
費
、
宿
泊
費
)

ク
リ
ニ
ッ
ヲ
開
催
場
所

-
八
丈
島

・
富
津
市
ヲ
リ
ニ
ッ
ウ

-
大
田
区
立
松
f山
小
学
校

-
か
な
が
わ
部
活
ド
リ
ー
ム
講
習
会

.
大
田
区
立
高
畑
小
学
校

.
大
田
区
立
池
上
第
二
小
学
校

・
埼
玉
県
立
浦
和
第
一
女
子
高
等
学
校

.
大
田
区
立
萩
中
小
学
校

.
八
王
子
市
立
横
山
中
学
校

.
大
田
区
立
開
桜
小
学
校

-
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
指
導
員
の
派
遣

.
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
支
援
と
交
流

・
地
域
P
Rの
た
め
の
支
援
活
動
(
2
0
1
3
年
度
大
田
区
観
光
P
R特
使
に
任
命
)

(
2
0
1
6
年
の
主
な
活
動
)

・
大
鳥
居
町
会
ゴ
ミ
拾
い
(
毎
月
恒
例
/
一
部
選
手
)

'
J
R蒲
回
駅
東
口
に
て
チ
ラ
シ
配
り
(
毎
月
恒
例
/
一
部
選
手
)

・
穴
守
穏
荷
神
社
で
必
勝
祈
願
(
チ
ー
ム
全
員
)
、
防
災
訓
練
(
一
部
選
手
)
、
豆

ま
き
行
事
(
一
部
選
手
/
チ
ー
ム
マ
ス
コ
ッ
ト
)

-
お
い
で
通
り
祭
り
参
加
(
毎
年
恒
例
/
選
手
全
員
、
チ
ー
ム
マ
ス
コ
ッ
ト
)

.r
国
際
都
市
お
お
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル
inr
空
の
日
」
羽
田
J
に
出
演
(
選
手
全
員
、

チ
ー
ム
マ
ス
コ
ッ
ト
)

・
「
蒲
国
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
・
キ
ャ
ン
ベ
ー
ン
Jl
こ
参
加
(
チ
ー
ム
マ
ス
コ
ッ
ト
)

.r
お
お
た
ハ
ブ
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
に
参
加
(
チ
ー
ム
マ
ス
コ
ッ
ト
)

・
チ
ー
ム
の
サ
ポ
ー
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
(
A
N
Aシ
ス
テ
ム
ズ
)
主
催
の
チ
ー
ム
応
援
会

に
参
加
し
社
員
と
交
流
(
選
手
全
員
)

-
図
書
館
で
の
絵
本
読
み
聞
か
せ
(
一
部
選
手
)

・
チ
ー
ム
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
(
さ
わ
や
か
信
用
金
庫
)
主
催
の
『
親
子
体

験
日
帰
り
旅
行
J
に
参
加
し
、
社
員
や
参
加
者
と
交
流
(
選
手
全
員
)

・
地
域
の
飲
食
底
で
チ
ー
ム
を
支
え
る
方
々
と
の
会
食
(
先
方
主
催
/
選
手
全
員
)

.
大
田
区
平
和
都
市
宣
言
記
念
事
業
『
花
火
の
祭
典
』
に
て
、
チ
ー
ム
の
平
和
へ

の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
花
火
玉
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る

-
職
場
訪
問
の
中
学
生
と
交
流
(
選
手
全
員
)

・
蒲
田
警
察
署
『
蒲
回
飲
酒
運
転
根
絶
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
に
参
加
(
チ
ー
ム
マ
ス

コ
ッ
ト
)

-
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ザ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
(
ド
ー
ム
)
招
待
の
r
U
N
D
E
R
A
R
M
O
U
R
 

W
o
m
e
n
'
s
N
i
g
h
t女
骨
東
京
ド
ー
ム
Jl
こ
参
加

ツ 市 山 L

口 州 π

閉 山 任

e n c ' E  

t 出 動

一 同 活

ル 取 域

同 町 四 噛

持 制 醐

あ 当 割 問

で 担 日 同

身 山 町 中

前 「 一 ン

の J ズ

ム タ る -

一 伝 刑 、 ν

浮 軒 船 他

援 動 反 の

支 活 が そ ロ

・h ソ ・ 事 ・ る

c.o -l
 

目
立
ハ
イ
テ
ウ
ウ
ー
ガ
ー
ズ

(
2
0
1
6
年
の
活
動
)

・
交
野
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
(
大
阪
府
交
野
市
総
合
体
育
館
に
て
ロ
一
部
選
手
。
小
学
生
4
0
名
)

.
盛
夏
祭
タ
リ
ニ
ッ
ウ
(
ヴ
ー
ガ
ー
ズ
ア
リ
ー
ナ
ロ
選
手
全
員
。
小
学
生
1
2
5
名
)

・
名
古
屋
市
梅
森
坂
小
学
校
(
名
古
屋
市
梅
森
坂
小
学
校
。
一
部
選
手
ス
空
ッ
フ
。
小
学
生
1
6

名
)

・
福
島
県
飯
坂
小
学
校
・
福
島
県
野
田
小
学
校
(
福
島
県
飯
坂
小
学
校
・
福
島
県
野
田
小
学

校
。
福
島
県
飯
坂
小
学
校
3
5
名
/
福
島
県
野
田
小
学
校
41
名
。
一
部
選
手
ス
少
y
フ
。
)

・
御
殿
場
東
小
学
校
・
高
根
小
学
校
(
御
殿
場
市
東
小
学
校
ロ
小
学
生
3
0
名
。
一
部
選
手
。
)

・
大
牟
岡
市
白
光
中
学
校
(
福
岡
県
大
牟
田
市
白
光
中
学
校
。
中
学
生
2
0
名
。
一
部
選
手
ス

告
ツ
フ
。
)

.t
主
JII
小
学
校
(
枝
川
小
学
校
。
小
学
5
年
生
5
名、
6
年
生
5
名
。
一
部
選
手
。
)

・
津
田
小
学
校
(
津
田
小
学
校
。
小
学
6
年
生
8
9
名
。
一
部
選
手
ス
事
ッ
フ
。
)

・
磯
崎
小
学
校
(
磁
崎
小
学
校
。
小
学
5
年
生
1
2
名
6
年
生
6
名
。
一
部
選
手
ス
告
ツ
フ
。
)

・
回
彦
小
学
校
(
白
彦
小
学
校
(
授
業
時
間
)
，
5
年
生
1
2
8
名
ロ
一
部
選
手
ス
$
1
-
:
;
フ
。
)

・
博
多
中
学
校
(
博
多
中
学
校
体
育
館
。
博
多
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
ー
ル
部
男
子
1
8
名
、
女

子
17
名
。
一
部
選
手
ス
$
1
-
:
;
フ
。
)

・
春
日
市
立
春
日
小
学
校
(
春
日
市
立
春
日
小
体
育
館
。
春
日
西
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
31
名
。
一
部
選
手
ス
事
ツ
フ
。
)

・
花
岡
小
学
校
(
花
岡
小
学
校
。
花
岡
ミ
ニ
パ
ス
17
名
c
一
部
選
手
ス
9
ッ
フ
。
)

・
笠
松
運
動
公
園
(
笠
松
運
動
公
園
。
一
部
選
手
。
対
象
者
不
明
。
)

・
那
珂
湊
第
二
小
学
校
(
那
珂
湊
第
二
小
学
校
。
5
年
生
21
名
。
一
部
選
手
ロ
学
校
授
業
。
)

.
勝
倉
小
学
校
(
勝
倉
小
学
校
体
育
館
。
小
学
生
51
名
。
一
部
選
手
ス
告
ツ
フ
。
学
校
授
業
)

・
す
み
れ
保
育
園
(
す
み
れ
保
育
園
。
5
歳
児
17
名
。
一
部
選
手
ス
告
ッ
フ
。
)

-
つ
だ
保
育
所
(
つ
だ
保
育
所
。
5
歳
児
3
0
名
。
一
部
選
手
ス
告
ッ
フ
ロ
)

・
静
岡
県
静
岡
市
(
清
水
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
聖
一
体
育
館
(
チ
ー
ム
合
宿
地
)
。
一

部
選
手
ス
少
y
フ
。
小
学
生
15
名
。
)

.
佐
野
幼
稚
園
(
佐
野
幼
稚
園
。
保
育
園
生
3
3
名
。
一
部
選
手
ス
$
1
-
:
;
フ
。
)

・
海
の
子
保
育
園
(
海
の
子
保
育
園
。
保
育
園
生
4
0
名
程
度
。
一
部
選
手
ス
告
ッ
フ
。
)

・
な
か
や
保
宵
圏
(
な
か
や
保
育
園
。
保
育
園
生
2
2
名
。
一
部
選
手
ス
$
1
-
:
;
フ
。
)

(
2
0
1
6
年
度
の
活
動
)

活
動
報
告
は
全
て
写
真
付
き
で
掲
載
。
選
手
の
コ
メ
ン
ト
あ
り
ロ

.
目
立
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
労
働
組
合
に
て
毎
年
恒
例
の
生
協
祭
り
に
参
加
。

(
選
手
全
員
)
会
社
の
方
有
や
地
域
の
方
々
と
触
れ
合
う
機
会
。

・
目
立
ハ
イ
テ
ク
サ
イ
エ
ン
ス
(
小
山
事
業
所
)
の
納
涼
祭
に
参
加
。
(
一
部
選

手
)
。
統
括
よ
り
昨
年
度
の
御
礼
と
今
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
の
挨
拶
後
、
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
今
年
は
『
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
』
を
実
施
。
最
後
ま
で
勝
ち
残
っ
た
方

に
は
ウ
ー
ガ
ー
ズ
グ
ッ
ズ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
ロ
社
員
や
ご
家
族
の
方
、
そ
の
他
大
勢
が

参
加
し
、
大
盛
況
。

・
茨
城
福
祉
工
場
の
訪
問
。
(
選
手
ス
吾
、
y
フ
全
員
)
。
障
害
の
あ
る
方
々
と
一
緒
に

ス
ト
ラ
ッ
ヲ
ア
ウ
ト
ゲ
ー
ム
と
懇
親
会
。

出
所
)

羽
田
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ
に
つ
い
て
羽
田
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ
の
事
業
活
動
h
仕
p:
//
vi
ck
ie
sj
p/
曲
。
u
t
/

羽
田
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
ウ
リ
ニ
ツ
ヴ
ht
tp
:/
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ki
es
jp
/ 
cl
in
ic
/ 

羽
田
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
ウ
リ
ニ
ッ
ク
内
容
ht
tp
:/
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ki
es
jp
j 
cl
in
ic
/ 
co
nt
en
t/
 

羽
田
ヴ
イ
ツ
キ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
活
動
報
告
地
域
活
動
ht
tp
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or
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目
立
ハ
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ガ
ー
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公
式
サ
イ
ト
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ピ
ッ
ク
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ht
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/
W
W
.
N
.h
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co
mゐ
/
a
b
o
u
t
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目
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ハ
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テ
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ヲ
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ガ
ー
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公
式
サ
イ
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バ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
ル
ウ
リ
ニ
ッ
ク
ht
tp
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『
バ
ス
ケ
ッ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
』
、
『
慈
善
活
動
』
な
ど
の
活
動
内
容
⑤

チ
ー
ム
名

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

B
Bラ
ビ
ッ
ツ

山
梨
ク
イ
ー
ン
ビ
ー
ズ

出
所
)

ク
リ
ニ
ッ
ク
目
的

【
B
B
ラ
ビ
ッ
ツ
ふ
れ
あ
い
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
整
1
6
-
1
7
】

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
B
B
ラ
ビ
ッ
ツ
の
掲
げ
る
4
つ
の
会

社
理
念
(1
)
地
域
貢
献
、
(2
)
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
普

及
と
発
展
、
(3
)
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
創
造
、
(4
)
国

内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
・
日
本
代
表
選
手
の
育
成
に
則
り
開

催
。
新
潟
ア
ル
ピ
レ
ッ
ク
ス
B
Bラ
ビ
ッ
ツ
選
手
や
チ
ー
ム

ス
9
ッ
フ
が
新
潟
県
内
を
訪
問
し
、
手
軽
に
、
低
価
格
で
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
多
く
の
人
々
と
ふ
れ
あ
う
こ

と
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
楽
し
さ
を

伝
え
て
い
く
と
と
も
に
、
こ
の
出
会
い
を
ひ
と
つ
の
き
っ
か

け
と
し
て
地
域
に
夢
や
希
望
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

【
新
潟
ア
ル
ピ
レ
ッ
ク
ス
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ク
-
J
L-
】

「
集
え
未
来
の
パ
ス
ケ
つ
子
J
-
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ツ
ク
ス

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ク
ー
ル
の
三
大
柱
~

①
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
出
会
い
・
楽
し
む
:
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
と
い
う
球
技
に
出
会
い
、
そ
し
て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
好
き
に
な
る
こ
と
。

②
健
全
な
心
と
身
体
:
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
い
う
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
、
身
体
は
も
ち
ろ
ん
、
集
団
生
活
へ
の
適
応
力

や
ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
し
て
人
間
と
し
て
の
生
活
態
度
や
マ

ナ
ー
を
身
に
つ
け
て
い
く
。

③
バ
ス
ケ
ッ
ト
マ
ン
，
.
総
合
的
な
運
動
神
経
の
発
育
を

促
す
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
世
界
ー
の
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
目
指
す
。

表
立
っ
た
宣
伝
は
な
い
も
の
の
ブ
ロ
グ
の
中
で

『
今
回
は
、
県
法
人
会
連
合
会
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
山
梨
Q
B
で
は
、
こ
う
し
た
パ
ス
ケ
指
導
(
ク
リ
ニ
ッ
ク
)

を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

や
団
体
・
グ
ル
ー
プ
等
で
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
企
画
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
山
梨
Q
B
事
務
局
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
」

と
呼
び
か
け
て
い
る
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
内
容
や
活
動
報
告

【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
事
業
B
B
ラ
ビ
ッ
ツ
ふ
れ
あ
い
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
塾
1
6
-
1
7
】

対
象
:
新
潟
県
内
の
団
体
(
1
0
名
以
上
グ
ル
ー
プ
単
位
)
。
年
齢
層
・
性
別
・
カ
テ
ゴ
リ
ー
・
バ
ス

ケ
ッ
ト
習
得
レ
ベ
ル
不
問
。

費
用
参
加
者
1
名
あ
た
り
5
0
0
円。

【
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ク
-
J
L-
】

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
B
B選
手
に
よ
る
直
接
指
導

会
場
・
1
9校
に
て
定
期
的
に
開
催
。

ク
ラ
ス
ク
ラ
ス
キ
ッ
ズ
、
ジ
ュ
ニ
ア
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
中
学
生
ク
ラ
ス
、
ミ
ニ
ハ
イ
パ
ー
ク
ラ
ス
、

ハ
イ
パ
ー
ク
ラ
ス

入
会
金
5
2
0
0
円

月
謝
5
2
0
0
円

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
:
8
0
0
円
/
年

ス
ク
ー
ル
用
品
等
ス
ク
ー
ル
ウ
ェ
ア
7
5
6
0
円
-
(
ス
ク
ー
Jレ
ウ
エ
ア
(
上
)
の
み
必
須
購
入
)

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
テ
キ
ス
ト
代
:
2
8
0
0
円

検
定
料
(1
回
分
)
:
1
6
2
0
円

家
族
割
引
制
度
:1
世
帯
で
2
名
以
上
(
兄
弟
等
)
で
入
会
、
2
人
目
の
月
謝
が
4
1
0
0
円
に
な

る。

複
数
校
入
会
複
数
校
受
講
の
場
合
、
2
校
目
よ
り
月
謝
が
2
6
0
0
円
に
な
る
(
入
会
金
は
1
枚

分
の
み
)
。

特
典
新
潟
ア
ル
ピ
レ
ッ
ク
ス
日
日
試
合
観
戦
優
待

(
2
0
1
6
年
の
主
な
活
動
)

・
甲
府
市
立
南
西
中
学
校
体
育
館
に
て
甲
府
市
主
催
の
『
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
』

を
4
日
間
に
わ
た
り
開
催
。
(
参
加
選
手
不
明
)

・
富
士
吉
田
市
立
下
吉
田
第
二
小
学
校
の
体
育
館
で
富
士
吉
田
市
教
育
委
員
会
主
催
に
よ

り
、
小
学
生
対
象
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
催
(
一
部
選
手
/
監
督
)
。

-
選
手
の
母
校
の
系
列
の
高
校
で
女
子
パ
ス
ケ
部
の
指
導
(
一
部
選
手
/
代
表
)

-
北
杜
市
須
玉
総
合
体
育
館
に
て
北
杜
市
内
の
ミ
ニ
パ
ス
チ
ー
ム
対
象
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
催

(
一
部
選
手
)

・
甲
斐
市
敷
島
体
育
館
で
の
山
梨
県
法
人
会
連
合
会
主
催
「
第
1
回
税
金
教
室
・
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
教
室
」
に
参
加
(
全
選
手
/
ス
告
ッ
フ
)

-
県
内
高
校
生
を
対
象
に
し
た
株
式
会
社
じ
よ
う
Iま
く
物
流
主
催
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
甲
府
西
高
校
体

育
館
で
開
催

新
潟
ア
Jレ
ピ
レ
ッ
ウ
ス
B
Bラ
ピ
ッ
ツ
公
式
サ
イ
ト
ス
ポ
ン
サ
ー
ス
ポ
ン
サ
ー
募
集
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
ht
tp
:/
/w
ww
.a
lb
ir
ex
bb
-r
ab
bi
ts
.c
om
片
岡
ge
一昨
日
3

新
潟
ア
ル
ピ
レ
ッ
ク
ス
B
Bラ
ピ
ッ
ツ
公
式
サ
イ
ト
ス
ポ
ン
サ
ー
自
動
販
売
機
設
置
募
集
ht
tp
:/
/w
ww
al
bi
re
xb
b-
悶
bb
rt
s.
co
m/
?p
昭
e_i
d=
64

新
潟
7
)
レ
ピ
レ
ッ
ク
ス
B
Bラ
ビ
ッ
ツ
公
式
サ
イ
ト
ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

ht
tp

:/
/w

ww
.a
lb

ir
ex

bb
-r

ab
b~

s.
co
m/

?p
=7

29
0

慈
善
活
動

(
2
0
1
6
年
度
の
活
動
)

・1
也
元
職
人
と
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
グ
ッ
ズ
販
売
(
燕
市
の
磨
き
職
人
特
性
ぐ
い
飲
み
、
5

周
年
記
念
プ
レ
ー
ト
)

・
「
ラ
ビ
ッ
ツ
×
エ
リ
エ
ー
ル
ク
リ
ー
ン
ビ
ー
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2
0
1
6
J
(
大
王
製
紙
株
式
会

社
様
と
の
共
同
企
画
)
に
よ
る
選
手
と
の
交
流

-
熊
本
地
震
義
援
金
募
金
活
動
の
実
施

・
公
式
自
販
機
の
設
置
(
売
り
上
げ
の
一
部
が
選
手
強
化
と
東
日
本
大
震
災
の
義
援
金

に
回
る
)

(
2
0
1
6
年
の
主
な
活
動
)

・
身
延
山
久
遠
寺
の
節
分
会
に
ゲ
ス
ト
と
し
て
参
加
(
一
部
選
手
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
)

・
甲
府
税
務
署
主
催
「
確
定
申
告
書
作
成
体
験
イ
ベ
ン
ト
」
へ
の
参
加
(
一
部
選
手
)

.
甲
斐
市
消
防
団
主
催
「
第
2
回
甲
斐
市
消
防
団
フ
エ
ス
脅
」
へ
の
参
加
(
一
部
選
手
、

チ
ー
ム
マ
ス
コ
ッ
ト
)

・
「
甲
斐
市
消
防
団
フ
ェ
ス
告
」
で
太
鼓
の
演
奏
を
披
露
し
た
fJI
I
ロ
学
冨
竜
王
幼
稚
園
J
よ

り
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
公
開
(
写
真
付
き
)0

・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
ス
ポ
ン
サ
ー
(
J
A梨
北
)
よ
り
、
今
後
の
活
動
へ
の
激
励
と
地
元
山
梨
の

高
級
ブ
ラ
ン
ド
米
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
(
梨
北
新
玄
米
)
J
2
0
k
gを
管
理
栄
養
士
が
作
る
練
習
後

の
夜
食
用
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
。

・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
協
賛
企
業
(
選
手
の
へ
ヤ
ー
カ
ッ
ト
を
無
料
で
行
う
山
梨
市
の
美
容
室
)

を
利
用
す
る
一
部
選
手
に
同
行
取
材
。

・
「
山
中
湖
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
」
へ
の
参
加
(
選
手
全
員
/
監
督
)

-
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
の
試
合
会
場
に
て
山
梨
学
院
大
学
長
倉
ゼ
ミ
と
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

ゲ
ー
ム
の
コ
ラ
ボ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
実
施
。
ピ
ッ
チ
で
の
チ
ー
ム
紹
介
。
(
全
選
手
)

・
他
県
の
ミ
ニ
パ
ス
、
中
学
パ
ス
ケ
の
チ
ー
ム
も
招
い
て
毎
年
富
士
吉
田
で
開
催
さ
れ
て

い
る
「
富
士
ま
し
み
ず
杯
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
J
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
!
こ
参
加
し
、
近
隣
各

県
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
関
係
者
と
親
交
(
全
選
手
)

・
協
賛
企
業
の
「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル
」
に
参
加
(
一
部
選
手
)

・
山
梨
学
院
大
学
長
倉
ゼ
ミ
か
ら
の
『
グ
ッ
ズ
提
案
プ
レ
ゼ
ン
」
に
参
加
。
(
代
表
・
G
M
.

G
M
補
佐
)
提
案
さ
れ
た
グ
ッ
ズ
の
実
現
に
向
け
て
両
者
で
計
画
を
進
め
て
い
く
。

・
「
山
梨
県
保
育
所
連
合
主
催
事
業
J
に
参
加
(
全
選
手
/
ス
聖
ッ
フ
)

・
「
秋
の
交
通
安
全
週
間
H
J
.
J
日
に
南
甲
府
警
察
署
で
1
日
署
長
を
務
め
る
(
一
部
選
手
)

.第
2
5
回
日
本
肇
師
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
(2
01
6)
山
梨
大
会
の
懇
親
会
に
参
加
(
全

選
手
)

新
潟
ア
ル
ピ
レ
ツ
ウ
ス
日
日
ラ
ピ
ッ
ツ
公
式
サ
イ
ト
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
新
潟
ア
ル
ピ
レ
ッ
ク
ス
日
日
ス
ク
ー
ル
(
→
ウ
リ
ッ
ウ
す
る
と
新
潟
ア
ル
ピ
レ
ッ
ウ
ス
B
B
(
日
リ
ー
グ
所
属
)
公
式
サ
イ
ト
H
O
M
Eへ
)
新
潟
ア
ル
ピ
レ
ツ
ウ
ス
日
日
公
式
サ
イ
ト
(B
リ
ー
グ
)
ス
ク
ー
ル
ht
tp
s:
l/
ww
w.
al
bi
re
x 

山
梨
ヴ
ィ
ー
ン
ビ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
ht
tp
:/
/
剛
w.
ya
ma
na
sh
ト
qu
ee
nb
ee
s.
co
m/

山
梨
ウ
ィ
ー
ン
ビ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
ブ
ロ
グ
h
t
t
p
J
l
w
w
w
四
m
a
n
a
s
h
i
-
q
u
e
e
n
b
e
e
s
.
c
o
m
/
2
0
1
6
/
0
7
/
1
2
/
9
0
7
3
1

備
考

-
ス
ポ
ン
サ
ー
カ
テ
ゴ
リ
ー
「
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
J:
ク
ラ
ブ
選

手
の
キ
ャ
リ
ア
を
支
援
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
。
ク
ラ
ブ
選
手

の
出
向
先
企
業
と
し
て
選
手
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
お
よ
び
社
会

人
と
し
て
の
資
質
を
高
め
て
も
ら
う
。
選
手
を
軸
に
ク
ラ
ブ
と
の

連
携
を
図
り
様
々
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
が
可
能
。

活
動
報
告
は
ニ
ュ
ー
ス
一
覧
に
掲
載
。


	表紙

	目次

	第1章

	第2章

	第3章 
	第4章

	第5章

	第6章

	引用・参考文献一覧

	Abstract

	謝辞

	添付資料1

	添付資料2

	添付資料3

	添付資料4

	添付資料5

	添付資料6


